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挿話　天災の事情







　時間をわずかに遡さかのぼり、アスタ＝プレイアスらがタラス迷めい宮きゆうに潜もぐる前日。

　七星旅団セブンスターズの七番目――《天災》メロ＝メテオヴェルヌが、ひとりオーステリアの街まで戻もどったときの話だ。

「んー……なんだかちょっと時間食っちゃったな」

　難しげな表情で独り言を繰くりながら、メロは街の目め抜ぬき通りを速足で歩いていた。タラスに構えられていたクラン《銀色鼠シルバーラツト》の拠きよ点てんから、馬よりも速く駆かけ戻ってきた彼かの女じよだが、さすがに街の中でそんな速度は出ださない。用事自体はすでに済んでいた。

　周囲に不ふ可か避ひの暴ぼう虐ぎやくを撒まき散ちらすと言われる《天災》も、これで世間の常識を知らないというわけではない。基本的には自己中心的な性格の彼女だが、実のところ本質的にはクレバーで、ある意味では誰だれより魔ま術じゆつ師しらしい。その行動には全すべて理由が、理り屈くつが存在する。

　自分だけではなく、他者にもまたそれがあることをメロは否定しない。

　ただ自身のそれが他者の理論と相反したとき、その相手を認めた上で、なお自分の論理を通そうとすることに躊ちゆう躇ちよがないだけで。自己の意志を世界にさえ優先する――それは確かに魔術師に特有の傲ごう慢まんさではあるのだが、同時に魔術師は、自らが徒党を組まなければ生き残れない、弱い生き物であることも知っている。メロだって例外ではなかった。

　だから、本当の意味でメロがわがままに振ふる舞まう相手など、それこそ彼女が家族と認める六人――かつての七星旅団セブンスターズの仲間たちくらいである。

　家族になら理屈ではなく、理想を押おしつけても構わない。メロもまた、押しつけられる理想を拒こばまない。

　要するに懐なついて、甘あまえているのだ。

　血の繋つながった家族を知らないメロなりに、まだ幼い少女らしく家族にじゃれついているだけ。本人の自覚はともかくとして、周りから見ればそういうことだ。

　オーステリアの街に来た理由もそれだった。

　七星旅団セブンスターズの仲間を兄、あるいは姉と呼び慕したうメロが、ただひとり名前で呼び捨てる相手――アスタ。

　いろいろと理屈はつけたけれど、結局のところメロの目的はひとつ。ただ、久ひさし振ぶりに会ってみたかっただけ。

　会って、そして話をしたかった。

　七しち星せいが解散を迎むかえた直後、まるでメロたちを避さけるように姿を晦くらまし、気づけば学生になっていた彼かれから、その真意を聞き出したかっただけだ。

　もし腐くさっているようなら、一発ぶん殴なぐってやろう、くらいには思っていたけれど。

「……本当、何考えてるんだか」

　まあ、要は気に食わないということだ。

　メロたちは仲間のひとりを――家族のひとりを永久に喪うしなった。その事件をきっかけに解散した。天災は生まれて初めて涙なみだを流した。声を上げて泣なき喚わめいた。だが、その責任は本来、旅団の全員が均等に背せ負おうべきものなのだ。

　もしもアスタがその責任を自分だけのものだと思い込んでいるのなら――思い上がっているのなら、それは絶対に看過できない。許せない。腹立たしい。殴り飛とばしてやりたい。

　そう考えて当然だろう。

　そして、その可能性を鑑かんがみてアスタに会いに来たわけなのだが。結論は、どうも先延ばしにせざるを得ないようだ。

　アスタが今、何を考えて学生をやっているのか、メロにはいまいち掴つかめない。その真意がわからなかった。単にやさぐれているというわけではないようだが、以前ほどの覇は気きというか、やる気みたいなものが感じられないのも事実。

　その身にかけられた呪のろいだって、本当に解こうとしているのかどうか。

「……まあ、それはこれからってことでいいかな、うん」

　どこか自分に言い聞かせるみたいな形で、メロは呟つぶやく。わからないことを、わからないまま放置しておくのは魔術師らしからぬ在り方だが、身内にならそれを許容できた。

　どうやら、それどころではない事態が起きている様子でもあることだし。

　アスタがこうして保険としてメロをオーステリアまで送ったのも、その辺りが理由なのだろう。最大戦力をあえて手放すことで、逆に安全を確保する――そういったやり方は、なるほどかつての彼らしい。なんというか、その天あまの邪じや鬼くな感じが。

　そんなことを考えていたところで、メロはオーステリアの門外まで辿たどり着ついた。

　この街の大通りは、基本的に東西南北を綺き麗れいに区切る形で通っている。だからまっすぐ歩いている限り、余よ程ほどでないと迷わないのだが、メロはあっさり迷子になった。

　そこを、この街の学生だという魔術師に助けてもらったりもしたのだが、どうやら帰りは迷わずに済んだらしい。考え込んでいたことが、逆に功を奏したのだろう。

　門もん扉ぴを潜くぐって街を出るメロ。――その気配に、彼女はすぐ気がついた。

「――ふうん」

　見られている。誰かに。

　とりあえず、人目につくこの場所でしかけてくる気はないらしい。メロもまた、他人の目があるほうが、面めん倒どうといえば面倒だった。

　とはいえ隠かくれてこちらを窺うかがっている連中を、見み逃のがしてやるのも飽あきてきた。

　あえて、メロは城じよう壁へきに沿うように横へと道を外れる。強力な結界で覆おおわれた街だ、大規模な魔ま術じゆつでも使われない限り、これで街の中から察知されることはない。

　それが誘さそいだった。

　理解してのことだろうか。やがて、いくつかの人ひと影かげが姿を現す。オーステリアの周囲は平地で、身を隠す場所には乏とぼしいのだが、魔術師ならばその限りではない。

　数は七。その数さえ意味深だ。それをメロは《喧けん嘩かを売られた》と判断する。

　全員が、白い装束に身を包つつんでいた。揃そろいの衣装ではなく、単に白く染せん色しよくしただけの、別々の外套ローブを着込んでいるだけ。それ以外に、これといった共通点は見当たらなかった。体格はばらばらだったし、性別や年ねん齢れいもおそらく違ちがう。

　確実に言えることはひとつだけ。

　その全員が、明確な敵意を魔ま力りよくに宿した魔術師であるということ。

「……」にやり。

　と、このときメロは盛大にその口角を歪ゆがめた。笑ったのだ。敵意ある複数の魔術師に囲まれた状じよう況きようで、《天災》は心から愉ゆ快かいそうに笑えみを作る。

　まるで、こうなることを期待していたとでも言わんばかりの表情で。

「――ああ。やっぱり、アスタといると退たい屈くつしないなあ……！」

　元よりメロは、七星旅団セブンスターズにおいてただひとり、戦うことそれ自体を好んでいる人間だ。仲間になったきっかけ自体、自分より強い魔術師を探していたからだというのだから徹てつ底ていしている。複数の魔術師に囲まれるなんて事態は、大だい歓かん迎げいしたいほどの勢いだ。

　白装束の集団のひとりが、メロに向けて音もなく片手を伸のばした。

　なんらかの合図だったのか、あるいは魔術を行使しようとしたのか。その答えが判明するより先に、けれどその人影は、集団における最初の脱だつ落らく者しやとなった。

　――吹き飛んだのだ。

　文字通り、人間ひとりが錐きり揉もみするように背後へと吹ふき飛ばされ、そのまま地面に墜つい落らくする。余程の衝しよう撃げきだったのか、人影はぴくりとも動かなくなった。気絶したらしい。

　言うまでもなく、メロの魔術による攻こう撃げきだった。空気そのものを魔ま弾だんに変えて発射するそれは、不可視にして不可避の攻撃だ。それをメロは、一いつ切さいの儀ぎ式しきなく成立させる。

「……、」

　けれどメロは、そこで不可解そうに目を細めた。手て応ごたえを感じなかったのだ。

　攻撃が通用しなかったという意味ではない。仲間のひとりをやられたにもかかわらず、ほかの人影に一切の動どう揺ようが見られなかったことが不思議だったのだ。勝てる自信があるとか、冷れい徹てつだからという無反応とはどこか違った。

　それはたとえるなら、味方が倒たおされる姿を認にん識しきしてさえいないかのようで。

　脳内で、メロは思考を走らせる。その眼前で、残る六つの影かげが一いつ斉せいに動き出した。

　彼らは初めのひとりと同じように腕うでを上げ、その瞬しゆん間かん――メロの眼前から前まえ触ぶれもなく消失した。

「――――!?」

　これにはメロも驚きよう愕がくを隠せなかった。

　消えたのだ。まるで、初めから誰もいなかったかのように。

　動物的な直感が、メロの背筋に悪お寒かんを走らせる。

　この位置は危ない、と。天災はただ感覚だけで理解した。

　だから、反射的に背後へ跳とぶ。その直感が正しかったことは、次の瞬間に証明された。

　メロの目前――つい一いつ瞬しゆん前まで彼女が立っていたその場所を取り囲む形で、消えたはずの人影が現れたのだ。六つの影は、同時にその中心へと魔術を放つ。

　もしも躱かわしていなければ、メロはその一いつ斉せい砲ほう火かを身体からだで受けていたことだろう。

「……うっそぉ」

　驚愕が、彼女に追つい撃げきを躊躇ためらわせた。

　何が起きたのかわからなかったから、ではない。メロが驚おどろいたのは、彼らが何をしたのかが明確にわかってしまったからだ。

　前触れなくその場から消え、別の場所へと現れる。

　答えなどないことはわかりきったまま、それでもメロは、思わずのうちに問うていた。

「空間転移。――まさか、全員揃って《喪失魔術ロストロジツク》の使い手だとか言わないよね？」

　いわゆる瞬間移動。

　転移と呼ばれる魔術は現代では喪そう失しつしている。少なくとも、ひとつの魔術としてそれを扱あつかえる者は、ただひとりの例外を除いてこの世界に現存していない。そのはずだった。

　空間魔術は、《二番目の魔ま法ほう使つかい》と呼ばれる者にのみ許された奇き跡せきだから。

《魔法使いイプシシマス》の称しよう号ごうには、それほどの意味と価値がある。当人以外の何者にも再現できない魔術を成立させるからこそ、畏い怖ふと敬意をもって魔法使いと呼ばれるのだ。

　伝説と呼ばれる七星旅団セブンスターズにも――その中でなお一、二を争あらそうほど幅はば広ひろい術式を扱える《即興魔術師マジツクメイカー》メロ＝メテオヴェルヌにも、空間干かん渉しようの魔術は不可能だった。

　その使い手が、この場に六人も現れるなどという理り不ふ尽じん。果たしてあり得るものか。

　――否いな。そんなことは絶対にあり得ない。

　仮に全員が、なんらかの手段でもって転移魔術を習得したとしよう。だが、いくらなんでも、それとほぼ同時に攻こう撃げき魔ま術じゆつまで使えるわけがない。複数の魔術を同時に使うことは酷ひどく難しいのだ。ましてそれが、再現不可能とされる転移魔術であればなおさら。

　結論。こいつらは転移魔術を使っていない。少なくとも自力では。

　ならばそこには、必ず何かしらのタネがあるはずだ。

　たとえば迷宮から出土する魔術品には、転移の効果を持つものがある。事実、迷宮の出入口には、管理局が転移用の石板を設置している。それと似たようなものだろう。

　それを含ふくんで、メロは改めて六人に視線を戻し――すぐに気づいた。

　六人全員が――見れば最初に倒したひとりも――揃って同じ《指ゆび環わ》を嵌はめているということに。おそらくは、それが転移魔術の術式が込められた魔ま具ぐなのだろう。

　転移の指環。そんな逸いつ品ぴんを七つも揃えていること自体が異常だったが、目の前に存在する以上は仕方がない。そういうものだと見み做なすだけだ。

　元より襲しゆう撃げき者しやたちの実力など、メロとは比べるべくもないほど低いのだから。

　――いや。というよりも、これは――。

「――！」

　刹せつ那な、六人が指環型の魔具に魔力を込めた――今度はそれに気がついた。

　メロはもう狼狽うろたえない。逃にげるどころか、むしろ彼女は前に出た。

　半歩。彼女は前方に進み、片手を前に差し出した。

　その掌てのひらが、直後に現れた白装束のひとりに触ふれている。的確に、鳩尾みぞおちに。

　――そして、またしても襲撃者が吹き飛ばされる。

　最初のひとりの顛てん末まつを、焼き直しにするかのようだった。ただ一いち撃げきでも攻撃を受けた時点で、彼らにはなすすべがない。それだけの攻こう撃げき力りよくが、小こ柄がらな天災に秘ひめられていた。

　メロはそのまま、吹き飛ばした相手を追いかける。取り囲む形の攻撃でも、一点に穴が開いた時点で無意味になる。背後で魔術が無む駄だ打ちされる気配を感じながらメロは走った。

　吹き飛ばされ、地面に墜落した魔術師に駆け寄よって、メロはその腕を取る。

　だがそのときには、転移の指環が壊こわれていた。一切の魔力を感じなくなっている。

「…………」

　持ち主が意識を手放すと同時に、指環が効力を失うよう魔術がかけられていたらしい。

　仮にも天災メロを襲おそう以上、その程度の対策は取っているということか。

　メロは小さく溜ため息いきを零こぼすと、右手の人差し指をつつっと左右に振ふった。その軌き道どうに沿う形で、不可視の魔弾が発射される。

　その先には何もない。一見して無駄打ちの弾たまがふたつ、それぞれ反対方向に進み――、

「それじゃ意味ないじゃん」

　直後。その軌道の先に現れた二人の白装束が、またしても攻撃に吹き飛ばされる。転移するよりも先に放たれていた攻撃が、まるで吸い込まれるように直ちよく撃げきした。

　それも当然。いくら瞬間移動が可能でも、あらかじめ現れる場所がわかっていれば意味などない。せっかくの転移魔術も、使いこなせているとは言えない有様だ。

　仕込みトリツクの割れた手品マジツクは価値を消失する。

　確かに転移魔術は脅きよう威いだ。どこにだって移動できるし、何より空間から消えている間は攻撃を当てることさえできない。完全に無敵。一見して隙すきはなかった。

　けれど、消えている間は向こうも攻撃できないのだ。できたらやっているのだから。

　なら現れる場所さえ読むことができれば、その時点で的も同然。

　その意味で、この集団は転移の使い方が下手だった。

　転移により一瞬で相手を包囲し、魔術の一いつ斉せい射しや撃げきによる飽ほう和わ攻こう撃げきで確実に落とす――なるほど理に適かなっている。わかっていても、その形に持ち込まれては回かい避ひが難しい。

　けれど彼らは、その戦法しか使わなかった。

　一度破られた時点で、二度目が通じるはずもないのに。まるで思考を止めているかのように、彼らはただ機械的にメロを包囲することしかしなかった。そんなものは通じない。

　――そして、さらに仮説。

　今ので気がついた。これは、転移魔術ではない。

　転移に似た効果を発揮するだけの、別の魔術ではないだろうか。

　メロがふたりを撃げき墜ついした瞬間、目の前に魔術師が現れる。同時に放たれる攻撃を、メロは魔力で防ぼう壁へきを作り出して防ぐ。半はん透とう明めいの球体が全身を包み、攻撃を完全に遮しや断だんする。

　メロほどの魔力があれば、この程度の魔ま術じゆつ攻こう撃げきは真正面からでも防ぼう御ぎよできた。

　攻撃が終わった瞬間に防壁を破は棄きし、メロはあえて距きよ離りを取るように走り出した。本来なら逃げる必要もない。今の一瞬で決着をつけることもできた。メロとこの襲撃者とでは、魔術をひとつ成立させるためにかかる時間が違いすぎる。

　それでも逃げるように走り出したメロを、残る三人はまたしても転移で追ってきた。

　走るメロを一瞬で追おい抜ぬくように、白装束がメロの前に回る。その動きが手に取るようにわかっていたメロは、だから寸前で唐とう突とつに進む方向を変へん更こうした。

　たったそれだけで、白装束はメロの動きについてこられない。

「……やっぱり、だね」

　それを見て確信する。やはり、これは転移魔術――瞬間移動ではない。

　消えてから再び現れるまでに時間的空白タイムラグがある以上、瞬間などとは呼べないだろう。

　立ち止まってから振り返かえり、答えは期待せずメロは言った。

「転移じゃない。空間に見えない道を作って、ただそこを通ってるだけなんだね。だから目に見えないんだ」

　――そもそも空間転移とはどんな魔術か。

　これは当然、離はなれた場所まで距離を無視して一瞬で移動する魔術のことだろう。だが距離を無視して移動するだけの魔術ならば、ほかにもいくつか存在している。メロがタラスからオーステリアに戻るときも魔ま術じゆつ的てきな道を作ることで、本来ならあり得ない速度を発揮したのだ。異なるふたつの間に繋がりを作り、影えい響きようを及およぼすのは魔術の基き礎そである。

　――その程度の術式を、空間魔術とは断じて呼ばない。

　空間の概がい念ねんに干渉するということは、すなわち時間の概念に干渉するということと同義だ。転移で重要なのは《離れた場所に》移動することではない。《一瞬で》移動するということのほうだ。

　言いい換かえれば、その移動に時間を消費していてはならない。

　翻ひるがえって、彼らの行動はどうだったか。

　最初の攻こう防ぼうで、メロは彼らが《消える》瞬間を視し認にんしてから、《現れる》前に回避行動を成功させた。それが可能だったということは、つまり《消える》行こう為いと《現れる》行為の間に、わずかながら時間的な喪失ロスがあったということになる。

　実際に、空間に干渉する魔術ではあったのだろう。でなければ、メロさえ察知できないほどの静かさで消えたことの説明がつかない。

　だがそれは、移動ではあっても転移ではない。言うなれば《疑ぎ似じ転移》という程度だ。

　そして移動であるならば、通過するための道が必ず存在する。

　メロが見み極きわめたのは、魔具によって作られた、目には見えない魔力の道だ。魔術師ならば、魔力を察知できない道理はない。そして出口さえわかってしまえば、あとはその場所で待っていればいい。――それだけのことだった。

　疑似的な転移に目が慣れたメロは、魔力による空間の揺ゆらぎを感覚的に読み取る能力を手に入れていた。もはや彼女に、この疑似転移術式は一切通用しない。

「時間は無視できなくても、ある程度の距離なら無視できる。それは結果論的に時間の短縮と同じだからね……なるほど。《喪失魔術ロストロジツク》の再現として考えるなら、これもそう馬ば鹿かにしたものじゃないのかも」

　呟きながら、振り向むきざまにメロは魔術を励れい起きする。元より単純な魔術の起動速度を問うならば、メロに勝まさる魔術師などそうはいない。

　メロにとって、自己の認識は世界に優先されて当たり前のものだった。

　魔術を使うこと程度、呼吸となんら変わりない。

「さて――どうしたもんかな」

　呟きながらメロは片かた腕うでを横薙なぎに振るう。その軌道が拡張されるように、半円状の波が広がった。大気の波に大した威い力りよくはないが、込められた魔力は魔術の成立を阻そ害がいする。

　たったそれだけで、襲撃者たちは転移の指環を扱えなくなった。

　周囲の空間へ広がっていくメロの強大な魔力が、他者の魔力による影響を邪じや魔ましたからだ。

「倒すだけなら簡単なんだけど……なんかこう、乗せられてるような気がするんだよね」

　先ほど調べた限りにおいて、彼らを気絶させてしまうと、転移の指環は同時に崩ほう壊かいしてしまう。けれど、このままでは単にメロが足止めされたというだけだ。

　それを勝利とメロは呼ばない。何かしらの収しゆう穫かくでもなければ、ただの襲われ損だった。

「……貰もらうか、その指環」

　しばし考えて、メロはそれを目標に定めた。襲ってきた連中はこの指輪をメロに渡わたさないようにしているのだから、それを奪うばうことができれば勝ちと言えるだろう。

　何かの役に立つかもしれない。たとえ立たなくても、売り捌さばけばかなりの額になる。

　――つまりアスタへの借金が返せる。

「とはいえ……だ」

　どうするか。少しだけ考え込んだ。

　疑似転移を封ふう印いんされ、襲撃者たちは攻せめあぐねている様子だった。今ならこちらが先手を取れる。そう考え、そうなったときメロの行動は速かった。

「――うん。そうだな、いいこと思いついちゃった」

　呟いたメロは周囲を見み渡わたし、足元に落ちていた小石をひとつ拾い上げる。

　そして、それを思いっ切り振り被かぶると――勢いよく前に投とう擲てきした。

　小柄なメロとはいえ、魔力で強化された身体能力は常人を遥はるかに上回る。凄すさまじいまでの速度で飛んでいく小石を、襲撃者のひとりは視線で追っていた。

　微び妙みように、その軌道はずれている。狙ねらいを外したのか、棒立ちなら顔の横を通とおり抜けるが、直撃することはないだろう。だから、その小石から意識を離し、再び前方へ視線を戻す。

　一瞬だった。目を離したのは、ほんの刹那の間でしかない。

　にもかかわらず次の瞬間――メロは、視界から姿を消していた。

「ほら――できた」

　声は、背後から聞こえた。その瞬間に何かが右みぎ腕うでに触れる。

　それがメロ＝メテオヴェルヌの声で、それが天災の腕であることに気づいた襲撃者は、反射的に魔術を起動する。だが、そんな抵てい抗こうは致ち命めい的てきに遅おそかった。

　意識は――そこで永遠に断絶する。

　襲撃者の背後を取ったメロは、彼を気絶させるや否や言った。

「駄だ目めだったかー」

　彼女は今、襲撃者の背後まで移動していた。もしもこの光景を見る者があれば、彼女の埒らち外がいさに恐きよう怖ふさえ覚えたことだろう。

　――メロは、たった今見たばかりの《疑似転移魔術》を、独力だけで再現したのだ。

　小石を投擲したのは、いわば魔術を補助する儀式だ。飛礫つぶての描えがいた軌き跡せきを道に見立て、魔力の通り道をイメージの上に再現する。あとは、魔術でそれを追えばいい。

　たったそれだけで、メロは魔術を自己流に完成させた。即興魔術師マジツクメイカーの所以ゆえんである。

　だが、

「んー。まさか、あたしが触れるだけで壊れるとは思わなかったな」

　人間が、ではない。これは指環の話だ。

　持ち主の意識と連動しているのなら、意識がある状態で奪えばいい。当たり前の思考で、だからその程度のことは、指環に魔術をかけた者も想定していたということだ。

　おそらく持ち主以外が触れた瞬間に、指環が自じ壊かいするような魔術が組み込まれている。魔術をかけた者は、どうしても指環を奪われたくないらしい。

　――当然。それを為なした術者は、襲撃者の中にいない。

　発動条件の設定など、白装束たち程度の魔術師が扱えるレベルじゃないからだ。誰かが指環に魔術をかけて、それを渡した。この連中は、その誰かの命令でここに来ている。

　では誰の指示なのか。それを目の前の連中に訊たずねる意味は――おそらくないだろう。

　しかし、触さわった瞬間に駄目となると、もうほかに試ためせる手段がない。手て袋ぶくろを嵌めればいいという程度の問題ではないはずだ。

　最後に残った手段というと、

「もう、かけられた術式を強ごう引いんに書かき換えるくらいしかない、かなっ！」

　叫さけぶなり、またメロは疑似転移を起動する。一度で慣れたメロは、もう石を投げる儀式すら必要としなかった。あっさりと白装束の背後を取り、

「――あ。駄目だこれ無理」

　そしてあっさりと諦あきらめて、狙ったひとりを昏倒させる。

　指環にかけられていた魔術は、思っていたよりずっと術式の強度が高かった。外せないとまでは言わないが、それには少しばかり時間を要する。いくらメロでも、その隙に疑似転移で反はん撃げきされては攻撃を受ける可能性があった。

「……むぅ、参ったな。アスタならできたかもしれないけど……」

　指環を強ごう奪だつする方法が思おもい浮うかばない。試せる方法はいくつか浮かぶが、残る襲撃者はあとひとり。もう諦めて、さっさと戦いを終えてしまおうか。

　七人中六人までが敗北して、それでも残るひとりは逃げる素そ振ぶりを見せなかった。その無機質な表情には、わずかな動揺さえ見て取ることができない。

　まるで操あやつられるがままに動く人形だ。その様子がいちばん不可解だった。

　魔術で洗脳され、誰かに操られている――というわけではないとメロは判断する。白装束たちは一応、咄とつ嗟さの対応を自己で判断している様子があった。そもそも、魔力に抵抗のある魔術師を操るほどの精神干渉は難易度が高い。不可能と言ってもいいほどに。

　ただ、その割にひとつの目標に対して機械的な行動ばかりしているのが気にかかる。それも全員が揃ってだ。

　姿形の違う、けれど同じ人間を七人、相手にしているような違い和わ感かんがあった。

　そのレベルの精神干渉系魔術を扱える人間が背後にいるのか、それとも何か別の理由があるのか。――結局、メロはその判別を諦めた。考えてもわかりそうにない。

　そして同時に、指環の強奪も諦める。

　こうしてメロを迷わせて、長い時間足止めするのが相手の目的なのかもしれない。そもそもその《相手》が誰かもわからないのに、時間を費やすのは馬鹿らしかった。

「なんだかな。……あんまり、勝った気がしないや」

　そう呟きながら、メロは片手を上げ、最後のひとりに照準を合わせる。

　それと同時。もう通じないことはわかっているはずなのに、白装束が指環を起動しようとする。その様子をつまらなそうに眺ながめながら、メロは魔弾を発射する――、

「――――!!」

　寸前。その魔術を咄嗟に放ほう棄きした。

　代わりに起動した魔術は、先ほど失敗した指環の防護の上書きだ。開いた右手を前に突つき出し、その手首を左手で握にぎって、ゆっくりと小指から拳こぶしを握っていく。

　その手が完全に閉じられると同時。魔術の上書きが完成した。

　最後のひとりが、くずおれるみたいに倒れ伏ふした。そこに歩み寄ると、メロは嵌められていた指環を手から抜き取とる。――今度は、自壊することもない。

　視線は指環へ落としたまま、メロは小さく口にする。

「ん、ありがと。お陰かげで上う手まくいったよ」

「――いや。本当は、手を出すつもりなんてなかったんだけどね」

　返答があった。その方向に視線をやると、城門のほうから男がひとり、ゆっくりと歩いてくるのが見える。

　知っている顔だ。名前も聞いたばかりである。アスタの学友であるらしく、学院で迷っていたメロをセルエの研究室まで案内してくれていた。

「気づいてたんなら、助けてくれてもよかったんじゃない？　か弱い女の子が襲われてたんだよ？」

「――いや、僕ぼくもたまたま通りかかっただけだからさ。それに、かの《天災》に手助けがいるとも思えなかったしね。いやはや、お見事」

「……えーと。ウェリウス、だったっけ」

　訊ねたメロに、金きん髪ぱつ碧へき眼がんの美び丈じよう夫ふは優ゆう雅がな笑みを見せ、両りよう腕うでを広げて頷うなずく。

「ああ。名前を憶おぼえていてもらえたなんて、光栄だなあ」

　どこか演技じみた大おお仰ぎような動作も、彼が貴族であることを鑑みれば不自然というほどではない。むしろ整った容姿も相まって、実に様になって見えた。

　メロもまた軽く肩かたを竦すくめ、笑みを見せて彼に告げる。

「さっき会ったばっかりじゃん。ありがとね、セル姉ねえんトコまで案内してくれて」

「それくらいならなんでもないよ。これから学友になるわけだしね、困っているなら力になるさ。同じ学院で学ぶ、よしみってやつかな」

「それじゃ、今もあたしを助けてくれたってわけなんだ。よくわかったね、あたしがやろうとしてたこと」

「余計な真ま似ねだったかもしれないけどね」

　言いながら、ウェリウスは笑みを深くする。便利な表情だ、とメロもまた笑みの裏で考えていた。固定された表情は、秘められた感情を覆い隠してしまう仮面だから。

　別段、何か驚くことをされたわけじゃない。ウェリウスは魔術さえ使ってなかった。

　彼は単純に、白装束へ魔力をぶつけただけに過ぎない。術者の意志が反映された魔術ではなく、無む色しよく透とう明めいのエネルギーの塊かたまり――誰のモノでもない純じゆん粋すいな魔力を。

　それは、いわば空気のようなものだ。どこにでもありふれていて、だからこそ、魔術の発動条件を満たさない。だって、それはいつだって身の周りに存在するものだから。

　自らの魔力を、ウェリウスは自らのモノではないかのように偽ぎ装そうしたのだ。メロが行ったものより高度な、魔力による術式の妨害ジヤミングだった。自じ我がの強すぎるメロに、同じ行為は不可能だったろう。本来なら、そんな行為に意味はないから。

　――まあ。それは、いい。

　どうあれ彼の足止めによって、メロが指環に介かい入にゆうする時間を稼かせげたのは事実だ。
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　ただメロには、もうひとつ気にかかっていることがあった。

　いったい、ウェリウスはいつからこの場にいたのか、ということだ。

　最初から、というわけではないと思う。だが彼は、少なくともしばらくは手を出さずに見ていたことを初めから認めている。《手を出すつもりはなかった》と言ったのだから。

　見られていた。少し前から。

　――そのことに、メロは寸前まで気づくことさえできなかったというのに。

「それで、ウェリウスはどうしてここに？　別れたのは学院でだったと思うけど」

「いや、実は散歩が趣しゆ味みでね。街の中を歩いてたら、外から大きな魔力を感じたからさ。それで気になって来てみたってわけ。偶ぐう然ぜんだよ」

「…………へえ」嘘うそではない。

　と、このときメロはそう判断した。根こん拠きよがあるわけではなく、それはやはり彼女の動物的な直感が出した答えだったが、そんな自分の感覚をメロは信しん頼らいしている。ウェリウスのほうにだって、嘘をつく理由はない――はずだ。少なくとも、今のところは。

　だから、結界の張られた街の中から外の魔力を感知したという驚くべき事実には、ひとまず目を瞑つぶる。それが、明らかに学生などという言葉の範はん疇ちゆうを超こえた能力だとしても。

「……そういえば、ウェリウスは元素魔術師なんだっけ。なるほど、気づけないわけだ」

　参った、とばかりに両手を上げるメロ。だが、その言葉に驚いたのは青年のほうだ。

「驚いたな……気づいたんだ。僕が、何をしてたのか」

「どうしてしてたのか、は訊きかないでおいてあげる。魔術師なら、どんなに意味がないことだって、とりあえず意味深に振る舞まったりするからね」

「つまり、意味なんてなかったことには、気がついてるわけだ」

　――降参するのはこっちだね、とウェリウスも諸もろ手てを挙げて小さく笑った。

　そう。この場にウェリウスが訪おとずれたのは、本当に偶然だったのだ。

　城壁の近くを偶然に歩いていたから、外の魔力に気がついた。その前に一度会っていたから、魔力の持ち主がメロで、誰かと戦っていることにも気づいた。だから駆けつけた。

　たとえウェリウスの高い感知能力がなければ成立し得ない偶然だったとしても、それが偶然であることに違いはない。

　――問題は、その偶然を呼び寄せたのは誰なのか、という点であり。その答えを持つ者は、少なくともこの場にいなかった。

　ただ、メロはここで知った。知ってしまった。

　オーステリア学院には、それほどまでに高い実力を持つ魔術師がいるということを。

「ふぅん……アスタが学院に来たのも、あながち酔すい狂きようってわけじゃないみたいだね」

　愉快げにメロは笑う。それから彼女はウェリウスに向き直ると、

「……それはそれとして、気づいた？　倒れてる連中のコト」

「うん」とウェリウスは頷く。「まるで死んでるみたいだね」

「というか、正確には中身がなくなってるって感じかな。最初から変だとは思ってたけどさ……これは、どうも早めに戻ったほうがいいみたいだ」

「ああ。アスタたちは迷宮にいるんだっけ。なんだか厄やつ介かいごとみたいだけど」

「アスタはいつもそんな感じだよ。あ、悪いんだけど、後始末を任せちゃっていい？」

「えぇ、それは面倒だなあ」

「あはは。ま、セル姉にでも伝えといてくれればいいよ」

「……まあ、いいけど。君は？」

「もちろん」と、メロは笑った。「間に合わなくなる前に、早く戻るに決まって――」

　と。そこまで言いかけたところで、彼女はふと手元に視線を落とす。

　正確には、その手に握っている小さな指環だ。それを見て、少女は悪戯いたずらっぽく笑った。

「――いいこと思いついちゃっ、たっ！」

　まるで新しい玩具おもちやを手に入れた子どものようだと、ウェリウスは思った。
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「――とまあ、そんな感じの顛末だったわけさー」

　軽く肩を竦めて笑うメロに、俺おれは思わずこめかみを押さえた。

　タラス迷めい宮きゆう内部。《七曜教団》の《木星》を名乗る謎なぞの男、アルベル＝ボルドゥックの襲しゆう撃げきを、メロの力を借りて追い払はらった俺は今、迷宮を奥おくへと進んでいる。

　先に進んだシャルやフェオ、そしてピトスやシルヴィアたちと合流するために。

「まさか指環の術式を見るだけで、転移魔術もどきを再現するとはね……さすがだよ」

「そのあとも改良したからねー。一層ずつ迷宮を降りてくんじゃ遅いと思ったし、道さえ通せばすり抜けることもできそうだったから。我ながら冴さえてたよ」

　簡単に宣のたまってくれるメロだったが、それがどれほど凄まじい所業なのかは言うまでもないだろう。

　魔術とは、長い歴史の中で体系化されてきた技術であるからこそ、学習して学ぶことができるのだ。なんのノウハウもなしに、自らの手で零ゼロから新しい術式を生み出だす行為は、単純に新しい魔術を憶おぼえるということとは根本的に次元を異にしている。

　世界にただひとりの即興魔術師マジツクメイカー――《天災》は、七しち星せいが解散した今も健在だった。

「……にしても、どうしてここがわかったんだ？　まさか偶然とは言わないだろ？」

　肉体の調子を確かく認にんしながら、俺は問う。

　走ること自体に問題はなかった。魔術の反動による負傷は、単純に外傷を負うこととは微妙に違う。口から血を吐はきながらも、行動に支障がないのはその辺りが理由だ。

　問題は、どちらかといえば魔力のほうだった。残りが心こころ許もとない。

「やだなあ、あたしとアスタの仲じゃん。いる場所くらいわかるってー」

　問うた俺に対し、メロはなぜかしなを作って不気味に返す。答えになっていない。

　こういう彼かの女じよの反応は、何かを誤ご魔ま化かそうとしているときのものだった。ここまで来た方法はわかっても、この場所がわかった理由のほうは謎のままである。

　俺は視線で先を促うながした。そんな俺からメロは目を逸そらし、

「……愛のマーキング、みたいな？」

「お前……」その言葉で悟さとった。「俺の身体に魔術をかけてたのか」

　正確には魔術というより、自分の魔力を俺の身体につけてあったということだろう。魔力の質は個人によって微妙に異なる。メロならば、気づかれないように魔力で目印をつけ、それを辿って俺のところに辿り着くくらいは造作もないだろう。

「……まあ、助けられておいて文句は言えないか」

「ちゃんと感謝してよねー？」

「してるよ。来てくれて助かった」

「えへへへへ……どういたしましてー」

　ふにゃりと笑うメロ。楽しそうで何よりだった。

　ともあれ、ここでメロという戦力を確保できたのは大きい。想定よりずっと早かった。

　切れる札には限りがあり、窮きゆう地ちだからといって全すべてを消費してしまっては、そのあとに続かない。かといって出し惜おしんで死ぬのは間ま抜ぬけであり、その線引きは難しいものだ。

　戦力がひとつ増えるということは、その分以上に負担を減らすのだ。

　こう言ってはなんだが、今でも俺はある程度までの魔ま物もの、魔ま術じゆつ師しが相手ならば負けない自信を持っている。元より俺は、そういう戦い方をしてきたから。

　だが、それは一戦二戦に限っての話だ。魔力には限りがあり、ただでさえ出力に制限を受けている俺は、それを破るために魔力を無駄に消費しすぎている。単純な魔力量ならば七星内でも多いほうだったが、肉体への反動もあって、持久力は確実に衰おとろえている。

　かつて迷宮で受けた呪いは、次し第だいにその強さを増しながら、確実に俺を蝕むしばんでいた。真綿で首を絞しめられるように――呪のろいは、俺を喰くい殺そうと進行し続けている。

　何より、あの男が想像以上に強すぎた。

　――アルベル＝ボルドゥック。

　冒ぼう険けん者しやとして名前が売れていれば、俺が知らないということはないと思う。だが知らない名前にしては、その実力が高すぎた。

　偽ぎ名めいではないだろう。そういう男じゃなかった。

　あの実力で犯罪に関かかわっているなら、賞金首ブラツクリストの魔術師だと思っていいはずなのだが。

「メロ、《七曜教団》って聞いたことあるか？」

「んにゃ？　ないと思うけど」

「そうか……」

　今も現げん役えきの冒険者であるメロが知らないとなれば、完全にアンダーグラウンドで暗あん躍やくする魔術師ということになる。宗教家を名乗る割に、布教のひとつもしていないというのはいささか不可解だが、この辺りはもう考えても仕方がない。

　問題は、連中が《銀色鼠シルバーラツト》を――ひいては七星旅団セブンスターズを狙う理由のほうだ。

　ただの暗殺が目的ではない。そうだと見做すには遠回りが過ぎる。

　連中の狙いがシルヴィアだということは、ひとまずわかった。だがこの場合、俺たちが関わったのは偶然だと考えるべきか……あるいは、それとも。

「……メロ。ここに降りてきた魔ま術じゆつはまだ使えるのか？」

「ん？　ああ、疑似転移ね。使えるよー」

　メロにとって、魔術は玩具のようなものだ。ひと通り遊んだ術式は、興味をなくして使い方を忘れてしまう。天災は、興味を失ったものに脳の容量キヤパシテイを割さけないらしい。

　いろんな意味で極きよく端たんというか、バランスの悪い奴やつなのだ。

　それでも当人が困らないのは、必要になったらまた新しい魔術を編み出してしまうから。たとえ術式を忘れても、培つちかった経験まではなくならないというわけだ。

「まあ、憶えてるならそれでいいんだ。早く追いつきたいし、それで下まで運んでくれ」

「ん、わかった。――ほいさっ」

　頷くと、メロが掌をすっと下に向けた。

　瞬間、その掌から光が放たれ、迷宮の床ゆかに円を描く。

「――ぐあ、やっぱり魔ま力りよくかなり喰われるなあ、これ……燃費が悪すぎるや」

　呻うめくメロだが、無理もあるまい。疑似的にとはいえ、単独で空間魔術の再現が可能だという時点でおかしいのだから。いくらメロでも、多大な魔力と集中力が不可欠だろう。

「……いったいどういう原理なんだ、これ？」

「道を通してるだけだからね、厳密には空間干渉じゃないんだけど。魔力ごり押おしで入口と出口を繋つないで、《道がある》なら《通れる》、って結果を呼んでくる概がい念ねん魔ま術じゆつって感じ。疑似転移っちゅーか、副次的な意味で結界抜けのほうが主体かな。結果論だけど」

「充じゆう分ぶんすぎるけどな。迷宮の理り屈くつが完全にぶっ壊れてる」

　誰だれも彼かれもがこの魔術を使えれば、もはや迷宮は迷宮たり得なくなる。

　それでも、これを既き存そんの魔術理論で分類するならば、《普通魔術セレマギカ》の一種だろう。《道を繋ぐ》、すなわち《繋がりを作る》というのは、魔術における基本行為だ。

「あんまり外で使うなよ、これ。管理局から目をつけられかねない。転移系統の魔具は、持ってるだけで罪に問われるからな。まして自力で再現するとかもう……」

「いやあ、管理局はだいじょぶでしょー。……目なら、もうつけられてるから」

「あー確かに」

　いや、それを大だい丈じよう夫ぶとは言わないけれど。

「それに、どうせすぐ忘れちゃうからね――ほら行った！」

　とん、と背中を押され、メロが描き出した光の円と身体からだが重なった――その瞬間、

　――ずわぁぁぁあん――

　とでもいうような、表現しにくい奇き妙みような感覚に襲われる。

　周囲の光景が白くなり、まるで地面を失ったかのように肉体を落下の感覚が包つつむ。落ちていく肉体の速度が重力を無視して遅くなり、奇妙な浮ふ遊ゆう感とともにゆったりと和やわらいでいき、そして――。

「――うがっ!?」

　俺は、背中から地面に墜つい落らくした。痛い。が、それどころではない。

　呻いている暇ひまもなく、俺はすぐさま転がるように横へずれる。というか避ひ難なんする。

　直後、それまで俺が寝ね転ころがっていた床に、メロがすとんと軽かろやかに着地した。もし回避が間に合っていなかったら、彼女に潰つぶされていたことだろう。

「――ちっ」

　舌打ちの音。やはり狙っていたのか、こいつ。

「落とすんじゃねえよ。ていうか落ちてくるんじゃねえ」

　苦言を呈ていする俺に、悪びれもせずメロは言う。

「胸に飛び込んでいった女の子を躱かわすなんて酷くない？」

「飛とび蹴げりしてきたの間ま違ちがいだろ。潰されるところだったっつーの」

「女の子に踏ふまれたら喜ぶんじゃないの、アスタって？」

「ヒトを被虐嗜好マゾヒストみたいに言うな」

「えっ」至し極ごく真っ当な俺の突っ込みに、メロが驚おどろいたと目を見開く。「違ちがうの……？」

「いや違うっつーの。……え？　なんでそんなマジな感じで驚いてんだよ逆に」

「だってアスタ、いっつも吐と血けつしてるし」

「それ趣味とかじゃねえから！」

　なんで驚いてるんだ、こいつは。……いや本当に違うからね？

　誤魔化すように立ち上がって、外套ローブについた汚よごれを払いながら俺は言う。

「ったく……まあいい。こんな感じで一層ずつ捜さがしていくぞ。そこまで先には行ってないはずだから、すぐ追いつくだろ」

「いいけどさ、捜すのはアスタがやってよ？　さっきも言ったけど、これかなり魔力取られるからさ」

「わかってるよ。……俺もあんまり余力ないんだけど」

　七星における役割分担の中で、俺はもっぱら探知、探査系の魔術を担当していた。印刻ルーンがそれに向いているということもあったし、ほかでは役に立たなかったともいう。

　……自覚に若じやつ干かん落ち込んできたが、とりあえず人捜しは得意分野だ。

　メロと組めば、すぐにでも追いつくことだろう。





※






　逃げ込んだ先の通路で、安全を確認したと同時、彼の忍にん耐たいに限界が訪れた。

　咳せき込むと同時、鮮あざやかな赤が盛大に迷宮の床を彩いろどる。

「が――はっ、ぐぁ……っ、」

　汚きたならしい水音が、迷宮の中に響ひびいていく。

　それも生の証あかしならば、忌き避ひする理由を彼は持たない。だが同時に、それは己おのれの弱さの証明だった。出さなくてもいい手を出して、その結果がこれなのだから自じ嘲ちようせざるを得ない。

　それでも。アルベル＝ボルドゥックは、荒あれる呼吸を意志の力だけで留とどめる。そのせいで全身が軋きしむように痛みの悲鳴を上げたが、そんなことにかかずらっている暇はない。

「さすがは、七星旅団セブンスターズ……と、言うべき、かな……」

　――逃とう亡ぼうに用いた魔術は彼にとっても、容易には使えない切り札だった。

　己が隠いん蔽ぺい術式の極地――研けん鑽さんの果てに編み出した秘術。けれどその代だい償しようは大きく、アスタ＝プレイアスに負わされた傷よりも、自身の魔術の反動のほうが大きいほどだった。

　自己の魔術による反動の負傷。

　その様は偶然にも、アスタのそれと酷こく似じしている。

　腕うでの先から滴したたる血が、迷宮の床を汚していた。そしてその染しみを覆おおい隠かくすように、今度は吐き出した血けつ塊かいが床に血溜だまりを上書きしていく。

　紅あかく醜みにくい血液が、口くちの端はしで泡あわ立だつのを拭ぬぐって、アルベルは嗤わらう。

「なんて、生き汚いんだろうね……僕は」

　無様で醜しゆう悪あくな、侮ぶ蔑べつすべき人間の愚おろかさ。今の自分はその体現だ。

　けれど、それで構わない。その愚ぐ劣れつさこそが、愛すべき人間の大罪だ。生きるということは、それだけで罪科にして悪徳。ならば彼は諸手を挙げて、その無様を容よう認にんする。

　全ては理想のため。この世界を救うという目的のためなのだから。

「――珍めずらしいな。お前が、そこまで追い詰つめられるとは」

　横合いから、ふと声が聞こえた。その主を知るアルベルは、だから誰すい何かではなく、別の問いを投げかける。

「君は……こんなところで何をしている？」

「それはこっちの台詞せりふだけどな」

　アルベルの問いに、返ってきたのは皮肉気な笑いだ。それと同時に、通路の奥から姿を現す男がひとり。

　体格のいい、三十代ほどの外見をした魔術師だった。錆さびた鉄に似た色の、男にしては長めの髪かみを後ろでひとつ縛しばりに纏まとめている。鋭するどい赤金の双そう眸ぼうは、まるで餓うえた獣けものを彷ほう彿ふつとさせる獰どう猛もうな輝かがやきを秘ひめながらも、どこか怜れい悧りに過ぎていた。
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「教団最古参の《木星》ともあろう男が、ずいぶんと無様な姿じゃねえの。いくらお前でも、今の《紫し煙えん》に負けるほど弱かねえはずだが。あの記述師トリツクスターはそんなに手て強ごわいかね？」

「……想定外があっただけだ。さすがに今の僕じゃ、まだふたり同時には相手できない」

「ああ……《天災》か。へえ、ってこたぁ間に合ったのか。なんだよなんだよ、《天災》が来るってわかってたら、オレだってそっちに顔出したのになあ。もったいねえ」

「君じゃ彼女には勝てないだろう」

「馬ばっ鹿か、お前、そういう問題じゃねえんだよ。つーかオイ、《水星》の奴が足止めするっつー話だったんじゃねえのかよ。ったく、しくじりやがったな、あの女」

　錆びた鉄が軋むような声で、煽あおるように男が笑う。だが、そこには罵ば倒とうや皮肉の色など込められてはいないことを木星アルベルは知っていた。そういう人間なのだ、この男は。

　束そく縛ばくされることを何より嫌きらう彼は、決まりきっていないあらゆる自由さを歓かん迎げいする。

　誰が何をしようとも、それが本人の意志によるものなら称しよう賛さんする。

「ま、とはいえ面めん倒どうではあるわな。七星で今、いちばん自由に動けるのが奴だ。ここで何をやっていたのか――本当のとこを勘かんづかれちゃ厄介だろ。どうするつもりだ？」

「どうもこうもないよ。いずれ顔合わせはするつもりだったさ。それが少し、早くなったというだけのこと……なんの支障もない。どうせ彼らには知りようもないしね」

「欲の出しすぎだな」どこか淡たん白ぱくなアルベルに、男は笑って告げた。「だから言ったんだ、七星にはまだ手を出すべきじゃねえってな。目的を達した段階で満足すべきだった」

「君にだけは言われたくないね」アルベルは憮ぶ然ぜんと顔を顰しかめる。「《水星》から聞いたよ。――《超ちよう越えつ》に、喧けん嘩かを売りに行ったそうじゃないか。それこそ馬鹿げてる」

「――ちっ。あのお喋しやべり女め、余計なことを」

　舌打つ鉄色の男は、それでもまだ笑えみを崩くずしてはいなかった。

　アルベルはそれが気に食わない。元より彼は同志ではあっても、決して仲間ではないのだから。戦せん闘とうを、闘とう争そうを好みすぎる彼の価値観を、アルベルは認めることができない。

「七星は、生まれついての世界の異常だ。そうではない僕たちでは、まだ、彼らの運命に干かん渉しようすることはできない。だからこうしている。――違うかい？」

「それこそ、今のお前には言われたくねえけどな。《紫煙》だけに執しゆう着ちやくしすぎなんだよ」

「……かもしれないね」

　溜ため息いきを零こぼすアルベル。確かに、それは彼の言う通りだった。

　オーステリアのときも、そして今回も、彼は本来なら姿を現すべきではなかった。無用な警けい戒かいを招くだけで、暗躍していた意味がない。

　それでも姿を見せたのは――あの《紫煙》と言葉を交かわしたのは、そうしたいと考えてしまったアルベル個人のエゴであり、我わが儘ままだ。まったく関係ないはずの事態にさえ、こうして当たり前のように姿を見せる彼らの運命の強さに、我が慢まんしきれなかったというだけ。

　我を通すには、力がいる。魔術師ならば、それは当たり前の理解だ。魔術師の戦いとはすなわち我の通し合いであり、アルベルはそれに敗北した。それだけのことだった。

「さて。そのお喋り女から連れん絡らくだ」自嘲するアルベルに、男が言う。「――撤てつ収しゆうだとよ」

「…………」

「今回は失敗だ。癪しやくな話だが、あの《天災》を関わらせちまった時点でオレたちにはもうどうしようもない。それだけならまだしも、どうもそれだけじゃなさそうだからな」

「……それは、お手上げだね。確かに」

「さて。あのお方の言い回しを借りるんなら、この場合――いったい誰が運命を変えたということになるんだろうな？」

　その問いに、アルベルは答えない。ただ小さく首を振ふり、別のことを言った。

「いずれにせよ――彼らに死なれるのも、それはそれで困るわけだからね。機会なら、これから先にまだあるさ」

　まだだ。まだ、七星旅団セブンスターズの連中に死なれるのは困る。少なくとも全ぜん滅めつされるわけにはいかない。可能ならひとりふたりは減ってもらったほうが都合はいいが、そう上手くもいかないのが現状だった。もちろん、アルベルだってまだ死ぬわけにはいかない。

　死ぬのなら。殺すのなら。

　それは――世界のためでなければならない。

「……それで、君は？」アルベルは話題を変えるように言う。「前回に続いて、君はほとんど何もしてないだろう。長く暴れずにいられるほど、大人しい性格じゃないと思うけど」

「おいおい、ヒトを戦せん闘とう狂きようみたいに言うんじゃねえよ」

「事実だろう」

「馬ば鹿か言え。オレは戦うのが好きなんじゃねえ。戦って勝つのが好きなんだ。――それに、実のところ別に何もしてないわけじゃねえしな。仕込みはさっき済ませてきたさ」

「……何かしたのか」

　訊ねるというよりは、確認するといった風ふ情ぜいでアルベルは口にする。

　わかってはいたことだ。闘争の権ごん化げであり、教団きっての戦闘狂バーサーカーであるこの男が、何もしないまま迷宮を立ち去るなんてことはあり得ない。小細工くらいはしているはずだ。

　暴れることが好きなくせに、頭を使えるのが彼の厄介なところだった。

「少し絶望を煽ってやっただけだよ」鉄てつ錆さびの男は嗤う。「オレは何もしてねえ。そこからどういう選せん択たくをするのかは、そりゃ奴ら次第だろ、そこまで干渉しねえさ。――人間は《自由》であるべきだからな。それがたとえ、どんな奴であったとしても」

「よく、言うよ……」

　――闘争こそを是ぜと笑う《火星》の分際で。

　そう、アルベルは感情の籠こもらない口調で吐き捨すてた。

　それを褒ほめ言こと葉ばと受け取って、錆びた鉄の目を持つ男は――七曜の《火星》に封ふうじられた男は――獰猛な笑みで声を上げる。

「戦いは生命いのちの源流だ。そこには一いつ切さいの善悪が介かい在ざいしねえ。ただ強いか弱いか。その原始的な違いがあるだけだからな。それを喜べなきゃもう、生きてる意味すらありゃしねえ」

「…………」

「そうだろ？　――それこそが、この世界で最上の《自由》なのさ。そうでなきゃ、こんなところまで来た意味がねえよ」

「なんだって構わないよ。僕たちがやることはひとつだけだ」

　――そうだ。

　全ては、この世界を滅ほろびから救うためなのだから――。

　そこに必要なあらゆる犠ぎ牲せいを、悲ひ嘆たんを、絶望を、アルベルは許容する。それを認めない者こそを嫌けん悪おする。世界を救うための教えは、全てに優先されねばならない。

「……ところで。ということは――彼は？」

　話を打ち切ったアルベルに、《火星》は愉ゆ悦えつの笑みを浮かべて答えを返す。

「せっかく弟で子しが来てんだ。その再会を邪じや魔まするほど、オレも野や暮ぼじゃねえさ」

「…………」

「というか、まあ。――オレが何を言ったところで、《魔ま法ほう使つかい》は動かせねえよ」

　――《魔法使いイプシシマス》。

　魔術師にとって、その称しよう号ごうが持つ意味は途と方ほうもなく大きい。

「さて、そんなわけだ。お前は先に帰ってろ。オレはちょっくら見学してくるからよ」

「……仕込みは終わったんじゃなかったのかい？」

「馬鹿言えよ」視線を細めた木星に、火星は酷こく薄はくな笑みで答える。「だからこそ、その結果まで見届けなきゃなんの意味もねえだろうが」

「趣味の悪いことだ。理解できない」

「それでいいさ。お前がお前の価値観を持つのも自由だからな。つーか、オレだって今回はお前の言い分を聞いたんだぜ？　こっちだって、多少は自由にやらせてもらう――」

　――そういう自由が許されてるから、オレは教団に入ったんだ。

　それだけ言って、七曜教団の幹部《火星》は、アルベルの前から姿を消した。





※






　――屍しかばねの山が、そこにはあった。

　血と肉と体液が撒まき散ちらされた、言葉通りの死し屍し累るい々るい。その損そん壊かいは著いちじるしく、遺体というより、もはや死という概がい念ねんが塊となって落ちているとでも表現したほうが近いくらいだ。

　数は五。中には原形を留めていないモノもあるが、おそらく五人分の男女――だったモノの、成れの果て。ここで終わった魔術師たちが、ただひとつ残した肉につ塊かいだ。

　メロの魔術でいくつかの階層を飛ばしたときだった。その層の全域に索さく敵てきの魔術をかけた俺は、それに反応する魔力を感知してこの場所までやってきた。

　予感は――来る前からあったのだ。あるいは確信が。

　俺は死体の山に近づき、驚きよう愕がくと絶望に塗ぬり固かためられた、彼らの顔を確認する。膝ひざをついて、目を逸らすことなく正面から。

　幸い、と言っていいのかはわからないが、知っている人間の死体はない。シルヴィアとピトスは、少なくともこの中にはいないようだ。もちろん、シャルとフェオも。

　それは彼女たちが生きていることを必ずしも意味しない――むしろ絶望的な状じよう況きようを予期させるに足る光景だったが、かといって希望を捨てるには早すぎる。

「――どう思う？」

　と、俺はメロにそう訊たずねた。メロはいっそ冷れい徹てつとも言える目で死体の山を見分し、

「魔物じゃないね、ていうか魔物いないし、なぜか。……呪じゆ術じゆつ、かな。命に楔くさびを――魂たましいに時限爆ばく弾だんを仕込まれてたんだと思う。戦って死んだわけじゃないだろうね」

「まあ……だろうな」

　同感だった。魔物に殺された場合、人間の死体は遺のこらない。――喰われるから。

　遺体の数から考えるに、おそらく《銀色鼠シルバーラツト》の攻こう略りやく部隊のメンバーだろう。死体の脇わきに転がる武器は、俺たちがここまで運んできた、エイラ謹きん製せいの銀ぎん剣けんだった。

　静かに黙もく祷とうだけを捧ささげ、俺は立ち上がってメロを振り返かえる。

「このレベルの呪術を気づかれずに打ち込むのは難しい。たぶん、騙だまされたな。補助魔術とでも言われて受け入れたんだろう。……教団が関わってたんだ」

「……《銀色鼠シルバーラツト》ってとこのメンバーなんじゃないの？」

「フェオから聞いたんだけど、今回の攻略パーティは、ほとんどが新参の魔術師らしい。そうでもなければ《銀色鼠シルバーラツト》には、タラスに潜もぐれるだけの冒険者がいなかったんだろう」

「なるほど。そりゃ確かに怪あやしいね。ていうか、おかしい」

「下手人は……ガストだろうな」

　小さく呟つぶやく。シルヴィアは、少なくとも本当にこの迷宮を突とつ破ぱするつもりだったはずだ。あれほど膨ふくらんだ規模のクランを運営するには、どうしても実績が必要になる。

　そしてもうひとつ、彼女が今回の迷めい宮きゆう攻こう略りやくに踏み切きった理由に、大きく寄き与よする要因。

　それはガストが持ってきたという、転移の術式が刻まれた指ゆび環わ型の魔ま具ぐだろう。メロを襲おそった白装束の集団も、同じものを持っていたという話だ。それを持ってきたガストを疑わない理由はない。彼ならば、《銀色鼠シルバーラツト》の行動指針に大きな影えい響きよう力りよくがあるはずだ。

　外来から魔術師を呼び寄せたのは、助ける者のない状況にシルヴィアを誘さそい出すため。そう考えれば得心がいく。

　ガスト＝レイヴは、七曜教団と繋がりがあったのだ。

「…………」だが、やはりどこか引っかかる。

　本当にそれだけなのか、という疑念が脳のう裏りにこびりついて離はなれない。

「先に行ったシャルたちは、この道を通らなかったのか――？」

　ふと口をついて出た疑問。受けるようにメロが淡たん々たんと告げる。

「あるいは、通ったあとで殺されたか、だね」

「……ピトスがいたんだ。そう簡単に殺されないとは思うんだが」

　メロの言葉に頷いて、それから疑問した。

　そういえば。――なぜ、ピトスが呼ばれたんだ？

　彼女は治ち癒ゆ魔ま術じゆつ師しだ。そうでなくとも魔術師として高い実力を持っている。それこそピトスひとりの存在だけで、シルヴィアの生存率が大きく跳はね上あがるほどに。

　ここで死んでいる魔術師たちは、ふたりを襲って反はん撃げきに殺されたわけではない。死に方からそれがわかる。彼らは教団に呼ばれた魔術師で――役目が済んだから切られたのだ。

「七曜教団とかいうのは、この迷宮の中でシルヴィアを殺そうとしていた。ガストはその計画の手伝いをした。そこまではいいだろう。なら――何がおかしい？」

　呟くように口にする。答えを待っているわけじゃない。それは呼んでくるものだ。

　そう。ピトスは、ガストではなくシルヴィアが呼んできたと見るのはどうか。ガストがどの程度までクランの方針に口を出せるのかはわからないが、シルヴィアの意志全てを捻ねじ曲まげられるとまではいくまい。団長は、あくまでもシルヴィアのほうなのだから。

　ピトスの存在は、ガストにはどうすることもできなかったイレギュラーと見るべきか。

　ならば連中の目的はもう、頓とん挫ざしてしまったと考えていいのだろうか。

「――――――――」

　俺は口を閉ざした。今は口ではなく、脳を回すべきときだから。

　隣となりではメロが、これまた無言で俺を見ている。

　気心を知り合いすぎているから、こういうとき何を言わずとも通じ合ってしまう。一度考え込んだ俺を、メロは決して邪魔しない。それを喜んでいいのか、悲しんでいいのか、わからないので俺は忘れる。忘れて、ただ思考だけを回転させる。

　それから、小さく口を開いた。

「……奴らの目的は、シルヴィアを殺すことだと言っていたな」

「みたいだね。直接聞いたわけじゃないけど」

　呟きのような俺の言葉に、メロが小さく返事をした。

　無言を求めれば黙だまり、返答を求めれば口を開く――勝手な俺に、なんだかんだでメロは付き合ってくれる。俺も俺で、それなりに彼女を振り回まわしているのかも……いやない。

「……そだね、理由のほうから考えたほうがいいのかもしれない。ただ殺すだけなら、迷宮に呼んでくる必要なんてないんだから。犯罪の証しよう拠こが残らないから、って考えられなくもないけど、そんなこと気にするような連中じゃないでしょ、アレは」

「迷宮の中でなければならなかった理由……か」

　辺りを見回す。ここに来るまでの間、俺たちは一体の魔物にも遭そう遇ぐうしなかった。教団の連中が迷宮の内部に結界を張って――いや、迷宮そのものを結界化したからだ。

　ある程度を過ぎた段階から、迷宮の壁かべは石材からコンクリートのような灰色に変わった。

　迷宮そのものを、ひとつの拠きよ点てんとして支配する。普ふ通つうに考えれば不可能だが、こうして現実に行われている以上、常識は無視しよう。……だとしても労力がかかりすぎる。

　なぜ迷宮の内部であることに固こ執しつしたのか。

　――その場所が、迷宮であるという事実自体が不可欠だったから、だ。

　なぜ迷宮だ。そもそも迷宮とはなんだ。

　古代の魔術師の工こう房ぼう、それはそうだろう。だが、それだけが全てではない。

　オーステリアを思い出せ。今さらこの事件が、先日の一件と無関係だとは思えない。

　あの場所にも、そしてここにも、七曜教団を名乗る男がいたことは酷ひどく暗示的だ。俺たちが遭遇したこと自体は偶然――アルベルの言葉を借りるなら《運命》――だとしても、奴らがここにいたこと自体は別の話だ。

　迷宮には何がある。何がいる？　――本来なら当然、迷宮には魔物がいるはずだ。

　その魔物を集め、掛かけ合あわせることで、連中は合成獣キメラを創つくり出した。俺たちが遭遇した不死鳥フエニツクスも、レヴィとウェリウスが倒たおしたという鬼種オウガも、その両方が合成獣キメラだった。

　――それが、そもそもおかしい。

　二種類以上の生命を掛け合わせて創るのが合成獣キメラだ。その姿は普通、元となった生命の形を混ぜたような異形になる。鳥にもヒトにもならないはずだ。

　つまり、形を変えられている。それが神しん獣じゆうを模しているということは、すなわち彼らは初めから神獣を創ろうとしていたということ。だから奴らにとって失敗作だったのだ。

　神獣。あるいは幻げん獣じゆう。神なる魔ま獣じゆう。幻げん想そうの領域に住まう神秘の頂点。――神。

　では神を降ろすのに必要なものとは何か。そうだ、魔術師の行こう為いには全て意味がある。それが魔術に通じるのならば――ひと纏めにして《儀ぎ式しき》と呼ぶ。詠えい唱しようから動作、陣じん地ちの製作、文字を刻むことまで、世界を騙すために必要な行為は全て儀式だ。

　ならば――神を呼び降ろすための儀式といえば。

「なあ、メロ。――シルヴィアって、処女かな？」

　訊ねたその瞬しゆん間かんに、メロに思いっ切り距きよ離りを取られた。ドン引きの表情だった。

「ごめん待って違うんだ誤解」

「……そっか。溜たまってるんだね」

「待ってやめて話聞いて。違うから、そんな慈いつくしむような表情で俺を見るな！」

「か、帰ったらあたしが慰なぐさめてあげるのも吝やぶさかじゃないよ？　たださすがに今この場でってのはちょっと――恥はずかしいっていうかそれどころじゃないっていうか、ね？」

「お願い待ってストップ、本当に違うから!!　覚かく悟ごした目でこっちを見るな逆に怖こええ!?」

「ほら、さすがのあたしも心の準備的なものがね？　いるから、うん。状況も考えよ？」

「だーから違ちげえっつってんだろ!!」

　というかこの女、わかっていて俺をからかっていやがる。

　状況を考えてほしいのはこちらのほうだ。

「要するに！」咳せき払ばらいし、気を取り直して俺は言った。「シルヴィアは、生いけ贄にえに選ばれたんじゃないかと思って」

「人柱ってことだよね。神を呼ぶには供く物もつがいる。まあ理屈には沿ってるけど、うーん、どうだろ。微び妙みよう」

　俺の推理に、メロは軽い態度で答えた。まあ確かに根こん拠きよは薄うすかったか。

「ただ、いずれにせよなんらかの儀式的な《代償》に選ばれたってのはいい線だと思うよ。若くて実力のある魔術師ってのは確かに、生贄には最適だからね。黒くろ魔ま術じゆつ的てきだけどさ」

「教団を名乗るくらいだし、連中、宗教徒なんだろ。自分たちの神様を降ろす的な感じの理屈で非道に手を染めるなんて、いかにもありそうな話だけど」

「あたしは違うと思うなー。勘だけどさ」

「あん？　そりゃなんで？」

　訊ねた俺に、メロはつまらなそうに答えた。

「――あの男、神様なんて信じてないと思う。あれは魔術師だよ。そういう目だった」

「…………」

「ま、わかんないけどね」

「……いや、そんな気がしてきたよ、俺も」

　軽く肩かたを竦すくめるメロだったが、その勘には見るべきところがあるように思える。レヴィといい、女性の勘というものはいつだって、自覚していない根拠があるものなのだから。

　いずれにせよ、俺おれたちがやるべきはシルヴィアの確保であり、ピトス、そしてシャルとフェオを連れてこの迷めい宮きゆうから脱出することだ。

　その障害になる何かがあったところで、結局のところ、打破してしまえばそれでいい。

「……四人を捜す。できればやりたくなかったけどな」

　言って、俺はルーンを地面に描かき出した。その様子にメロが首を傾かしげる。

「何してんの？」

「探査だよ。シャルたちがどこに行ったか捜す」

「ここから？　迷宮の全域、全て探査するってこと？」

「まさか。意味ないだろ」俺はかぶりを振った。「――ここから下だけで充分だ」

「…………」

　言葉に、メロがきょとんと目を見開く。

　珍しくも彼女を驚かせる側に回れたことに、ちょっとだけ俺は気をよくした。まったく安いことこの上ないが、俺も魔術師であるからして。たまには誰かを驚かせたい。

「……別の層まで探査範はん囲いを広げるなんてこと、前はできなかったよね」

　迷宮は、それだけでひとつの結界だ。階層ごとに瘴しよう気きの濃のう度どさえ異なる歪ゆがんだ空間の全てを魔術で把は握あくするようなことができる人間は、まあほとんどいないだろう。

　数少ない取とり柄えなのだ。これくらい、自じ慢まんげに言ったって罰ばちは当たらないと思う。

「俺だって、伊達だてにオーステリアで過ごしてたわけじゃないからな。魔力はなくなっても、技術が磨みがけなくなるわけじゃない」

　嘯うそぶくように笑って、俺は印刻ルーンを起動する。

　探査にはしばらく時間がかかる。少し待たなければならない。

　もちろん、探査の範囲を広げるということは、その分だけ大量の魔力を消費しなければならないということで。魔力が体内を、魂を傷つけ、まるで獣が心臓の中でのた打ち回るかのような痛みを俺は感じていた。喉のどから迫せり上がる違い和わ感かんに、俺は無言で堪え続ける。

　と、ふとそこでメロが何かを言いかけた。

「……ていうか、さ」

「ん？」

　だが彼かの女じよはすぐにかぶりを振ると、

「やっぱり、いい」

「なんだよ、気になることがあるなら言ってくれ」

「……なら訊きくけど」

　彼女は――メロは。七星旅団セブンスターズに、最後に加入した小さな少女は。

　淡々と、それでいてどこか詰きつ問もんにも似た鋭さで、言う。

「――ここで、帰ろうとは思わないんだ？」

「…………」

「や、別にいいんだよ？　もう《銀色鼠シルバーラツト》だけの問題でもなさそうだしね。でもさ、ならもっと堂々としてればいいのに。なんか中ちゆう途と半はん端ぱじゃん。アスタはさ、何をしに下に行くわけ？　助けに行こうとしてるなら、胸張ってそう言えばいいとあたしは思うなー」

　俺は、その問いには答えなかった。答える意味を感じなかった。

　ここで逃にげ帰かえるくらいなら、初めから迷宮に入っていない――などという言葉は、この場合、メロには通用しないだろう。状況は、すでに変わっているのだから。

　確かに俺には、少なくとも《銀色鼠シルバーラツト》に対して負う責任などない。ピトスやシャルにはまだ同級生だからという理由があるが、彼女に問われているのは、それが命を懸かけるに値あたいする動機なのかという点だ。呪われている俺には、ここで逃げ帰るだけの言い訳がある。

「ま、いいんだけどね、別に。わかってたようなものだし。今さらだったかも」

　メロは言う。なんとなく俺は視線を逸そらして、

「……仕事だからな。それに、オーステリアの迷宮と合わせてこれで二度目だ。俺たちを知ってるらしい《敵》がいる以上、もう看過はできない。だろ？」

「カッコつけだねー、相変わらず」肩を竦め、メロは軽く苦く笑しようする。「姉弟だからかな。そういうトコ、やっぱ似てるよね、マイ姉と。それとも師し匠しように似たのかな」

「やめろ。それはどっちも風評被ひ害がいだ。……魔ま術じゆつ師しなんて、誰しもそういうもんだろ」

　ばつが悪くなり、俺は誤ご魔ま化かすように頭を掻かく。とはいえ、そんな心境も、ともすればメロには筒つつ抜ぬけなのだろう。

　そのことを、悪い気分だとは思わなかったけれど。





※






　――困っている人間を、無条件で助けてくれる正義の英雄ヒーロー。

　そんなモノは、いつだって物語の中だけにしか存在していないことを、シャルロット＝クリスファウストは知っている。彼女の世界はいつだって自分だけで完結していたし、それはこの先もずっと、死ぬまできっと変わらない。ヒトはひとりで生きている。

　わかりきっていることだった。彼女は確かに《魔法使いイプシシマス》の地位を――魔術師として最高の位階を目指しているが、それは決して英えい雄ゆう願望があるというわけではない。そもそも憧あこがれているわけでさえなかった。

　それ以外を、何ひとつ持っていないというだけだ。

　シャルロット＝クリスファウストの人生は、狭せまくて薄うす暗ぐらい、じめじめとした地下の一室から始まっている。

　本当に、ふと気づけばその場所にいた。魔ま術じゆつの知識や、一いつ般ぱん的てきな常識は持っていたものの、それ以外の記き憶おくを――自己という概念モノを、彼女は欠落させていた。

　いわゆる記憶喪失らしい。

　ただ、父親が三番目の魔法使い――アーサー＝クリスファウストであり、自分はその娘むすめの《シャルロット》であるという自覚だけが、そのときの彼女の自己認にん識しきだった。

　彼女が目覚めた地下室は、世界最悪の犯罪者と呼ばれたアーサーが、複数所持している隠れ家がのうちのひとつだ。彼が残した研究書の数々から、彼女はそのことを知った。

　父の研究していた魔術。それをシャルロットは読み解いた。魔術の使い方は初めからなんとなくわかっていた。おそらく記憶をなくす前から使えていたのだろう。だから、その唯ゆい一いつ自分に許された技術を磨いた。いずれ父に会うとして、失望されるのは嫌いやだったから。

　魔術には血筋が、先天的な才能が大きく関係する。

　その意味で言えば、彼女は魔術師として最高の適性を持っているはずだ。実際、父の残した魔術の多くを少女は修めることができた。だがいくら魔術を憶おぼえたところで、それだけでは決して《魔法使いイプシシマス》には至らない。

　魔術師の最高位階《魔法使いイプシシマス》の条件はただひとつ。世界でただ自分ひとりにしか扱あつかえない固有魔術オリジナルを会え得とくすることだ。

　たとえば、《時間の魔法使い》と呼ばれた父のように。

　それはメロが使う創作魔術とは違う。確かに天災は天災にしか不可能な手法で魔術を成立させるが、起こる結果それ自体はほかの魔術師でも、別の手段で達成できる。

　――ゆえにその意味で言えば、魔法使いは、魔ま法ほうなんて使えない。

　魔法使いが使うものもあくまで魔術だ。それでも、どんな魔術でも再現できない奇き跡せきを達成するからこそ、畏い怖ふと尊敬を込めて《魔法使い》と呼ばれるのである。

　彼女には、それができなかった。どれほどの魔術を憶えたところで、同じことができる人間はいくらでもいる。彼女には彼女だけの何かがひとつとしてなかった。模も倣ほうだけだ。

　だから彼女は、オーステリア学院を訪おとずれた。

　魔術における最高の研究機関。自身に固有の魔術体系を確立するための第一歩として、まずは学べる魔術は全すべて学んでおこうと考えたのだ。

　――そこで、見つけた。見つけてしまった。

　父の残した書物の中にあった名前。本当に数少ない魔法使いイプシシマスの弟子。

　すなわち――アスタ＝セイエルの名前を。





※






　吹ふき飛ばされるフェオ。ほんの一いつ瞬しゆんの攻こう防ぼうを見ただけで、自分では割って入ることなど到とう底ていできないほど高度な近接戦闘のやり取りであることは知れた。

　シャルは歯は噛がみする。いったい自分は、これまで何を見てきたのかと。

　どれほど見誤っていたのかと。

　目の前には、赤の滴る拳こぶしを無感情にこちらへ突つきつけた、ピトス＝ウォーターハウスの姿。その格かく闘とう技能はフェオに勝まさるとも劣おとらないレベル。完全に想定の埒らち外がいだった。

　シャルにとって最初の挫ざ折せつを、どれほど足あ掻がいても固有魔術に至れなかったこととするのなら、二度目の挫折はオーステリア学院における魔術師としての序列だった。

　努力では決して習得し得ない治ち癒ゆ魔ま術じゆつに適性を持ち、また単純に魔術師としても実力の高いピトス。元素魔術に関しては最高と言っていい適性を持つウェリウス。そして、同じ万ばん能のう型がたの魔術師として完全に上を行くレヴィ――この三人の存在だ。

　現段階における魔術師としての実力が、三人に一段階劣っていることをシャルは自覚している。ましてピトスは、あるいはレヴィにさえ匹ひつ敵てきし得る戦せん闘とう力りよくまで持っているのだ。

　なまじ高い実力を持つがゆえに、シャルはこのとき冷静に悟さとった。悟ってしまった。

　――勝てない。

　少なくとも魔術師としての《戦い》において、自分ではピトスに決して及およばない――。

「――っ!!」

　だが。そうは考えない人間もいる。――フェオだった。

　彼女は爆はぜた。烈れつ火かの如ごとき勢いでもって。怒いかりは力に変わり、それが十全に脅きよう威いとして成立している。一歩で距離を詰め、二歩目で斬きりかかる彼女の一いち撃げきは、生半な戦闘者では知覚することすら難しいはずだ。

　それを、ピトスはまるで予期していたかのように防いだ。腕に嵌はめている、小こ柄がらな彼女には似合わない武骨な手てつ甲こうが、剣とぶつかって金属音と火花を発した。

　もちろん、その程度でフェオは止まらない。二撃、三撃と、振るわれるごとに威い力りよくを増す銀剣が、目の前の障害を断たち斬ろうと軌き跡せきを描く。

「……よくも、姉さんを……っ!!」

　血に汚よごれ、地面に倒れ伏ふすシルヴィア。その姿を見て、フェオが激げき昂こうしないはずがない。

　怒りのままに振るわれる剣。その苛か烈れつさは、冷静さを失ってなお脅威である。

「――――っ」

　ピトスは表情を変えなかった。感情の全てを押おし殺ころし、無表情の仮面で覆っている。

　その表情に、シャルは見覚えがある気がした。どこかで見たような顔だと思い、けれどその正体には思い至らない。援えん護ごさえできず立たち尽つくすだけだ。

　ひときわ大きな音が迷宮に木こ霊だました。

　フェオの放った斬撃を、シャルが手甲で弾はじいたのだ。その勢いのままに、ピトスは一歩後ろへ跳とび退すさる。単純な近接技能では、それでもフェオが上らしい。剣と拳では、単純に攻こう撃げき範はん囲いが違ちがいすぎるせいもあるだろう。ピトスは押され始めていた。

　フェオは、それを勝機と見たようだ。床ゆかを蹴けり、放たれた魔ま弾だんの如き速度で追つい撃げきする。

　だがピトスはその場から動かなかった。どころか地面に片手をつき、隙すきを晒さらす。それが魔術を発動するための動作であることはシャルにも、おそらくフェオにもわかっていた。

　――まずい。

　と。直感したのは、けれどシャルだけだ。

　そう、勘かん違ちがいしてはならない。これは武術家ではなく、あくまで魔術師同士の戦いだ。

　頼たよるのは当然、己おのれが肉体だけではない。格闘では多少劣っても、魔術師としての技量を比ひ較かくするなら、ピトスが圧あつ倒とう的てきに勝っている。それを使わないはずがない。

　刹せつ那な。シャルは――ピトスと目が合った。ように思った。

「く――っ!?」

　反射的にシャルは魔術を起動する。ピトスがどんな魔術を使おうとしているのかまでは読めない。というより読んでいる暇ひまがない。先に魔術を起動したのはピトスで、あとから追うシャルには時間的な猶ゆう予よがなかった。だから、力任せの防ぼう壁へきを張る。

　盾たての魔術だ。ただ魔ま力りよくで壁を作り、盾とするだけのそれは、戦闘用の魔術としては魔弾と並んでメジャーで、かつ簡単だ。ゆえに多くの攻こう撃げき系魔術に対し、速度で先を取れる。

　フェオとピトスの間のわずかな空間を、割り裂さくようにシャルは壁を構築した。それは淡あわく輝く白光が、円形の陣じんの形を取ることで作られる。単純な魔術とはいえ、シャルの魔力量をもってすればかなりの防ぼう御ぎよ力りよくになる。打ち合わせなどなかったため、危あやうくフェオが壁にぶつかるところだったが、それでも攻撃自体は防げるはず――、

　――違う……！

　そう、シャルは思った。それもまた直感で、何が《違う》のかと問われても答えを出せない。だがシャルはこのとき、確かに何かを間ま違ちがったと感じ取った。

　そして。

　――何も起こらない。

　数秒が経たって、けれどその場には変化がなかった。盾に攻撃が当たることはなく、そもそも防ぐべき攻撃そのものがなく、その違和感にシャルもフェオも表情を変える。

　ただ気づけば、ピトスの姿がなくなっていた。

「な、どこに――っ!?」

　叫さけびかけたフェオの言葉が、中ちゆう途とで止められる。彼女の身体からだは、その後ろにいるシャルのほうへと吹き飛とばされ、咄とつ嗟さに受け止めたシャルも揃そろって床に叩たたきつけられた。

　衝しよう撃げきを歯噛みしながら堪こらえ、必死に受け身を取ろうとする。

　フェオの下した敷じきになったシャルだが、それでも視線だけはなんとか前を見つめていた。その先には、追撃さえすることなく悠ゆう然ぜんと立つピトスの姿が、盾のこちら側にある。

　嵌められたのだと、ようやくシャルは理解して、盾の魔術の維い持じを破は棄きした。

　フェイントだ。魔術を使う、その素振りだけを見せ、実際には何もしなかった。

　シャルが張った盾は高い防ぼう御ぎよ性能を持つが、その反面に視界を塞ふさぐ。ピトスの姿が、わずかに捉とらえづらくなるということだ。その隙を突かれた。

　シャルは、ピトスがどんな行動を取ったのか遠巻きから目にしていた。

　防壁が張られると同時、ピトスは小さく身を屈かがめた。それは視界から外れる行為であり、同時に次の行動へ移るための溜めだ。

　続いて彼女は発条のように跳ちよう躍やくすると、空中で錐きり揉もみしながら身を翻ひるがえし、天井を蹴って防壁を上から越えてみせたのだ。凄すさまじいまでの身体能力で。

　なまじ迷宮の通路が広かったことが災わざわいした。

　一瞬とはいえピトスを視界から失ったフェオは、その急きゆう襲しゆうに反応できない。まして頭上は武術家にとって最大の死角だ。振り落おとされる蹴りの一撃に、それでも咄嗟に背後へ跳んで勢いを殺したフェオは、この場合むしろ褒められていいくらいだろう。

「……ふぅ……っ」

　と、小さく息をつくピトス。彼女にとっても、それなりに賭かけではあったのだろう。

　当然だ。あのとき、シャルが防壁を作るとは限らなかった。防御ではなく、攻撃を選んでいた可能性がないわけじゃない。

　その場合、ピトスの行動はむしろ大きな隙を晒すだけのものにしかならない。フェオに近づかれれば終わりだったし、棒立ちで魔術を食くらっても負ける。

　そこまで考えて、またしてもシャルは絶句する。――そうだ、それも違う。

　シャルは思う。どうしてあのとき自分は、ピトスと目が合ったのか、と。

　考えてみればあり得ない。あの状況で前衛のフェオから視線を外して、離れた位置に立つシャルに視線を移すなんて考えられない。それでも目が合った理由とは、つまり。

　――視線だけで、シャルを誘導していたからだ。

　ただ視線を合わせるだけでピトスは、シャルが防壁を張るよう仕向けてみせた。まして足元にはシルヴィアが横たわっているのだ。シャルが攻撃を選ぶ可能性は低い。

　ピトスはあの一瞬で、そこまでの判断を下していた。

　実力が、そこまで離れているわけじゃない。単純な能力値だけで考えるのなら、あるいはシャルのほうが勝る部分もあるだろう。ならば、ふたりいるシャルとフェオのほうが圧倒的に有利なはずだった。

　その不利を、ピトスは戦術の構築だけで覆くつがえしてみせたのだ。わずかな攻防で敵かなわないと確信させるほどの――それは戦せん闘とう経験の差で、そして戦いに懸ける覚悟の違いだった。

　なんらかの理由があって立ち塞がるピトスと。

　ただ、流されてついて来ただけのシャルとの。

　それが明確な目的意識の違い。ピトスを退けて押し通るだけの理由を、意志を、シャルは持っていない。それはすなわち、魔術師としての敗北に等しかった。

「――別に」

　と、ピトスが呟く。彼女はシャルとフェオが立ち上がるのを、ただ眺ながめて待っていた。

「このまま帰ってくださるのであれば、わたしもこれ以上は攻撃しないのですが」

　その言葉は事実だろう。ピトスの攻撃は一いつ貫かんして、相対するふたりを押し戻もどすためだけに行われていた。シャルとフェオが引くことさえ選べば、この戦いはそれで終わる。

「いったい、どうして……」

　思わず呟いたシャルに、ピトスの視線が向く。透とう徹てつした、まるで鏡のような瞳ひとみだった。

「理由が必要ですか？」

「……それは、」

「契けい約やくはここで終わりです。これ以上は必要ありません。ありがとうございました。報ほう酬しゆうを貰もらって帰ってくださって構いません。いえ、そうしてくださいと言っています」

「…………」

　シャルは答えられない。その言葉を認めたら、もう帰るしかなくなる。留とどまるだけの動機がシャルにはない。

　だが、それはあくまでもシャルの事情だ。フェオにとっては話が違う。

「ふざけるなっ！」

　フェオが叫ぶ。真実、敵を睨にらむ鋭するどい視線が、ピトスに向かって注がれている。

「姉さんを置いて、帰れるわけないっ!!」

　だが。その怒りに晒されてなお、ピトスはあまりにも揺ゆるがない。

　彼女は淡々と告げた。

「シルヴィアさんなら、あとでちゃんと地上までお返ししますから」

「そんな言葉が信じられるわけ――」

「言っておきますけれど、わたしはシルヴィアさんに傷ひとつつけていません。言う前に攻撃されたので対処しましたが、これでも気を使っていたつもりですよ？」

「……い、今さらそんな……引きずってきておいて」

「重かったもので。気絶した人間を運ぶのって、割と大変なんですよね」

　冗じよう談だんみたいな台詞せりふを、ピトスは真顔で口にする。だからこそシャルは、その言葉が冗談でもなんでもないのだと察することができた。

　ピトスの足元には、常にシルヴィアが横たわっていた。それは魔術による攻撃を牽けん制せいするためだったのだろうが、同時にシルヴィアの安全を確保する選せん択たくでもあったのだ。

「それでもまだ進む意思があるというのなら――」

　ピトスが、ゆっくりと拳を握にぎり、こちらに向かってまっすぐ伸のばす。

　ちょうどこの場所で、初めて相対したときと同じように。感情の一いつ切さいが窺うかがえない、淡々とした言葉で彼女は再びこう告げる。

「――今度こそ、殺すつもりでお相手しますが」

　シャルは思考する。

　――引くべきではないだろうか。

　と。ピトスの言う通り、これより先に進む理由をシャルは持っていない。フェオもまた同様だ。団長シルヴイアが戦線離り脱だつした以上、《銀色鼠シルバーラツト》が攻略を続行する理由はなかった。

　だから。シャルが、その判断を口にしようとした――その瞬間だった。




　突とつ如じよとして、天てん井じようから光が降り注いだ。




　それは眩まばゆい光の円柱となって、彼ひ我がの間に割り込んでくる。予期していなかった展開にシャルは目を見開き、フェオもまた硬こう直ちよくしてしまう。

　驚愕は、けれどピトスも共有していた。彼女もまた息を呑のみ、両手を胸の前にやる。

　その反応が意味するのは、この光がピトスの魔術ではないということで。では、いったい誰だれが――。警けい戒かいと疑念に困こん惑わくが混ざって、シャルはただそれを眺めているほかない。

　そして、直後。胸に抱いだいた疑問の解答が、三人の目の前に投げ出だされる。

　文字通りに。

「――ぬぉわあぁっ!?」

　場ば違ちがいすぎるほどに間ま抜ぬけな悲鳴。それとともに、空間を裂く光の筒つつから、人ひと影かげがひとつ落ちていた。そいつは床に墜つい落らくすると、ごっ――という割と嫌な音を通路に響ひびかせる。

　俯うつぶせに落ちた人影は、それでも最低限の受け身は取れたらしい。わずかに呻うめきながらも立ち上がると、ふらり、と幽ゆう鬼きのような挙動で天井に視線をやった。

　見覚えのありすぎる姿だった。

　ぼさぼさとした黒の乱らん髪ぱつに、わずかな白が混じっている。どこか活力に欠ける黒茶の双そう眸ぼうからは、それでいて決して揺らがないであろう奥おくの深さと、理知の輝かがやきが見て取れた。

　周囲の状況などまるで斟しん酌しやくせず、そいつは天井の方向を指差し、大声で叫ぶ。

「だ――からっ、突き落とすんじゃねえって言ってんだろうがっ!!」

　その声を聞いた瞬間に、胸を包つつんだ何かの感情。それを表現する言葉をシャルは知らない。だから、気がつかなかった振ふりをした。

　それは自覚ない彼女の矛む盾じゆんだ。シャルは英雄ヒーローを信じない。窮地ピンチに都合よく現れて、何もかも纏まとめて救ってくれる人間なんてあり得ない。彼女はそのことを誰より知っている。

　にもかかわらず、その胸の奥おく底そこに抱いた、どこか温かな感情があって。

「……ア、アスタ……？」

　シャルは自分でも気がつかぬ間に、その名前を呼んでいた。

　そして。その名を呼ばれた黒くろ髪かみの青年――アスタ＝セイエルは、外套ローブについた埃ほこりを払はらいながら、まるで街中でたまたま会ったみたいな気軽さで、少女に笑え顔がおを向けて、

「おう、シャル。お疲つかれさん。どうやら狙ねらいぴったりに――」

　その直後。続いて降りてきた人影に、顔面を踏ふみ潰つぶされていた。

「――ぷげぁっ!?」

「あ、ごめん」

　アスタの頬ほおを片足で踏み抜ぬいた小柄な少女は、器用に身を捻ひねって迷宮の床に着地する。

　一方のアスタも、おそらく魔術による落下のため速度がゆっくりだったからだろう、少しだけバランスを崩くずしたものの、すぐに少女に向き直って叫んだ。

「なんで人の顔の上に降ふってくんだよ馬ば鹿かじゃねえの!?」

「いや、降りたんならさっさとどいてよ。着地地点にずっといるほうがおかしいでしょ」

「…………あ、うん」

　アスタをあっさりと論破する、朱しゆ色いろの髪かみに金の双眸を持つ少女。

　かつての七星旅団セブンスターズの七番目にして、最強の一角に挙げられている冒ぼう険けん者しや。未いまだ幼いとさえ言える年ねん齢れいながら、世の魔術師たちの頂点に君臨する《天災》。

　メロ＝メテオヴェルヌ。

「――っ」と、ピトスは歯噛みする。

　彼女たちの余よ裕ゆうは、それを裏打ちするだけの実力があってのものと理解しているから。

　その一方で、いきなり闖ちん入にゆうしてきた割に、まったく格好のつかないアスタが言う。

「――さて。なんだかまた、どうにも面めん倒どうな事態になってるみたいだな？」

　見み渡わたすように視線を巡めぐらせ、どこか苦笑する風のアスタ。

　横に立つメロは、そんな彼かれに呆あきれたような視線を浴びせる。

「いや、今さらそんな風に言っても、ぜんぜん格好つかないけど」

「うるさいな。いいだろ別に。お前が踏んでなきゃ、もうちょい格好よかったわ」
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「いや、だから踏まれてるから駄だ目めなんでしょ」

「踏んどいて言う？」

　この期ごに及んで続く間の抜けたやり取りに、シャルもフェオも毒気を抜かれてしまう。

　どこか呆ほうけたように硬直するシャル。その視線が、アスタとまっすぐぶつかって。

「――ま、てなわけで。助けに来たぜ、同級生」

　気取ったにしては、やはりどうにも格好よくないアスタの台詞に、堪こらえきれずシャルは苦笑してしまう。本当に――まったく格好がついていない。

　それでも。シャルは確かに抱いていた。何が起こったというわけでもないのに。

　――まるで英雄ヒーローに出会った子どもみたいに。

　この時点で、幸せな結末ハツピーエンド以外はあり得ないかのような安あん堵どの想いを。







第八話　安心して騙されろ







「――さて」

　と、俺は言った。辺りの状じよう況きようを確かく認にんしながらも、努めて軽く言ったつもりだが、そのことに意味があったかはわからない。状況は、どうやら逼ひつ迫ぱくしている雰ふん囲い気きだ。

　格好つけて登場してみたは――それが成功していたかはひとまず措おくとして――いいものの、何がどうなっているのやら。単純に合流を喜んでいられないことは、とりあえず確からしい。

　迷宮の広い通路の真ん中で、ピトスはシャル・フェオ組と向かい合う形に立っている。その足あし下もとにはシルヴィアらしき人影が倒れており、剣けん呑のんな空気が場を満たしていた。

　それだけを見るのであれば、まるでピトスがこちらと敵対しているみたいだ。

　……いや、なんでだよ。

　としか言いようのない状況である。正直、わけがわからない。

　ピトスは無表情で、静かにこちらを睨んでいた。小柄なその身体が、返り血らしき赤で濡ぬれている様子は、どこから見たって尋じん常じような様子ではない。

　それでも、ひとまず全員、生きているらしいことは確かだ。

　倒れているシルヴィアも呼吸はしている。怪け我がらしい怪我もない様子だ。

　彼女が迷宮に入る前、俺はルーンを使って、こっそり彼女に魔術をかけてあった。もちろん今の俺がかけられる魔術など大した効果ではないが、もし彼女が魔術で攻撃されたのであれば、多少のお守りくらいにはなったはずだ。いわば一度きりの盾のようなもので、気休めとはいえ効力は発揮する。

　――問題は、その魔術がまだ残っているという点だ。

　それは彼女が、魔術による攻撃を一度として受けていないことを意味している。

　外傷らしい外傷も、とりあえず見当たらない。危険な状態でないことは経験から判断できるため、今のところは安心していいだろう。

　危険というなら。どちらかといえば、今はピトスのほうだった。

「いったい、どういう状況だ、これは？」

　俺はシャルに向かって訊たずねた。今の状況で、最も答えが期待できそうだったから。

　声をかけると、シャルはなぜか一瞬だけ、はっとしたような表情を見せた。だがすぐにかぶりを振り、それから溜ため息いきをついてこう答える。

「……わからない。ただ――ピトスは、ここから先にわたしたちを通さないって」

「いや……別に通らなくていいんじゃないの？」

　最低限、シルヴィアとピトスの無事が確認できた時点で、俺たちは目的を達成している。思うことは多くあるが、負傷者もいる以上は引き返す選択が最も妥だ当とうだ。

　厄やつ介かいな石人形ゴーレムも、メロがいれば突とつ破ぱできる。先ほどかけた索さく敵てきで、ここより下の層にはもう誰もいないことがわかっている。進む理由なんてないのだ、俺たちには。

　むしろこうなった以上、一刻も早く地上に戻るべきだと言える。

　地上には、《銀色鼠シルバーラツト》のメンバーが残されているのだから。彼らはその大半が、戦う力のない子どもたちばかりだ。保険はかけたが、彼らが無事である保証はない。

　教団の連中が、地上の子どもたちに手をかける理由はない、はずだ。そんな暇があれば早々に撤てつ退たいしているだろう。けれど、絶対とまで言い切る自信はなかった。

「さ、早く帰ろうぜ。邪じや魔まが入ったんだ、攻こう略りやくが失敗したのは、まあ仕方ない」

　俺はピトスに向き直り、軽く肩を竦めながら言った。言いながらも、その言葉に確認以上の意味がないことはわかっている。

　ピトスの表情は、凍こおりついたように動かない。

「わたしは――帰れません」

　果たして、ピトスは答えた。応こたえないことで答えに代える。

　拒きよ絶ぜつの言葉だった。彼女はこちらを見ていない。

「ここまでありがとうございました。アスタさんたちは、どうぞお先にお帰りください。わたしはここに残ります。――まだ、やることがあるんです」

「シルヴィアはどうするつもりなんだ？」

「あとでわたしが、ちゃんと地上まで帰します」

　シルヴィアは帰すとピトスは言う。今は返せないという意味だった。

　正直、意味不明だ。

「……そう言われてもなあ。こっちも、エイラにお前のことを頼たのまれてるわけで」

「それは単なる《お願い》であって、正式な《依い頼らい》ではないでしょう。ここまで荷物を運んできた時点で、仕事自体は終わっているはずです」

「友達の《お願い》なら、なるべく聞いてやるべきだろ？」

「でしょうね」と、ピトスは言った。「ええ、そういうことを言うんでしょう、あなたは。――知っていましたけれど」

　ふと、ピトスはそこで笑えみを見せた。酷ひどく儚はかなげで、今にも消えいってしまいそうなほど弱々しい表情。俺の知る彼女の笑顔とは完全に違うそれが、仮面だとは思えなかった。

　だけど。その笑みは、おそらく正の感情が発はつ露ろされたものではない。

「そこまで言うなら、わたしのお願いだって聞いてくれてもいいじゃないですか。それともわたしは……あなたにとって友達ではありませんか、アスタさん？」

「……友達だと、思ってくれてるなら光栄だよ」

「ならお願いします」ピトスは笑う。「――邪魔だから帰ってくださいよ。わたしがいつ、守ってほしいだなんて頼んだんですか。自分のことくらい自分でできますよ」

「ピトス……」

「こんなところまで追いかけてこられても迷めい惑わくなだけです。魔術師なら……いえ、人間なら自分のことは自分で。当たり前のことじゃないですか。何か間違ってますか？」

「……いや。お前の言う通りだ」

「だったら放っておいてください。気づいてなかったのかもしれませんけれど、わたしは――あなたみたいな人間が大だい嫌きらいなんですよ」

　ピトスは笑う。あくまで笑顔のまま、俺を見み据すえて、《嫌い》だと言う。

　それが彼女の表情なのか、それとも被かぶった仮面なのか。俺にはもう、わからない。

　ただ、それでもひとつだけわかることがあるとするのなら。

「……残ってどうする。まさか死ぬつもりだとか言わないよな？」

　訊ねた俺に、ピトスは笑う。壊こわれたように笑い続ける。

「仰おつしやっている意味がわかりません。というか言いましたよね、わたし。――命は、とても大事なものなんだ、って」

　――だから。だから、彼女は立ち塞がる。

「わたしは、命を粗そ末まつにする人間なんて大嫌いです。そんな奴やつは死んじゃえばいいんだ」

「…………」

「これ以上来るなら殺します。だから、頼みますから、お願いですから帰ってください。これ以上こちらに来ないでくださいよ……っ」

　それで話は終わりだとばかりに、ピトスは口を噤つぐんでしまう。

　誰も、何も言わなかった。メロでさえ言葉を発さない。天災は無言で俺を見ていた。

　――わかっている。

　この状況で、口を開くべきは俺だ。考えなければならない。ピトスがなぜこうも頑かたくなに俺たちを帰そうとするのか。この場にひとり残ろうとしているのか。

　初めからそのつもりだった、なんてあり得ない。だったら初めから俺たちの同行を拒きよ否ひしていればいいだけだ。少なくともタラスに来る前の段階で拒絶されていれば、俺たちがここに来ることはなかっただろう。魔術師ならば、自分の責任は自分で払うものだから。

　彼女はここで――この迷めい宮きゆうの中に降りてから理由を得たのだ。

　ならば。ここで問うべき言葉は。

「ピトス。お前――何を言われた？」

「…………」

　彼女は答えない。だが、考えを外しているとも思えなかった。

　単純に考えるなら、彼女は脅おどされていると見るべきだろう。その場合、では何を根こん拠きよにした脅きよう迫はくだろうか。彼女が恐おそれているものはなんだ？　自分の命ではない。だとしたら俺おれたちといっしょに逃げればいい。それをしない理由とは、つまり……そうだ。

　――俺たち自身が、彼女にとっての人ひと質じちになっているからではないだろうか。

　ほかにない――と思う。来るかどうかもわからなかったピトスに対しての急所を、ピンポイントで押さえているとは思えない。そんなことができる人間など、それこそ時空間を自在に操あやつれる怪かい物ぶつか、あるいは運命そのものを読み取れる神くらいだろう。

「教団の連中に、言われたのか。お前が残れば、俺たちは無事に帰してやるとでも」

「……、」

　わずかに、ピトスが反応したように見えた。俺は言葉を続ける。

「俺たちにとっても、連中はもう無関係じゃない。何かあるなら教えてくれ。こっちにはメロもいるんだ。そう滅めつ多たなことには――……」

　言いかけて、そして俺は――その途と中ちゆうで絶句した。

　自分で言葉にしたことの違い和わ感かんに、自分で気がついたからだ。

　そうだ。ここには天災メロが来ているんだ。シャルやフェオだって、魔術師としての実力は相当に高い。今は気絶しているが、シルヴィアはそのさらに上を行くだろう。どれほどの数と質を用意すれば、これを凌りよう駕ができるというのか。

　たとえ敵の強さを恐れているのだとしても、有名すぎるほどに有名な七星旅団セブンスターズの天災がいてさえ、ピトスは諦あきらめてしまっている。

　俺は、ここより下の階層には誰もいないことを、魔術で確認した。だが魔術だって絶対ではない。単純な話、俺よりも魔術に優すぐれた人間ならば、索敵を逃のがれることもあり得た。

　――それだけの実力を持ち、メロでさえ及ばないとピトスに確信させる人間。

　そんな存在は、本当に限られている。

「……嘘うそ、だろ……？」

　足がくずおれるかと思った。だが、そう考えれば納なつ得とくのいくことがひとつある。

　アルベルが所属する《七曜教団》とやらの行動が、あまりにも杜ず撰さんで行き当たりばったりだったことだ。遠巻きからこちらを窺うだけで、何をしてくることもなかった。

　もしも、それが計算されていたとしたらどうだろう。

　アルベルにとって、この場にメロが来ることは想定外だったという。言いい換かえれば、それはメロが迷宮に来られないよう画策していたということだ。

　どうやって。奴らにとって、俺がメロを帰したことは想定外の対応だったはずだ。可能性で言うのなら、連れ立って迷宮に入るほうがずっと上だった。

　だが、それさえ誘導だったとするのなら。

　あの状況で、俺がどんな選せん択たく肢しを選ぶのか。その答えを、まるで未来を見み透すかしたかのような正確さで見み抜ぬく者。

　それほどに俺を知っていて、かつ《天災》さえ凌駕する魔ま術じゆつ師し。

　――そんな奴は、この世界にたったひとりだけ。

　俺にとっての魔術の師であり、シャルにとっての父親。世界の歴史においてただ三人の第零ゼロ位階魔術師――三番目の《魔法使いイプシシマス》、アーサー＝クリスファウスト以外にない。

「……そういう、ことかよ……あのクソジジイ……っ!!」

　額を押さえ、思わず俺は顔を伏ふせた。

　確証なんてない。推測だとさえ言えないだろう。けれど悲しいことに、そう考えれば全ての辻つじ褄つまが合ってしまう。

　死亡したことになっている、世界最悪の犯罪者。その死体を確認したのはほかならぬ俺だ。しかし、奴の死体をこの目で見た俺でさえ、あの男が死んだなどとは信じていない。

　死を偽ぎ装そうしたあの男が、教団と組んで何かを行っている――？

「――どうする、アスタ？」

　横合いに立っていたメロが、小首を傾かしげて俺に訊きいた。

　決して小さくなかった動どう揺ようの波が静まる。

　メロは愉ゆ快かいそうに笑っていた。まるでこんな状況こそを望んで、オーステリアまで来たと言わんばかりに。そうでありながら、彼かの女じよは俺に《どうする》のかと訊ねてくれた。

　俺が辿たどり着ついた答えには、きっと彼女だって到とう達たつしているだろうに。

　だから――俺もまた、小さく笑みを返してみせる。

「どうするも何も。お前、俺の意見なんか聞くつもりないだろ」

「それはお互たがい様さまでしょー？　アスタのわがままだって、ちゃんと聞いてるもん」

　メロは軽くそう言った。確かに、この状況が俺のわがままならば、メロを振り回まわしたのは俺だろう。引き留める言葉が、俺には思おもい浮うかばなかった。

　だから告げる。

「――先に行ってろ、あとで追いつく。奴が何考えてんのか訊いてきてくれ」

「言われなくても。こうまで甘あまく見みられたんじゃ、あたしも黙だまってられないからねっ」

　その言葉に、ピトスが初めて驚きよう愕がくの感情を表にした。

「な――何を言っているんですかっ!?」

「うん？　だから、この下にあたしより強い魔術師が――魔法使いがいるんでしょ？」

　驚愕が伝でん染せんし、フェオとシャルも驚おどろきの反応を見せる。

　特に顕けん著ちよだったのがシャルだ。背後に目を向けてみると、シャルの顔色はもはや蒼そう白はくと表現していいものになっている。その身体が、わずかに震ふるえているのがわかった。

　だが、メロはそんなことを一切気にしていない。すでに別の場所を見据えている。

「だったら行くよ。あたしは行く。誰に止められたって知らない。あたしはあたしの我を通す。それが魔術師だ。それがあたしだ。ここで歩みを止めるんじゃ、そんなの生きてる意味がない。だって、命は大事だからね。それを粗末にはできないよ。――でしょ？」

「――――っ!!」

　ピトスが、息を呑んだ。けれど反論はしない。いや、できなかったのだろう。

　メロの言う理り屈くつを認めてしまったから。もはやピトスには、メロの命の使い方に口を出すことができない。それをしては、彼女がここに立ち塞がる理由のほうが消えてしまう。

　唇くちびるを震わせ、ピトスは言う。まるで怯おびえを隠かくすように肩かたを抱きながら、

「どう……して」

　その言葉に俺は答えない。代わるようにメロが口を開き、

「――で、後ろのおふたりさんはどーする？　ついて来るなら、いっしょに連れてってもいいけど」

「は？　――いや、ちょっ、メロ、それは待て！」

　俺は慌あわてて止めた。メロひとりならともかく、シャルとフェオを連れていくという意見には賛同できない。特にシャルだ。何が起こるかわからない。

　だがメロはこちらを睨むように目線を向けると、呆れと怒りを混ぜて返す。

「うるさいな、アスタには訊いてないよ。前から思ってたけど、アスタのそういうとこ、あたし本当に好きじゃないから。あたしはそこのふたりに訊いたの、黙ってて！」

「…………」

「どうすんの？　行くか、残るか。今ここで決めて」

「――わたしは、行く」

　シャルが、メロの問いに頷うなずいた。それを止める権利を、確かに俺は持っていない。

「わたしだって……仕事でここに来てるんだから。足あし手で纏まとい扱あつかいされる謂いわれ、ないし。それに――」

　言葉のあとに、けれどシャルは何も続けなかった。メロもそれを問い直したりしない。ただ視線をシャルからフェオに移した。

「そっちは？」

「わたし、は……」一いつ瞬しゆんだけ逡しゆん巡じゆんし、それからフェオは首を振った。「行けない。姉さんがここにいるから。わたしはこっちに残る。……正直、もうわけわかんないけど。それでも姉さんを助けるのは、ほかの誰でもなく、妹わたしがやることだと思う」

「だよねー」と、フェオの答えにメロは微ほほ笑えむ。「言ってやるといいよ、アスタは女の子のこと甘く見すぎだって。呪のろわれて全力も出せない魔術師に、下に見られたくないよね」

　痛つう烈れつな言葉だった。

　フェオはきょとんと目を丸くし、俺は小さく息を零こぼす。

「ったく、言ってくれるよ」

「何も言ってないようなもんでしょ、こんなん。それとももっと聞きたい？」

「いらんわ」そう答え、それから少し考えてこう続けた。「――死ぬなよ。時間さえ稼かせいでくれればそれでいい。無理はすんな。だいたいのことは、たぶん問題ない」

「《時間の魔法使い》から時間を稼いで来いとか、割とめちゃくちゃだけどね。でもあえてこう言うよ。――アスタのくせに舐なめんな、ばーか」

「いや。ただほら、俺が煽あおって行かせたんだから。これで死なれたら、俺のせいみたいになってなんかアレだろ」

「フッツーに最低のこと言うね……」

「うるせえな。とにかく死ななきゃいいんだよお前らは。生きて戻ってこい」

　憎にくまれ口ぐちを叩く俺に、「あーはいはい」と軽く返しながら、メロが魔ま術じゆつを起動する。

　迷宮の床に光の円が作られ、下層への道が構成された。俺はその前に立たち塞がって、ピトスのほうに視線を向ける。その背中から、メロの溜息が聞こえてきた。

「はあ……。なんつーか、変わったね」表情は、見なくてもわかる気がした。「いや、ある意味で変わってないのかな、これは。変わったんじゃなくて、単に戻ったんだ」

「なんの話だよ」

「答えの決まってることで迷いすぎって話だよ。助けるとか助けないとかさ、そんなこと考えてるから無む駄だに悩なやむんだ。別にいいんじゃない？　もう少し、欲張ったって」

「……お前」

「アスタが考えてることくらい、なんとなくわかるっての。どうせアスタにできることなんて、騙して、誤ご魔ま化かして、偽いつわることくらいでしょ？」

　――なら、そうすればいいだけじゃんか。

　メロは簡単にそう言った。俺の迷いを見抜くかのように、酷くあっさりとした口調で。

　その言葉が、どうしてだろう。胸の中に、すっと溶とけ入っていくのがわかる。

　だから俺は小さく笑って、彼女に向かって訊ねてみる。

「正しいと思うか、これで」

「知らないよ。そんなこと基準にするほうが間違ってる。正しいかどうかじゃない。どうしたいかで考えなよ。そういうもんでしょ、魔術師あたしたちは」

「……そうだな。お前はいつだってそうだった」

「当たり前だよ。……わざわざ来た甲か斐い、あったみたいだね？」

　にひひ、と笑うメロ。

　彼女は明確な言葉を口にしない。それでも言いたいことはわかっている。

　――かつて迷宮で、俺を庇かばって亡なくなった少女がいた。

　七星旅団セブンスターズの四番目。かけがえのない、けれどもう二度と会えない彼女を思い出す。いや、忘れたことなんて一度だってない。

　彼女に救われて。そして彼女に呪われて。

　それでも俺は、あのときから一歩たりとも成長できていやしない。

　けれど――だから。だからこそ。

　今、ここで、せめて俺が。

　ひとりくらい助けたいと思うのは、強ごう欲よくなことだろうか。

「それじゃ、ここは任せたよ、アスタ」

「……ああ。下は任せたよ、メロ」

　メロの信しん頼らいに言葉を返す。俺に使えるのは言葉だけだ。言葉を行動で示すことだけ。

　それでいい。たまには俺だって、わがままを言いたいこともある。

「シャルも。仕事は交代だ、ピトスは俺がなんとかする」

「…………」シャルは答えない。

　俺は懐ふところから取り出した煙草たばこに、ルーンを使って火をつけた。

　その行動は、俺を知る魔術師なら真っ先に止めなければならない儀ぎ式しきだ。けれど目の前に立っているピトスは、動くことができないでいた。

「さて。悪いがフェオは手伝ってくれ。お前の姉貴を助けよう」

「……言われるまでも、ない」

　フェオは答えた。なら構わない。俺は言葉にせず首しゆ肯こうする。

　今さら、偉えらそうなことを言えた義理じゃないのはわかっているけれど。

　――俺が今からやることを。彼女は、許してくれるだろうか。

　人間ヒトが他人ヒトを助けるなんて、そんな思考はきっと傲ごう慢まんだ。

　自己満足の陶とう酔すいで、傍はた迷めい惑わくな害悪。正義の味方はこの世にいないし、情けは誰のためにもならない。誰かを救うという行こう為い自体が、誰かの運命に対する介かい入にゆうなのだから。たとえ先が途と絶だえていても、その道を選んだ誰かの思いを、踏み躙にじっていい理由にはならない。

　けれど――それがどうした。

　誰かを助けることが悪だというなら、その罪ごと背せ負おえばいい話だ。

　俺は英えい雄ゆうにはなれない。

　ならば罪人で構わない。

　元よりいつだって、俺は誰かに助けられて生きてきた。ひとりでは一秒だって生きられない、酷く脆ぜい弱じやくな人間だ。なんの力もない地球人が、生きてこられる世界じゃなかった。

　それでも今日まで辿り着いたのは、いつだって、助けてくれる誰かがいたから。

　その借りを、少しずつ返済していくために俺は生きている。誰かから貰ったお節せつ介かいを、別の誰かに返しているだけ。

「どう、して……」

　ピトスが、震えるような声こわ音ねで呟つぶやく。魔術で消えていくメロとシャルを、止めることさえできずに見送って。彼女はもはや、幼い子どものようでさえあった。

「相手は……魔法使いですよ？　勝てるわけない――なのに、どうして！　死んだら全部おしまいなのに……っ、どうして!!」

　俺は笑う。

「なら死ななきゃいい。全員で帰るって決めたんだ、その予定を変えるつもりはない」

「無理ですよ。ここまでのことをしたんですよ？　誰かがここに残らないと――」

「だからお前が犠ぎ牲せいになるって？　それこそふざけんなよ。そんなこと誰も頼んでない」

　――誰かが死ぬことが許せないから。

　どうしようもない絶望を前に、彼女は自分を差し出した。

　けれど生あい憎にく。そんなことは俺が認められない。だから、別の選択肢を提示してみせる。

「結局のところ、人間に他人を助けることなんてできないんだよ。お前も、俺も」

「なら、これになんの意味があるっていうんですか」

「意味なんてない。ただ俺はお前に言うだけだ。それでも俺は、お前を助けてやれるんだと。――お前がそれを求めてくれれば、俺はそれに応えられるんだと」

　そうだ。他者による救いになど意味はない。その意志は本人が持たなければならない。

　元より俺は魔術師トリツクスターだ。

　だから騙す。助けることなんてできないとしても、それがわかっていたとしても、それでも助けられるのだと嘘をつく。下らない言葉遊びだし、結局はただの言い訳だ。

　俺たちは英雄じゃない。伝説に名を刻んでも、ひとりの人間である事実は変わらない。今の俺たちはただの学生で――だから、それで充じゆう分ぶんだ。

「俺がお前を騙してやる。だからピトス、お前は、安心して俺に騙されろ」

「何を……何を言って」

「戦おうって、そう言ってんだ。俺たちは魔術師だぜ？　互いの意見がぶつかり合ったら、戦って我を通すんだ」

「メチャクチャなこと、ばっかり……っ」

「いいから名乗れよ。魔術師の決けつ闘とう……いや、喧けん嘩かに、名前の交こう換かんは不可欠だからな」

　彼女の言葉に取り合わず、俺は自分の言葉だけを押おしつけ続けた。

　俺の記述かたりは、もうとっくに始まっている。

「――お前の名前を、教えてくれ」

　気取った発言である。もう顔から火が出んばかりの思いだ。

　しかし、表情を変えるわけにはいかない。

　俺もピトスも、魔術師である以上は気取って当然だ。魔術師という人種ほど、イメージ大事に格好つける者はない。幻げん想そうと神秘を司つかさどる魔術師ならば、纏う概がい念ねんにも魔まり力よくが宿る。

　そして俺は、ピトスが挑いどまれた決闘から逃にげられないことに気づいている。

　果たして――彼女は言った。

「わかりました。……ならわたしは、貴方あなたを倒たおして追い返します」

「それでいい」

「――オーステリア学院所属、ピトス＝ウォーターハウス」

　だから俺も、恥はじらいを捨てて名乗りを返す。

　ここでその名を告げるからこそ、俺の嘘には価値が出る。




「元七星旅団セブンスターズ。《紫煙の記述師レトリツクスター》――アスタ＝プレイアス」




　――行くぜ。

　と、俺は同級生ともだちと喧嘩する。





※






　唐とう突とつな発言に、驚いたのはピトスではなく、むしろ隣となりに立つフェオだった。

　きょとんと両目を見開き、ぽかんと口を開けて俺の顔を見てくる。面おも白しろい表情だ。

「せ、七星旅団セブンスターズ……？　あんたが？」

「まあ、一応。元、という但ただし書がきはつくけどな」

「――へぇあ？」

　こう言ってはなんだが、かなり間の抜けた反応を見せるフェオ。

　まあ、俺なんぞがそうだと知れば、驚くのもわかる。むしろ疑わずに信じてくれたことのほうが不思議なくらいだ。これで結構、素す直なおな奴である。

「え……え？　あの有名な？　姉さんが昔、助けられたっていう……？」

「そこまで驚いてくれると、俺としても言った甲斐があるよ」

　まあ、秘密というほどのことでもないのだ。顔を隠していたわけでもなし、知っている人間なら知っている。普ふ通つうは誰も信じないだろうから言わないだけで。

「…………えっと。あの」

　なんか言葉が見つからなくなっているフェオである。ちょっと驚きすぎではないだろうか。それでも信じてくれているのは、まあ、メロの存在があるからだろう。

　彼女と一いつ緒しよにいたことで、俺の言葉に信しん憑ぴよう性せいができている。というか、別に信じてもらえないならもらえないで構わなかった。

　要はこの言葉を、ピトスが聞いていればいい。

「――――…………」

　そのピトスはといえば、俺の言葉に微み塵じんも驚いた様子を見せなかった。

　信じていないのではなく、こちらは感づいていたということだろう。あれだけ露ろ骨こつにメロと親しい様子を見せていたのだから当然か。七しち星せいの《紫煙》が印刻魔術師だというのも知られている事実ではある。

「――さて、最初に言っておくが、お前のやってることには意味がない」

「……、」

「メロとシャルが下に進んだ時点で、お前の足止めは破は綻たんしてる。だから、投降してくれても別にいいぞ。せっかく格好つけたところだけど」

「アスタさんをすぐに倒して、それから追いかければ済む話です」

「もう言ってることめちゃくちゃだぞ、お前。メロに勝てるっつーのかよ」

「無理でしょうね」ピトスは言った。「わかってますよ、もう意味なんてないことは。それでも、引くわけにはいかないんです。――それは、わたしが許せない」

「なら仕方ない」俺も笑って、それから続けた。「ただもうひとつ言わせてもらえるなら、そもそもお前の足止めは、メロが下に行く前から破綻してたよ」

「……？」

「あの魔法使いが、お前に取引なんて持ちかけるわけがない。奴はそんなことしない」

「――まるで、魔法使いと知り合いみたいな口くち振ぶりですね」

「実際、知り合いだからな。俺はあいつの弟で子しなんだよ」

「面白い冗じよう談だんです」

　ピトスはまるで信じなかった。

　まあ、俺も信じてもらえるとは思わなかったが。

「しかし、その割に俺が七星旅団セブンスターズだってことのほうは信じたみたいだけど」

「いや……普通に察してましたし、それは」

「……あ、そう」

　ピトスは失しつ笑しようした。どこか取とり繕つくろったみたいに。

「でも、だとするなら少しがっかりですよね。確かにアスタさんは強いですけど、伝説と呼ばれるほどとまでは思えませんから」

「あいつらと比べられたら、そりゃ俺如ごとき物の数じゃないだろうけど」

　魔術師の実力は、本当に残ざん酷こくなまでに才能で左右される。俺は印刻ルーンに適性があったが、逆を言えば印刻ルーン以外の魔術は何ひとつ使えない。魔術師としては三流以下だ。

　けれど俺と違ちがい、残りの六人は人類最高域の魔術の天才である。比べるほうが間ま違ちがいだ。

「……それにしても、フェオにしろお前にしろ、あっさり信じてくれるもんだな。いくらメロがいたとはいっても、今の俺に伝説を気取れるだけの力はないだろ？」

「今のアスタさんには、でしょう？」ピトスは言う。「アスタさんが呪いを受けていることは知ってますから。――ええ、ですから本来なら、わたし程度では敵かなわないんでしょう」

「謙けん遜そんだよ。ピトスは充分すぎるくらい強い。俺なんかより、ずっと。――なんなら異常なくらいだ」

　そう。気づいていたというなら、それはこちらの台詞せりふだ。

　勘かん違ちがいしそうになってしまうが、普通の魔術師なら迷宮なんて十五層も潜もぐれれば充分すぎるほど実力者扱いなのだ。

　迷宮の最下層に易やす々やすと足を踏ふみ入いれられる冒ぼう険けん者しやなど、そう何人もいるわけじゃない。迷宮を冒ぼう険けんできる冒険者というのは、本当にひと握にぎりしかいないのだ。

　ましてピトスは学生であって、本職プロじゃない。魔術師として大成するには早すぎる。

　それは才能だけでどうにかなる類たぐいの話ではなかった。メロだって、生まれ持っての才能を、環かん境きようによって磨みがいてきたからこそ《天災》と呼ばれるだけの実力を持っている。

　それはピトスも同じだ。――彼女は、あまりにも完成されすぎている。

　俺でなくとも、何かあると考えるほうが普通だろう。

　まるで小動物みたいな外見をした、優やさしい治ち癒ゆ魔ま術じゆつ使いの女の子――そんな印象を、もやはピトスに抱いだくことはできない。いったいどれほどの修しゆ羅ら場ばを潜くぐってきたというのか。

　初対面のときと違いすぎる。自己紹しよう介かいで噛かんでいた可か愛わいい女の子を返してほしい。

「異常だなんて……そんなことを、アスタさんに言われたくありませんね」

「そうか？」

「ええ。呪われているのに強い、なんて――その時点でおかしいじゃないですか。だから信じる気になったんですよ、わたしも。はっきり言いますけど頭おかしいと思います」

「……はっきり言いすぎだと思うんだけど」

「だってそうでしょう？　そんな身体からだの状態で、魔術を使ってること自体が狂くるってます。自殺志願者か何かですか。――そういうところが、気に食わないんですよ」

　ピトスの言葉には、明確な怒いかりが込められていた。どうやら逆げき鱗りんに触ふれたようだ。

　それでいい。俺は何も戦って彼女を叩たたきのめしたいわけじゃない。

　ただ、騙だましてやろうと画策しているに過ぎない。そして、騙すとはつまり信じさせるということでもある。何度でも言うが、ピトスのしていることに意味はない。

　――彼女は騙されている。

　その嘘を、俺の嘘で塗ぬり替かえて、説得することが目的だ。方法が戦いになってしまうのは、まあ魔術師だから仕方ないとしか。

「……正直、そこまで嫌われてるとは思ってなかったな。結構傷ついたよ」

「言いましたよね？　わたし、自分の命を粗末にする人間は大嫌いなんですよ」

「そんなつもりはまったくないんだけど」

「――そうですか？」

　刹せつ那な――気づけば目の前にピトスがいた。

　俺の喉のど元もとを狙ねらった膝ひざが、すぐ目の前に見えている。

「……！」

　容よう赦しやがなかった。

　彼ひ我がの距きよ離りを、たった一回床ゆかを蹴けっただけで詰つめるピトスの動き。その鋭するどさに俺は反応さえできなかった。これをただの身体強化で為なしたというのだから、本当に常じよう軌きを逸いつしている。レヴィ並みの身体能力――近接戦せん闘とうをこなす魔術師の極限の動き。

　だが――そこまでだ。

　彼女はそこから動かない。否いな、動けなくなっている。

　ピトスの身体は、俺を穿うがとうとした姿勢で、そのまま空中に静止した。まるで天てん井じようから吊つるされた操り人にん形ぎようのように、重力を無視して宙に留とどまっている。

　反応できない速度なら、あらかじめ罠わなを張っておく。そういうこと。

「……っ！」

　ピトスの表情が驚愕に染まった。当然、彼女は自力で浮いているわけではない。

　不意打ちを、まさか防がれるとは考えていなかったのだろうか。だとすれば甘い。格上との戦いに慣れている俺は、だからこそ相手の想像を超こえることで勝利してきた。

　――魔術の戦いは、すなわち盤あたまの上なかの戦いに似ている。

　速かろうが見えなかろうが、そんなことは一いつ切さい関係がない。来るとわかっているものを防げないようでは、七星旅団セブンスターズの名が廃すたる。予測さえしていれば、負けることなどない。

「拘こう束そく魔ま術じゆつ……ですか」

　やがて、なぜ自分が動けなくなっているのか、それに気づいたピトスが言葉を作る。俺は頷き、煙草を軽く揺ゆらして見せた。まあ、つまりはそういうことだ。

　トリックを明かす台無しな手品師のように、彼女の問いに答えた。

「――《氷イサ》。静止の概念を持つルーンだ。それを煙草の煙けむりで、空間そのものに設置した」

「……形のない煙を、文字だということにするなんて。何度見てもデタラメですね」

「伊達だてに《紫煙の記述師》だなんて、恥ずかしい二つ名で呼ばれてないさ。止めるなら、俺が煙草を取り出した時点で止めるべきだったな」

「よく言いますね」ピトスは冷れい笑しようした。「わたしが絶対に止めないと、知っていたからアスタさんは煙草を出したんじゃないですか？」

　……うわ、ばれてる。俺は苦笑いを隠せなかった。

　決闘を重んじる魔術師は、たとえ敵対する相手であれ、名を交かわし合うまで絶対に相手に攻こう撃げきしない。名の意味を信しん仰こうする術者だからこそ、騎き士し以上に騎き士し道どう精神に溢あふれていると言えた。そういった決まりを、ピトスが順守するだろうと俺は踏んだのだ。

　言い換えるなら、彼女の優しさを利用したようなものだ。

　ピトスは非情に徹てつしきれていない。元より俺たちを生きて帰すために敵対するような奴だ。土台、治ち癒ゆなんて力が使える人間に、優しくない人間はいないのだ。

　――その優しさに、俺は付け入る。

「……あれだけ格かつ好こいいこと言っておいて。その割に、やることが結構せこいですね」

　言われてしまった。ちょっと恥ずかしい。

　ピトスは体に魔力を通し、それを通じて拘束魔術を力ちから尽ずくに破は壊かいした。どれだけ動きを読んだところで、今の俺程度の出力では拘こう束そく時間に限度がある。

　ピトスは空中から解放されると、距離を取るように後方へ下がった。
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　俺は何もしない。

「……余よ裕ゆうのつもりですか？」

　訊たずねるピトスに、俺は首を振ふる。そうじゃない。攻撃なんてしても意味がないだけだ。

　別に、ピトスを叩きのめしたいわけじゃないのだから。これは会話だ。叩き伏せるのではなく、説とき伏せるための戦い。そうでなくては意味がない。

　俺は吸っていた煙草を口から外し、横合いにぽいっと投げ捨てた。

「では、余裕ついでにもうひとつ――なぜわたしが直接、殴なぐってくると？」

　どこか皮肉げな台詞で、しかし無感動にピトスが呟く。

　俺は、その問いにも正直に答えた。

「知ってたから。――ピトスが、強化魔術を使ってくるだろう、って」

「どうしてでしょう。アスタさんの前で、強化魔術を使ったことはないと思いますが」

「オーステリアの地下に潜ったとき、自分で言ってたろ。あの合成獣キメラに一いち撃げき与あたえたって」

「……ああ。あのときにもう、ばれてたんですか」

　淡たん々たんと呟くピトス。口調からは感情の色が完全に排はい斥せきされていた。

　その意味をどこかで理解しつつも、俺は答えを述べていく。

「アレに攻撃できる時点で、直接戦闘に向いてないなんて大おお嘘うそだろ。あとはどうやって攻撃したかだけど、あの合成獣キメラは魔力に反応して自動で攻撃してくるからな、魔術じゃないと俺は踏んだ。なら信じがたいが、肉体強化のほうが妥だ当とうだ。治ち癒ゆ魔ま術じゆつ師しは、つまり肉体に詳くわしい魔術師って意味だ――強化は得意分野だろ？」

　正確には、そういう可能性もあるだろうと踏んでいただけなのだが。似たような知り合いがいたから、もしかしてと思っていたに過ぎない。

　あとはまあ経験則か。ピトスが直接戦闘に強いことは、なんとなくわかっていた。

　力を持つということは、つまり自信を持つということだから。性格の割に、ピトスは迷宮の中で怯えるような様子を見せなかった。自分が死なないことを知っているからだ。

　普通なら、たとえばフェオのように、もっと怖こわがったっていいと思う。

「隠しごとはするものじゃありませんね」

「お互いに、な」

　苦く笑しようするような気配をピトスは見せた。しかし、やはり感情は読み取れない。

　彼女はまだ、自身の裡うちに本心を秘ひめ隠している。それでは駄だ目めだ。彼女の感情を引き出せないうちは、彼女を騙すことなどできないだろう。それでは目的が達成されない。

　騙すことを――受け入れてはもらえない。

「どうすんだ？　このままじゃ俺には勝てねえぞ。殺すなんて口だけなのはわかってんだ、脅しはもう通用しない」

「死ななければいいんです。痛めつければ、考えが変わるかもしれませんし」

「恐ろしいことを普通に言うな、ピトス……」

「どうせ、わたし程度に負けるようなら、ここから生きて帰ることもできませんよ」

「……そろそろ腹を割って話してくれないかな。俺だってほら、いろいろと明かしたんだから。次はピトスの番だろ」

「知りたければ、力尽くで聞き出してみてください。アスタさんも一応、男でしょう」

「一応ってなんだ、一応って」

「いえ別に。ただわたしは女の子ですよ？　従わせたかったら組くみ伏せてください」

「……いい性格してるよな、マジで。意外と」

「それはどうも。ついでに言えば――わたしは時間さえ稼げればいい。あんな怪物を目の前にしたら、アスタさんだって考えが変わると思いますから」

「気が変わったから、やっぱり全員殺すとか言われたらどうするんだよ」

「そうなったら全員死にますね。だから早く帰ってくれと言ってるんです。五本くらい骨折ったら、言うこと聞いてくれますか？　それとも七本目指してみます？」

「いや、一本も折られたくないんだけど」

「大だい丈じよう夫ぶですよ。多少の大おお怪け我がくらい――死ぬよりはずっとマシですから」

「…………」怖こええな、こいつ。多少の大怪我ってなんだ。

　若じやつ干かん、頬ほおが引ひき攣つったのを自覚する。

「今のアスタさんになら、わたしでも勝ち目がありそうですし」

「一応、俺おれも伝説の旅団のひとりなんだけどな、これでも」

「もちろん、わたしはアスタさんが弱いだなんて思ってません。ただ――」

　――わたしだって、まだ負けてはいませんから。

　直後、ピトスの身体が――ぶれた。

　まるで焦しよう点てんの合っていないレンズを通したかのように、瞬しゆん間かん、彼女の輪りん郭かくが朧おぼろになる。単に速いからではない。それは、彼女の魔術だった。

　ふっ――とピトスの身体から力が抜ぬける。まるで倒れ込むように前ぜん傾けいして、その直後に彼女は視界から消えた。

「――！」

　地を這はうような姿勢で再び接近してきたピトスが、両手を床につき、片足を軸じくにして足払ばらいを放つ。咄とつ嗟さに上へ跳ちよう躍やくすることで、俺はその一いち撃げきを回かい避ひした。

　だが、その行動は悪手だ。いくらなんでも、肉体の運用で俺はピトスに及およばない。宙に浮いては身動きが取れず、だから続くピトスの攻撃を、俺は躱かわすことができなかった。

　立ち上がる勢いそのままに、ピトスの掌てのひらが俺に向かって突つき出だされる。

　――掌しよう底てい。

　咄嗟に両りよう腕うでを交差させ、俺は防ぼう御ぎよの姿勢を取った。だがその程度の防御など、ピトスを前にしては紙よりも薄うすい。

　どん――と空気が振しん動どうする。掌底の直ちよく撃げきした左腕が、みしりと嫌いやな音を立て、

「――――が、」

　俺はそのまま吹ふき飛とばされた。まるで大たい砲ほうに撃うち抜かれたかのような衝しよう撃げきで、背中から天井に突き刺ささる。けれど背中の痛みより、ずっと強きよう烈れつな痛みがあった。

　――左腕が、逝いった。肘ひじと手首の間で完全に折れた。

　その認にん識しきにわずか遅おくれて、「ぐ、ぎ――ぁ」猛もう烈れつな痛みが肉で骨で神経で暴れる。ああ、マジで折りやがった。本当に容赦がない。が――腕の一本くらいくれてもいい。

　などと思った時点で俺は、ピトスの覚かく悟ごを舐めていた。

　衝撃に呼吸が止まる。重力によって落下していく俺を、下でピトスが待っている。

　そして――脚あしが振り上あげられるのが見えた。もはや槍やりのような鋭さを持つそれが、しなるように振るわれて俺を蹴り抜こうと狙っている。直撃すれば意識を刈かられるだろう。

　というか、下手したら本当に死ぬんじゃないかとすら思った。

　それは困る。だが判断を下しているような暇ひまはなかった。俺の行動はほとんど反射だ。

　迫せまりくるピトスの脚を、俺は折れた左腕で受けた。

「が、っ、ぎあああああいいいいいいぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃっ!!」

　悲鳴が、喉のどから漏もれて飛び出した。折られた腕が今度は砕くだけた。弾はじけた。つーか死んだ。死、痛、ぐあマジかよこれ腕死んだ。

　痛すぎて、そこに腕があるのかわからない。あるのは痛みだ、痛みしかない、腕から痛みが生えている。だがいい。腕はやると決めている。まだ右腕なら生き残っている。

　左腕を犠牲に、俺は直撃したピトスの脚をそのまま右手で抱かかえ込んだ。

「な――っ」

　こちらを向くピトスの驚いた声。果たして笑えているだろうか。

　片足を振り上げた状態のピトスは当然、そのせいで体勢を崩くずしてしまう。

　ふたり揃そろって、それ以上は何もできない。

　だから当然――ふたり揃って、そのまま床に墜つい落らくする。

　まるで彼かの女じよを組み伏ふせて、抱き合あうような形で。

「ご、あ――っ」

「――――――――ッ!!」

　反射的に、ピトスは俺を押し退のけようと腕を伸のばした。

　攻撃というにはお粗そ末まつな、嫌いや々いやをする子どもみたいに理屈のない動き。

　それを俺は――またしても左腕で受「ぎっ――あああああぎぎぎいいいいいいいいいいいいいいいいいっ!!」もう駄目だもう取れた確実に死んだ腕が死んだ死ぬ死ぬ死ぬ死ぬ。

　あまりの痛みで、逆に意識を切きり離はなすことさえできない。激痛だけで死にそうだ。俺はいったい何をしているのだろうと本気で迷う。

「ぎ、ぇ、が――あ、痛いて、ぇ――」

　痛みが酷ひどすぎて吐はき気けがする。折られて、砕かれて、殺されて。三度も酷こく使しした左腕の痛みは、これまでの人生でも最悪と言っていいほどに痛い。涙なみだが止まらない。

　それでも俺は、両目を閉じることだけはしなかった。

　視線の先にいるピトスから意識を離さない。彼女はずるずると座ったまま後ずさって、首を振りながら呻うめくように零す。――こちらを攻撃してこない。

「な、何を――何して、何……何考えて」

　ピトスの表情は歪ゆがみきっていた。女の子にさせる表情じゃないなあ、と相変わらずどうしようもない自分を嗤わらいたくなってくるが、腕が痛すぎてそれどころじゃなかった。

　それでも左腕の痛みを必死に堪たえ、完全にないものとして振る舞まってみせる。口を開く。

「どう、ぎっ」痛すぎて舌を噛んだ。

　やはり締しまらない。けれど誤魔化すように俺はもう一度言う。

「……どうした、ピトス。もう……終わり、か？」

　ピトスは動かなかった。動けなかった。

　その目には涙が浮うかんでおり、理解できないものを拒こばむように首を振っている。

　俺は立ち上がり、ピトスに向かって近づいていく。腰こしを抜かしたようにしゃがみ込んだピトスは、俺が近づいてもやはり動けなかった。

　触しよつ覚かくが痛覚に支配され、腕の存在さえ認にん知ちできない。それでもなんとか左腕を動かそうとす、ぐあ痛。

「――う、お」

　痛みのあまりバランスが崩れて、俺はそのまま前のめりに倒れ込んでしまった。

　慌てたように駆かけ寄よってきたピトスが、俺の身体を抱き止とめてくれる。こんな状じよう況きようだというのに、反射で俺を助けてしまう辺りが彼女らしいと思った。

　だが、ピトスはほとんど力が抜けていた。そのまま俺は、押し倒すみたいに彼女を下した敷じきに倒れ込んでしまう。奇くしくも、先ほどピトスが言ったように。これで二回目。

　ピトスはもう、この体勢から簡単には抜け出せないだろう。もちろん彼女ほどの身体能力があれば、俺を押し戻もどすことくらいは簡単だが。

　――今のピトスには、それができないはずだった。

「……どうして、抵てい抗こうしないんですか……っ」

　文字通りの目と鼻の先で、涙を湛たたえてピトスが言う。

　だから、俺は笑った。

「する、意味が……ないだろ」

「なんっ、で……っ」

「初めから……お前に、無む抵てい抗こうの相手を叩きのめす、なんて……無理だよ。いくらあんなこと言ったって、お前にできるわけねえんだ……わかっただろ？」

　ピトスに、俺を殺すことなんてできない。どころか傷つけることにさえ抵抗があった。それをはっきりさせるための犠牲が腕の一本なら、この程度は安いものだろう。

　結局――彼女には無理だったのだ。

　殺さずに追おい払うという行為。その前提は、俺が自分の身体を犠牲にした時点ですでに成り立たなくなった。別に構わない。ピトスの言う通り、確かに治せばいいのだから。

　……治るかどうか若じやつ干かん怪あやしい気もするが。

　まあでも、結局はそれだ。死ななければいい。だが、天才的な治癒魔術師――ピトス＝ウォーターハウスだからこそ、治せない傷というものを知っている。

　治癒魔術は決して、死を覆くつがえすほど万ばん能のうな、都合のいい奇き跡せきではないのだから。

　治せばいいということは、治せない傷を負わせることなんて、彼女にはできないという意味でしかなかった。俺はそれを、彼女に伝えればそれでよかった。

「そ、そのためだけに無抵抗で殴られたん、ですか……？　負けるつもりで」

「馬ば鹿か言うなよ」理解できないという表情のピトスに、笑って告げる。「戦うって、ちゃんと言っただろ。勝ちまで譲ゆずったつもりはねえよ」

　その直後、背後から刃やいばが落ちてくる。

　組み伏せられたピトスの顔、その真横の床に切っ先が突き立った。

「――ほらな。俺たちの……勝ちだ」

　俺の背後には今、フェオが立っている。この状況では、いくらピトスでもフェオの剣けんを防ぐことなんてできない。俺は初めからひとりではなかったということ。

「……いつの間、に」

　愕がく然ぜんとした表情で、彼女は目を見開いた。

　それもそのはず。今の今まで、ピトスはフェオの存在を認識できていなかった。

　忘れていたわけじゃない。

　――俺が魔ま術じゆつで、フェオの存在を隠かくしていたからだ。

　隠いん蔽ぺい。あの男ほど巧たくみには扱あつかえないが、元より魔術は秘するものだ。戦いの中で意識を逸そらすことくらいなら、俺にだってできないことはない。

　ルーンには、そのもの《秘密パース》と呼ばれる文字があるくらいなのだから。

　初めから二対一だったわけだ。

　そのことに気がついたからだろう。ピトスは片手で目元をごしごしと拭ぬぐい、俺に向けて文句を告げる。

「ひ、ヒトには話せって言っておいて、自分は隠しごととか。信じらんない……っ！」

「言ってあったろ。初めから、お前を騙す、って」

　フェオの存在を隠蔽し、その隙すきに彼女はシルヴィアを回収して、攻撃の隙を窺うかがっていたということ。煙で文字を書けるのだ、それくらいの意志疎そ通つうはわけなかった。

「……本当に、馬鹿なんじゃないですか」

　ピトスが言う。それはきっと本心からの罵ば倒とうであって。

　まあ悪口でも本心を聞けるのなら、それは悪いことじゃないと思う。

「馬鹿って。またいきなり言ってくれるな」

「いや、馬鹿だよ。絶対馬鹿だよ……っ！　こんな、腕を捨てるような真ま似ねして。本当に壊こわれたら――魔術でだって治せないのに」

「それは困る。ちゃんとお前、責任取ってくれよマジで」

「……せ。責任って……」

「超がんばって治してくれ本当に。正直、痛すぎて気絶しそうなんだ。マジで。お願い」

「……あり得ない。本物の馬鹿だよ。頭おかしいよ」

「うるせえ」と俺は笑う。「それで。――話をする気にはなったのか？」

　途と端たん、ピトスは口を噤つぐんだ。この程度で口を割るほどの決意なら、初めから独りで残ろうとはしないのかもしれない。

　だがまあ――それでも彼女は動きを止めたのだ。

　その意味は、たとえ勝手な判断だろうと、俺が汲くみ取らなければ嘘うそだ。

「心配するなよ。俺はそこそこ強いだろ？　たいていの相手になら勝てる。実際、お前も倒してみせた。ていうかメロもいるし。冷静に考えてみろ、これだけ揃えば魔ま法ほう使つかいにだって勝てる」

「そんなになってまで……よく言えるね。アスタくんのほうがよっぽど異常だよ。結局、格好いいこと言ってフェオさんに頼たよってるし」

「独りで戦うような奴やつ、それこそ信しん頼らいするもんじゃないぜ。周りを上う手まく使えるほうがいいに決まってるだろ、当たり前だ。できることは、できる奴がやればいいんだよ」

「だからって――」

「少なくとも、お前より強いことは証明されただろ？」

　骨を折られたけど。そしてピトスは無傷だけど。

　勝ちは勝ちだ。目的を達成したほうが勝利なのである。そういうことにしておく。

　あまり納なつ得とくいかないのか、いくぶん不満げにピトスは頷うなずいた。

「まあ、そういうことにしてもいいけど……」

「なら、それはつまりお前の判断より、俺の判断が正しいってことだ」

「……え、ええ……？」

「いいんだよ、勝ったほうが正しくて負けたほうが間違ってる。そんなもんだろ世の中。俺が勝ったんだから、俺の言うことが正しいってことにすればいいんだよ、お前は」

「……だから、『騙されろ』って？」

「無理も通せば道理っつってな。なんでもいいんだよ、結局。俺は全員で帰りたい――それだけだ。諦あきらめる気なんてさらさらない」

　要は解かい釈しやくだ。それを見て、何を信じるかが問題だろう。実際にできるかどうかなんて、そんなことは知ったことじゃない。その責任は俺だけが背せ負おっていればいい。

　七星旅団セブンスターズの――いや、お前の友達の、アスタ＝セイエルは強いから。だから、魔法使いの言葉なんかより、こちらを信じろと俺は言っている。信じて、担かつがれて、騙されろと。

　それを事実に変えるだけの力があるから、と。

　これはそのための喧嘩だった。

　――名前を交わして、友達になるための喧嘩。

「……まあ、お前は優しい奴なんだろう。普通なら、自分だけでやろうとなんてまず思わない。なんとしてでも、自分だけでも生き残ろうとするのが本当だろう。よく堪たえたな」

「やめてください」組み伏せられたまま、ピトスは首を振る。「わたしは――わたしは、そんな、いい人間じゃない。見たくなかっただけで……そんな」

「何言ってんだよ」俺は笑う。「別に褒ほめてないから」

「え――」

「実際のところ、お前が何を考えてたのかなんて知らないしな。まあ大方、『お前さえ死ねばほかの奴らは助けてやる』とでも言われたんだろうけど。言わせてもらえりゃ、そんな言葉を信じるほうがどうかしてる。嘘に決まってるだろ、んなもん」

「あ、上げてから落とさなくてもいいじゃんか……っ」

「いいや、まだ言い足りないね」

　そう――それでも。

　俺には、彼女が初めから「助けてほしい」と叫さけんでいるようにしか見えなかったのだから。ならせめて、言葉くらいは費やせなくてどうする。

「初めから素直に『助けてほしい』と言ってれば、こんな面めん倒どうな真似しなくて済んだのに。まったく面倒臭くさい女だな、お前は。レヴィやメロよりずっと面倒なレベル。大人しい顔して隠しごと多いし、一度決めたらぜんぜん考え変えないし、あとなんかほかにも面倒な事情抱えてそうだしな。まさか肉体言語で話さなきゃいけないとは思わなかった」

「そ、そこまで言いますか……」

「だいたいお前だって死にたいわけじゃねえだろ？　なんであっさり諦めてんだよ」

「……だって、相手は魔法使いで――」

「ほら。それがわかってて残れるんだから、やっぱりお前は優しいよ」

「――――っ」

　騙されるということは、つまり相手を信じるということだ。

　それを求める以上、俺はピトスに対して根こん拠きよを提示しなければならなかった。

　それが、この下らない喧けん嘩かの意味なのだから。

「そもそも治癒魔術なんて才能はな、誰だれより優しい人間にしか宿らないもんなんだ。七星旅団セブンスターズにもひとり治癒魔術師がいたんだが、あいつも優しい奴でな……いや性格は割とアレだったけど。かなりアレだったけど。まあ根拠はそんなとこだ」

「それ、根拠って言えるの……？」

「言えるさ。ふたりとも――俺の友達だ」

「……友達、ですか」

「優しい奴の周りには、いい友人が集まるものなんだよ。たとえば俺とかな。――だから安心しろ。いいかよく聞け、安心しろ。俺は強い。ちなみにメロはもっと強い」

「なんか格好よくないんですけど……」

「だから答えてくれ。どうしたいのか。俺にどうしてほしいのか。仕方ないから、それを俺が手伝ってやる。お前の背中を、俺が後ろから押おしてやる」

「――助けてって言えば」ピトスが、訊きく。「助けてくれるの？」

「ああ。だから、安心して騙されろ」

　欺ぎ瞞まんでも。錯さく誤ごでも。ただの勘違いした痛い奴でも構わない。

　俺は英えい雄ゆうではないけれど、それでも彼女の友達だから。いや、俺自身がそうしたいから。

　メロのように――やりたいことをやってやる。それが魔ま術じゆつ師しという生き方だ。




「――俺が、お前を助けてやる」




　そして、ピトスは。

　仕方ないな、と小さく笑って。

「わかった。アスタくんに……騙されてみるよ」





※






　とまあ、ここで終わっていれば青春万ばん歳ざいとか適当なこと言って流せたのだが。

　ふと、背後のフェオが、小さな声で俺たちに言った。

「盛り上がってるところ悪いんだけどさ」

「ん？」

「あんた、自分の左腕がどこにあるか、そろそろ気づいたほうがいいんじゃない？」

「――は？」

　いったいどういう意味だろうか。

　確かに腕は痛み続けているが、かといって取れているわけでもなかろうに。俺は首を傾かしげ、その流れで視線を自分の左腕の先へとやる。そして気づいた。

　俺の左手が、ピトスの右胸を鷲わし掴づかみにしている事実に。

「――うぉえい？」

　口からヘンな声が漏れた。フェオのことを言えた義理じゃない。

　ピトスはやけに愉たのしげに苦笑して、こちらへ向けて小首を傾げてみせる。

「あ、ようやく気づきましたか、アスタくん？」

「え……おお、ああ、済まん」

「組み伏せてみろとは言いましたが……アスタくんも意外に男の子ですね？」

「いやあの……ごめん」

　咄嗟に立ち上がろうとした俺は、「うお」だが再び、ばたりとピトスに向かって倒たおれ込んでしまう痛い。

「ちょっ……アスタくん!?」

　咄嗟に俺を抱き止めてくれるピトス。彼女の胸に、今度は顔面が吸い込まれている。心から申し訳ないと思うのだが、ついでにちょっと役得だとも考えていたりもするのだが、それどころではなくて。

「――すまん。腕、かなり、やば」

「ええっ!?」

　片言になってしまった。顔を濡ぬらす汗あせの量がやばい。本当にごめん。

　とはいえ仕方ないと言わせてもらいたい。なにせ痛覚以外の感覚が死んでるんだ。これは無罪に違いない。

「――……ふう」ピトスが、小さく息をついた。「えいっ」

　そして俺の左腕を取ると、なんとそのまま胸に抱え込んだだだだだだ痛い痛い痛い！

　そこまで怒おこってるのか、と慌あわてるも一いつ瞬しゆん、俺は何か温かく柔やわらかな感かん触しよくを腕に覚える。

　いや別にピトスの胸の話ではなく。

　意外とあるなあ、とかそういう話ではなく。

　痛めた腕に、柔らかな魔ま力りよくが流れ込んできていた。ピトスが、俺の腕を治癒してくれている。治癒魔術の感触が、壊れた肉体を少しずつ癒いやしていた。

　……まあ正直、助かった。

　メロたちを追うにせよ、もはやこの負傷では足あし手で纏まといにさえなれないだろう。

　加えて言えば魔力もいい加減やばい。あと一回、魔術を使えるかどうかの瀬せ戸と際ぎわである。

　俺は礼を言うべく口を開きかけ、

「――アスタくん」

　その発言を、先んじて言葉を作ったピトスに封ふうじられる。

　彼女は悪戯いたずらっぽく微ほほ笑えむと、俺に向かってこんなことを言う。

「気持ちいいですか？」

「え、ああ。さすが治癒魔術は――」

「胸の話ですけど」

「――――」絶句した。

　あれ。このヒト、やっぱりかなり怒ってる……？

　割と扱こき下おろしたからかな……一応、考えて喋しやべったつもりだったんだけど。

「わ、わざと触さわってるわけではないんですよ？」

「でも触ってますよね。今も触ってますよね。ていうか顔を突っ込みましたよね。まさかこれだけ触っておきながら、謝あやまるだけで済ませようなんて思ってませんよね？」

「……ど、どうせよと」

　おかしい。俺は彼女に怪け我がまで負わされているというのに。

　あ、いや、それは騙した時点で手打ちなのか。治ち療りようもこうして受けていることだし。

　……じゃあつまり、胸を触った分はこれ、清算されてないってことか？

　確かに今もなおセクハラ続行中だが、正直言って感触なんて微み塵じんも感じないし、不ふ可か抗こう力りよくということで情じよう状じよう酌しやく量りようの余地があるような……ないの？　え、なんかおかしくない？

　まるで沙さ汰たを待つ罪人の如ごとき気分を味わう俺。

　ピトスは俺の手を胸に抱えたまま、満面の笑えみでこんなことを言う。

「責任。――ちゃんと取ってくれるんですから、それで許してあげますよ」

　――騙されていたのは、もしかして俺のほうじゃないだろうか。

　と、俺はそんな風に思ってしまった。




　現実逃とう避ひだった。
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挿話　魔法仕掛けの神







　――バケモノだ。

　そう、シャルは思った。目の前の、自分よりさらに小こ柄がらな少女を見て。シャルは、少女が自分とは完全に別の論理の中に生きる存在であることを知る。

　円柱形の光の道――メロは門扉ゲートと呼ぶ魔術――それを見た端たん的てきな感想だ。戦っているところを見たわけでもないのに、圧あつ倒とう的てきすぎる格の違ちがいを思い知らされてしまう。

　オーステリア学院を訪おとずれてからというもの、シャルが劣れつ等とう感かんに晒さらされた回数は数えきれない。レヴィも、ウェリウスも、ピトスも。最近では兄あに弟で子しと呼んだあの男でさえ。彼女にはない力を、強さを持っている。《魔法使いイプシシマス》という頂はあまりに遠すぎた。

　それでも、ここまで絶望的な気持ちになったことはない。いや、その隔かく絶ぜつはもはや絶望さえ抱いだかせないほどだった。逆に慈じ悲ひであるとさえ感じてしまうくらいに。

　確かに、戦いでは及ばない相手は多い。だが魔術師の価値は戦いに強いことだけではないし、事実として《魔法使いイプシシマス》になるために戦える必要などないとも言える。

　言い訳が立ったのだ。

　戦せん闘とうではレヴィに敵かなわないだろう。だが扱える魔術の種類ならばシャルが勝っていた。元素魔術ではウェリウスに負けても攻こう撃げき力りよく自体は拮きつ抗こうできる。治ち癒ゆ魔ま術じゆつは確かに扱えないが、補助魔術の技量でピトスに劣おとるとも思わない。アスタに至っては呪のろわれている。

　万ばん能のう型がたの魔術師――それがシャルの在り方だ。汎はん用よう性せいにおいて彼女は群を抜いている。こと《魔術を憶おぼえる》ということに関して、シャルは誰より器用だった。

　――だが、その自信もメロを前にしては崩れてしまう。

　彼女が扱う術式の、その末まつ端たんさえもシャルには読み解くことができなかった。何をしているのか、意味が微塵もわからない。こんなことは今までに一度もなかった。

　いったい何をどうすれば、こんな魔術を構築できるというのだろう。なんの媒ばい介かいも、詠えい唱しようも、補助さえ必要とせず、メロ＝メテオヴェルヌはこの世で彼女しか為なし得えない魔術を連発する。一度に消費する魔力量は、下手な大魔術より多いのではないだろうか。

　にもかかわらず。メロは、息さえ乱してはいなかった。

　理解できるのは、こんなものはほかの誰にだって真似ができないということだけ。

　そんなものはもはや魔術と呼ばない。いっそ異能とでも呼ぶべきだ。

　魔術という一個の技術系等に類するモノではない、メロのみが生物として備えた機能の一種。それを才能と呼ぶのなら、なるほど確かに、自分など物の数にも入るまい。

　自じ嘲ちようするでもなく、単純な認識としてシャルは思った。そして同時に、そのことを知るであろうひとりの男についても思う。

　――アスタは、これと一いつ緒しよにいて何も思わなかったのだろうか。

　彼かれは印刻ルーン以外のあらゆる魔術が使えない。そんなもの、本来なら魔術師として失格の烙らく印いんを押されたに等しい。それでも唯ゆい一いつの取とり柄えである印刻ルーンを、ほとんどオリジナルとさえ言えるほどに改めた彼の努力は、それこそ並なみ大たい抵ていのものではないはずだ。

　――どうして。どうしてそんなところにまで辿たどり着つくことができたのだろう。

　兄弟子とは言うものの、アスタと違ってシャルは《魔法使いイプシシマス》から直接の指導を受けたことなど一度もない。父親の資料を勝手に漁あさり、自力で魔術を習得し続けただけだ。

　シャルが彼を《お義兄にいちゃん》などと呼んでいるのは、単なるあてつけでしかなかった。

「――どしたの、シャル？　なんか考えごと？」

　と。唐とう突とつにかけられたメロの声で、シャルは思し索さくから浮ふ上じようする。

　――いくらなんでも気の抜きすぎだった。

　迷めい宮きゆうの内部に張はり巡めぐらされた結界で魔ま物ものと遭そう遇ぐうすることがないとはいえ、警けい戒かいを怠おこたっていいわけではない。いきなり名前で呼ばれたことはともかくとして、助かった。

　緊きん張ちようしているのだろう。そのことを自覚している。

　この先に――父親が待っているかもしれないのだから。果たして顔を合わせたとして、どんな話をすればいいのだろう。シャルにはわからなかった。

「……うん？」

　首を傾げるメロ。その様子だけを見れば、どこにでもいる普ふ通つうの女の子だといえる。

　シャルは首を振り、それから答える。外見になんて、なんの意味もない。

「別に。それより、そろそろ最下層だよね」

「そうだね。もう着くよ」

　言いながらメロは、再び作った《門扉ゲート》に身を躍おどらせる。シャルもそれに続いた。

　降りる先から、メロは索さく敵てきの魔術を周囲に走らせる。これもまた異常だ。彼女の魔術は、広く瘴しよう気きの濃こい迷宮の一層分ワンフロア全体を網もう羅らする。ほかの魔術に比べれば驚きよう異い的てきというほどでもないが、この程度のことならば当たり前にできるということ自体が実力だ。

　当初、メロはシャルに対し「索敵、やる？」と訊ねていた。

　問われた理由はわからないが、彼女の言う索敵とは降りた地点から一歩も動かないまま迷宮全体を網羅するという意味だ。それも魔物ではなく人間を。

　できない、とまでは言わないにせよ、メロがやるより効率はきっと悪いだろう。

　そのことを告げると、メロはあっさり頷いて「そっか。んじゃあたしがやるよ」と言った。続けて、

「あたしも苦手なんだけどねー……」

　などと悪夢みたいなことを呟つぶやきながら、索敵の魔術を起動する。

　その術式も、やはりシャルには理解のできないものだった。これで苦手とは思えない。

「こういうのは、本当はアスタがいちばん得意なんだけど……」

　呟くように言うメロ。

　――アスタでなくて悪かったな。

　などと思いつつも一応、彼女の独り言に答えてみる。どうせ他意はないのだろうから。

　自分が気にしすぎているだけだということくらい、シャルにだってわかっていた。

「そう、なんだ？」

「今のアスタなら、棒立ちで迷宮全体の内情を網羅するくらいできるんじゃないかな。相変わらず、こういうことだけは異様に上手いんだから」

「…………」

「たぶん七しち星せいでも、それができるのはアスタだけじゃないかな。《教授》ならもしかしたらできるかもだけど……《教授》はよくわかんないからなー」

　――さらっととんでもない情報を聞いた気がする。

　とシャルは思ったが、メロがあまりにも普通に言ったため表情には出さなかった。

　アスタ＝セイエル。魔法使いの弟で子し。

　メロと旧知なのはわかっていたが、まさか七星旅団セブンスターズの一員だったとは。シャルが知っているのは魔法使いの根城に残されていた情報だけで、そのあとのことは知らなかった。

　――その割には、この《天災》から感じるような凄すごさみたいなのがないけど……。

　学院では確かに強いほうだが、かといって伝説になるほどのレベルだとは思えなかった。まだしもレヴィやピトスのほうが、その域に近いという気さえする。

　とはいえ、当のメロ本人が言っているのだから、事実ではあるのだろう。アスタが自分で言っていてた呪詛のろいとやらが影えい響きようしているのかもしれない。

　実際、迷宮の層を超こえて魔術を起動させるなど、並大抵の魔術師にできることではないのだから。疑おうとまでは思わなかった。劣等感を刺し激げきされることもない。

　ああ、そうなのか、と。単純にそう思うだけだ。

「――、あれ」

　そのとき、ふとメロが首を傾げた。朗ほがらかだった彼女の視線が、一瞬にして鋭するどくなる。

　その唐突な変化に、シャルは少女へと視線を向けた。メロは呟く。

「術式を……妨ぼう害がいされた」

「妨害……？　誰かに邪じや魔まされたってこと？」

「うん。誰かいるね。しかも、わたしの索敵に、掴つかまる前に気づいて抵抗するレベルの奴が」

「さ、索敵に引っかかる前に術式に気づいて、しかもそれを消すって……」

　いったいどんなレベルの魔術師なら、そんな離れ業わざが可能なのか。シャルにはもう見当さえつかない領域の話になっている。

　ヒトを捜すための魔術の存在を、捜される前に探し当てるなど意味がわからない。

　魔術を妨害されたというのに、メロは愉ゆ快かいそうにお腹なかを押さえる。そんな反応になる意味が、やはりシャルにはわからなかった。いったい何が面おも白しろいのだろう。

「あははっ、意味ねー！　消した時点でいるってわかるのに、いらない手間踏ふむなあ」

「なら、どうして……」

「決まってんじゃん」メロは酷こく薄はくな笑みで言う。「喧嘩売ってんだよ、これ」




「――いや、喧嘩なんて売るわけねえだろ。それこそ意味ねえよ」




　突とつ然ぜんだった。突然すぎるほどだった。

　唐突に舞い込んだ第三者の声。誰が発したのかちっともわからない。

　咄嗟に身を硬かたくするシャル。そして驚おどろいたことに、視線の先ではメロもまた驚きよう愕がくを表情に浮かべていた。

　――《天災》でさえ気づけなかった……!?

　その事実に思い至るや否いなや、戦せん慄りつが悪お寒かんとなって背筋を貫つらぬく。

　感覚ではない。実際に、現実的な影響として、シャルの身体からだを怖おぞ気けが襲おそったのだ。

　それほどに濃のう密みつな魔力の気配があった。

　一度認識してしまえば、その異常にこれまで気がついていなかった自分が信じられないほどの魔力。質も、量も、何もかもが圧倒的に異常だ。呼吸さえ苦しくなるほどに。

　圧倒的な気配を持つ誰かが、通路の先からこちらを見み据すえていた。

　その姿を確かく認にんした瞬しゆん間かん、シャルは完全に凍こおりつく。

　――知っている。自分は、そこに立つ男を知っている。

　きっと、誰より焦こがれた相手だから――。

「……っは、あり得ねー。完かん璧ぺきにバケモノじゃん……！」

　メロが、静かにそう呟いた。先ほどシャルがメロに感じたものと、奇しくも同種の思いを。今度はメロが、現れた男に感じている。彼女の頬ほおを、ひと筋の汗が伝っていた。

　本能と理性が、脳内で同時に最大限の警けい鐘しようをかき鳴らしている。

　圧倒的なまでの存在気配。感じられる濃密な魔力。その強さを、ひと目で理解させられる異常性。その全すべてが圧倒的な幻げん想そうの具現。ヒトの身には余る奇跡の証明だ。

　メロは悟さとっていた。

　目の前の男が、これまで出会った敵の中でも最上位に位置する怪かい物ぶつだと。

　怪物はそんなメロに目をやり、ふと笑う。

「いや、それはお前、自分のこと棚たなに上げて言うもんじゃねえだろ。心配するな、お前も充じゆう分ぶんに怪物だし、異物だよ。この世界にとってのな」

「……尋じん常じようじゃないね。はは、なんなのさコレ？　おじさん、本当に人間？」

「生あい憎にくと人間だよ、これでもな。何、気に病やむな。お前だって、もう少し修しゆ行ぎようすりゃ俺おれの遊び相手くらいにはなれるさ」

「嫌いやだな、そんなつれないこと言わないでほしいんだけど。せっかく会ったんだからさ、今から遊んでくれたっていいじゃんか」

「なんだよ。もう少し敵意を持ってくるかと思いきや……割と気楽じゃねえか」

「そりゃそうでしょ。おじさんみたいのが、あんな下らないことするわけないもん。する意味がないじゃん。じゃあもう関係ないでしょ？　おじさんが何かしたわけじゃない」
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「……なるほど、さすがは《天災》、頭は冴さえてるみてえだな。だがいいのか、俺じゃないということは、つまり俺以外がいるってことだぜ？」

「関係ない。そっちはアスタがどうとでもするでしょ。――だから、こっちはこっち」

「あー、悪わりぃな。生憎と俺は、《運命》から外されちまったからよ。もう負けちまった人間なのさ。だからお前みたいなのには手を出だすことができねえんだ。せめてお前がもう少し弱ければな――世界に干かん渉しようしなくて済むんだが。あるいはもう少し強ければ、だ」

「意地悪だなあ……あ、あたし、メロ＝メテオヴェルヌってんだけど」

「名乗るんじゃねえよ馬鹿、確信犯だろ。お前の名前くらい知ってるっつーんだ」

「あはは。光栄だねー」

「――ちっ」男は、獰どう猛もうな笑みで舌を打つ。「仕方ねえ、名乗られちまった以上は名乗り返してやる。しばらくの間だけ相手になってやるから、せいぜい本気で暴れてみろ、天災ガキ」

　その言葉に、メロはとても愉快そうな笑みを作った。

　その横で、シャルは男が自分を見てもいないということに言葉を失う。

　そして――男は名乗った。




「――三番目の魔法使いイプシシマス。アーサー＝クリスファウストだ」




　その名を聞いた瞬間、メロは弾はじかれたように動きを作った。

　ひと言で表すなら突とつ進しんだ。メロがタラスからオーステリアまで戻る際に扱った魔術の、攻こう撃げき的てき解かい釈しやく。道を進み、その速度でもって障害物を排はい除じよするという概がい念ねんの槍やり。

　動きとしては、ただ前に向かって直進しただけ。だがその速度も圧力も、単に《突進》などと表現するには埒らち外がいすぎるものがある。

　余波に晒されただけで、シャルはバランスを崩くずして後ろに倒れてしまう。まるで目の前で火魔術の爆ばく風ふうが生じたかのような勢いに、堪たまらず尻しり餅もちをついたのだ。

　立ちはだかるもの全てを薙なぎ倒す台風のように、あるいは大気を貫き星さえ穿うがつ隕いん石せきのように。《天災》の二つ名に恥はじぬはずの、それは理り屈くつを超ちよう越えつした攻こう撃げきだった。




　――そう、攻撃だった。




　数メートル先にいた魔法使いは、けれど動じることがない。動かない。

　名乗りを聞いた瞬間の攻撃を前に、アーサーは一いつ切さいの脅きよう威いを感じていなかった。

　わずか前に、メロ当人がアルベル＝ボルドゥックの魔ま弾だんを片手で受け止めて見せたのと、形としては同じものだ。相手の攻撃を、攻撃としてさえ認にん識しきしていないかのような姿。

　意い趣しゆ返しのように見せつけられた行こう為いだが、先ほどの戦闘を魔法使いが知っていたかはわからない。いや、おそらくは知らなかっただろう。

　だが結果として、その行為はメロに格の違いを植えつけるだけの意味を生んだ。

　そう、魔法使いの行為は――防ぼう御ぎよでさえなかったのだから。




　ふと気づけば。メロは、一瞬前まで自分が立っていた場所まで戻っていた。




「な――」

　理解できない異常が、メロの意識に空白を生む。それは隙と呼ばれて然しかるべき失態だったが、魔法使いはただ泰たい然ぜんとそこに在るだけで、攻撃の意思さえ見せていない。

　すぐ背後では、転んでいたはずのシャルまでもが、同じく立った状態に戻っていた。

　まるで攻撃そのものをなかったこととされたみたいに。

　メロが攻撃する直前まで、時間が巻き戻ってしまったかのように。

《魔法使い》アーサー＝クリスファウストは、悠ゆう然ぜんとその場所に立っていた。

　違いといえば、彼がいつの間にか右手を上げていることくらいのものだ。

　それがなければ、メロは本当に時間を巻まき戻もどされたことを疑わなければならなかった。

「……《天災》、か。なるほど上手い命名ネーミングをする奴がいたもんだ。いっそ皮肉だぜ」

　魔法使いアーサーが言う。淡たん々たんと、何かに納得するかのように。その余よ裕ゆうを、だがメロは崩せる気が微塵もしなかった。格が違う――のでは、どうやらないらしい。そうではないまで、理解させられてしまった。

　違っているのは次元だ。

　メロは、自身にいつ以来かの冷ひや汗が浮うかんだことを自覚する。

　ここまでの死線は、久しく潜もぐった記き憶おくがない。相手に戦う気がないとしても。

「だが駄だ目めだな。それじゃ駄目だ。お前、そりゃあ考えすぎだ。頭がいいのはお前の取り柄で、人間としての力だが――かといって天災としての自分を放ほう棄きするな。攻撃をする意思なんざ、何かを害そうとする思考なんざ余分だ。そんな小こ賢ざかしい瑣末モノを持っている時点でお前は災害たり得ない。天災は理屈が通じないから天の災わざわいなんだろうが。いいか、《先手を取ろう》だなんざ考えんな。そりゃ《後手になったら負ける》って意味だ。余計な概念で自分を縛るなよ」

「知った風に……言ってくれるじゃんか」

「知っていれば言うさ、俺は優やさしいからな。だからこそ《自己自身者まほうつかい》と呼ばれている。今、お前は考えて行動しただろう。それが間ま違ちがいだ。天災に敵なんて存在しない。だから天災は攻撃をしない。ただ在るだけだ。そうでなければならなかった。にもかかわらずお前は今、《先手を取らなければ勝てないかもしれない》と保身に走った。そんなものが――この俺に通じるわけねえだろ、間ま抜ぬけ。その程度じゃ、あの馬ば鹿か弟で子しと同レベルだぞ」

「このあたしが、保身で攻撃したって？」

　問い返す声がわずかに震ふるえていた。

　どこかで認めていたのだろう。魔法使いの言う理屈を。

　考えるな、という意味ではない。だが理屈のある暴力など災害ではない。天災でないのならば、人間に敗れるということだ。魔法使いはそう言っている。

　それは精神論だったが、魔術師は意志を形にする者――精神論を事実に変える者だ。その理屈で自身を騙だますことができるのなら、翻ひるがえって魔術師は世界を騙すことができる。

　それが、魔術というものだ。

「お前はあくまで理屈に、法則に則のつとって動いている。それがほかの誰にも理解されないだけで、お前自身の中には確固たる論理が存在している」

　アーサーの口調には、たとえるなら教え子に理ことわりを説く教師のような風ふ情ぜいがある。

　シャルはふと、目の前の男がアスタ＝セイエルにとって魔ま術じゆつの師であったことを思い出していた。アーサーが残した研究室には、彼がアスタと合同で行ったらしき魔術関係の書物や、そのもの魔ま導どう書しよが多く残されていたことを覚えている。

　だからシャルはアスタがアーサーの弟子だと知ることができたのだし、残された魔術書を読み解いて独学で魔術を学ぶことができたのだ。

　――しかし、だとするのなら。

　理りを超越した魔法使いこそが、最も理に則った行動を取っていることになる。

　魔法使いは言葉を続けた。

「ま、それはいい。どんな災害だって、それでも物理法則の上に生じていることに変わりはねえ。だがそれは災害そのものの意志じゃねえだろう。意志があったとしても、それは人間に理解されるもんじゃねえ。作られた法則ルールなんぞに追従するな。俺に勝てないと思ったっつーことは、俺に勝てないと思わされたっつーことだ。そんな意志で魔術を使うな。随ずい従じゆうするな服従するな。呑のみ込んで上に立て、お前が法則ルールの側になれ。それができないうちは、一生かかったって俺にゃあ届かねえよ――わかったか、なあ、天才ちゃんよ？」

　――ふざけたことを言う。

　とは、メロも思わなかった。それが自分でさえ意外だった。

　反発する気持ちがないわけじゃない。けれど、どうしてかアーサーの言葉は、すとんと抵てい抗こうなくメロの心に落ちていった。今の言葉を聞かされただけで。それだけで、魔術師としてのレベルが一段階上がったような。そんな気分にさえさせられていた。

「……、」

　だが換かん言げんすれば、それは現状での敗北を認めてしまったことにほかならない。

　時間を稼かせぐどころか、アドバイスまでされているのだから笑えない。今のメロでは、どう足あ掻がいても魔ま法ほう使つかいに敵わないことが、これで証明されてしまったに等しい。

　世間で《最強の魔術師は誰か》という議論が話題に上がるとき、自分の名がその候補に上がることにメロは自覚的だった。それくらいの《強さ》というものを、メロは自身に認めていた。

　とはいえ意外にも、メロは自分自身を《最強》だと思ったことは一度だってない。

　メロは《最強》という称しよう号ごうに憧あこがれている。その頂を目指すためだけに魔術師となった。

　伝説と呼ばれる七星旅団セブンスターズの中でさえ、本心で最強なんて称号を目指しているのはメロだけだろう。ほかのメンバーは、そういった俗ぞくな肩かた書がきに一切の関心を持たない。

　七星の中ですら、メロより強い人間のほうが多いのだ。たとえば自らの師である《超ちよう越えつ》の魔術師に、メロは数え切れないほど敗北を重ねてきた。教授とあだ名される、七星で唯一《魔導師メイガス》の称号を持つ相手だって、メロと互ご角かく以上の戦いができることだろう。

　あのアスタまでもが、初めて会ったときにはメロを正面から下しているのだ。

　けれど。その誰を相手にしたところで、メロは《勝ちたい》とは思っても、《勝てない》と思ったことはない。

　にもかかわらず、メロは魔法使いを相手に《勝てない》と思ってしまった。

　思わされてしまっていた。

　その上で――しかし《勝ちたい》とは決して思わなかったことが不思議だった。

　いや、わかってはいるのだ。なぜ、自分がそう思えないのか。メロは、それを自覚できるほどには賢かしこく、優ゆう秀しゆうで、またそれで理性を失うほど感情的にもならない。

　だって、メロと魔法使いでは戦いにさえならなかったのだから。

　目の前の魔法使いは戦う人間じゃない。そもそも戦ってさえいない。ただそこに、そうあるべくして在ったに過ぎない。

　単に越こえられない壁かべへと自分からぶつかって、当然に跳はね返かえされたというだけ。

　その上で壁自身から、「そのやり方じゃ登れないぞ」と助言アドバイスまで受けているのだから始末が悪い。もはや喜劇、単なる笑い話でしかなかった。苦笑だって零れてくる。

「そうだな。次からは、まず自分の魔術に名前をつけてみろ。即そつ興きよう魔ま術じゆつなんて言えば聞こえはいいが、それは絶対の一を持たないという意味だ。なら、まずは論理から極きわめてみせろ。――話はそれからだ、《天災》」

　あくまでも助言に徹てつする魔法使いの言葉。その正しさをメロは本能から察していた。

　けれど、だからこそメロは同時に理解する。

　壁は越えられない。少なくとも今の自分では。

　そして同時に――壁もまた、乗のり越えようとする人間には干渉できないのだ。

「……わかった。今回は諦あきらめるよ」

　メロはそう言葉にした。敗北宣言ではない。次は倒すという意志の宣告だ。

　その発言に、魔法使いは盛大に口角を歪ゆがめて笑う。

「その言葉が言えるなら充分だ。あのバカよりはずっと見どころがある」

「あのバカって……アスタのこと？」

「ああ。せっかく俺が手て解ほどきしてやったっつーのにな。俺は、アレより救いのないバカを見たことがねえよ」

　魔法使いは愉快げに笑う。

　その言葉の意味を、果たして額面通りに受け止めていいものか。

　メロにはわからなかったし、蚊か帳やの外に置かれたシャルもそれは同じだった。

　――だが、流されてばかりはいられない。

　目の前の存在は、シャルがずっと焦がれていた相手なのだから。

　ここで言葉を作らないことを、シャルロット＝クリスファウストは自身に対して許せない。

「――あ、あの！」

　と、シャルは言葉を発した。

　魔法使いは「お」と驚いたような表情になり、それからにやりと笑ってみせる。

「意外だな、俺を前に言葉を作るか。まあいいぜ、せっかくだからお前にも褒ほう美びをやるか。誰だか知らねえが、何かあるなら聞いてやる」

　――その言葉が。

　どれだけシャルに衝しよう撃げきを与あたえたか、きっと彼ですら想定していなかった。それがなければ、シャルが《その呼び方》を使うことはなかっただろう。

　運命はここで変わった。それはおそらく、誰にとっても想定外の方向へ。

「お父……さんっ」

　呟くように、零こぼすようにシャルはそう口にした。

　その言葉を聞いた瞬間に、魔法使いの表情が一変する。

　それまで笑みで保たれていた魔法使いの表情が、驚くほど真しん剣けんなものへと変わったことに、この場ではメロだけが気づいていた。

「――なんだと？」

「え――」

「待てよ。待て待て、ならお前、つまりは――嘘うそだろオイ、なんでお前が動いてる？」

「う、動いてるって……何言って」

「――は。はは……ははははははははははははははっ！　傑けつ作さくだ!!」

　魔法使いが、狂きよう笑しようする。シャルも、メロでさえ言葉を挟はさめない狂きよう気きの笑い。

　その異常おかしさは、きっと魔法使いにしかわからない。

「――やられたぜ。道理で、何もかも逆に運ばれるはずだ」

　シャルは言葉を失っていた。目の前の男が、いったい何を言っているのかわからない。

　わからない。わからない――？　否いや。違う。

　――それは、決して理解してはならないというだけで――。

「おいおい、これは奴やつだって想定外なんじゃねえの？　クソ、あのババア、引きこもってるかと思いきや裏でこんなことやってやがったのか――笑わせるぜ」

「……どうしたの、おじさん？」

　と、メロが訊たずねた。

　魔法使いは顔を上げ、外見上は正気に戻る。

　元より、別に狂くるったわけではなかったのだろう。単に外れていて、それをここで知ったというだけだ。

「なんでもねえよ、別に。気にすることじゃねえ」

「……知り合いじゃないの、シャルと？」

「シャル――ね。は、知らねえよ、そんな奴。魔法使いが知らないことなんて珍めずらしいぜ。同じ魔法使いのことくらいだからな、本来なら」

「ふうん……同じ魔法使い、ね」

　意味深に呟くメロ。とはいえ彼かの女じよも、詳くわしいことを察したわけではない。

　というより、何もわかってはいなかった。メロはシャルとアーサー、そしてアスタの関係など知る由よしもない。この場に魔法使いが来ている理由も、だからやはり不明だ。

　わかるのは、どうやら彼の意志で起こされた事件ではないらしい、ということだけ。

「さて。話を戻してやる。つーか、おじさんってオイ。そんな歳としじゃねえぞ」

　肩かたを竦すくめて睨にらむアーサーに、メロは小さく笑う。

「アスタもよく、おじさんのこと《クソジジイ》って言ってたけど」

「……まあそれよりマシか。礼れい儀ぎのなってねえガキだ、本当に。まったく見込みがねえ」

「アスタの師し匠しようだったんじゃないの？」

「昔はな」魔法使いは吐はき捨すてる。「目をかけてやろうって思わせるくらいの気き概がいを持ってたんだ。だが今はダメだ、てんでなってない。今のアレは、たとえるなら煙草たばこの燃えカス――なんの役にも立たない灰だ。それはお前もよく知ってるんだろ」

「いや……さすがのあたしもそこまでは言わないけど」

「お前のほうがまだしもマシだよ。気づくんならあいつが気づかなくちゃ駄目なんだがな、本来。――どうして魔術なんて異常があることを、当たり前と思ってられるのやら」

「……どゆこと？」

「あいつが間抜けだって話だよ。お前だって、だからわざわざオーステリアくんだりまでやって来たんじゃねえのか？　ったく健けな気げな奴だな、意外と、お前も」

「……なんで知ってるのさ」

　などと魔法使い相手に突っ込むのも馬ば鹿からしいか、とメロは苦く笑しよう。

　その反応のどこがお気きに召めしたのか、魔法使いはやけに気分よさそうに大たい笑しようした。

「今じゃお前のほうが、よほど《奇術師トリツクスター》に相応ふさわしいぜ。正直、今回の事態にアスタ以外の七星が関かかわるとは思ってなかった。お前がいなけりゃ、シルヴィア＝リッターか、あるいはピトス＝ウォーターハウスの、どちらかは確実に死んでいただろうぜ。誇ほこれよ、お前は命を、少なくともひとつ分は救ってる」

「……おじさんが、あのふたりを殺すつもりだったの？」

「違ちげえよ。つーか違うってわかって訊きいてんだろ、お前も。なんで俺がそんなことしなくちゃなんねえんだ。今のままじゃ教団側が不利すぎるからな。ちょっとばかし肩かた入いれしてやらなきゃならなくなっただけだ。俺自身はもう、運命には干渉できないのさ――お気づきの通りな。そういうことにされたんだ。好きでやってるわけじゃねえ」

「……シルヴィアは生いけ贄にえとして選ばれたんだよね。ピトスは……治ち癒ゆ魔ま術じゆつ師しだからかな。それがふたりの狙ねらわれた理由。でも生贄はひとりいればよくて、つまりピトスさえ死ねばシルヴィアが狙われる理由はなくなるってわけだ。――そう教えて、ピトスがひとりで死ぬように仕向けた……？　かな、そんなとこだ。問題は、じゃあ、この迷宮で犠ぎ牲せいを出して、それがいったいなんになるのか、っていうところだよね」

「――やめておけ、メロ」魔法使いは言った。「それ以上は気づくな。目をつけられる」

「……？」

　言い回しが、なんだか不可解だった。

　誰だれにとも、何にとも彼は言わない。訊いても答えないだろう。

　逆に魔法使いのほうが、小さく笑ってメロに問う。

「そうだな……参考までに聞かせておけ。どこで気づいた？」

「ウェリウス＝ギルヴァージルってヒトから聞いた」

「……あ？　待て待て、なんであの貴族の坊ぼう主ずの名前がここで出るんだ」

　なんでも知っているような――知らないことがあるほうがおかしいような魔法使いから。

　それでも、『なんで』という言葉を引き出せたことにメロはいくぶん気分をよくした。

「アスタがこの学院に来る前、最後に受けた授業は魔術史学だって言ってたよ。訊いてもないのに、迷宮のこといろいろ話してくれたから。それでなんとなく、ね」

「なるほど、だからか」それだけで、魔法使いは暗く笑った。「そこで迷宮の成り立ちに違い和わ感かんを持ちやがったな。ったく、それで言うなら、あの坊主がオーステリアにいるっつーことがそもそも脅威なんだよ。クソ、相変わらずやることが陰いん湿しつだぜ。やってられねえっつーんだ。――おいメロ」

　魔法使いは、射い竦すくめるような視線でメロを見やる。

「何かな？」

「……いや」魔法使いは首を振ふり、それから言う。「お前、指ゆび環わはどうした？」

　メロは苦笑して答えた。おそらくは、その問いが途と中ちゆうで変へん更こうされたものだと気づきながら。魔法使いは、きっと違うことを訊こうとしていたのだと知りながら。

「それ、アスタには訊かれもしなかったよ」

「あのバカめ。だから駄目なんだ。少しくらい違和感を持たないもんかね」

　魔法使いは吐き捨てるように言った。

　それが、この会話の終わりだった。

「――まあいい。今回は全面的に七星側の勝ちにしておけ。悪役は初め勝ってるもんだ」

「悪役って」

「その通りだろうが。――ほら帰れ、早くしねえと結界壊こわれんぞ」

「え」

　言った瞬間、周囲を覆おおっていた迷宮内結界が、音もなく崩れ去さっていく。

　周囲の白しら壁かべが水のように溶とけていき、その奥おくに迷宮らしい石壁が現れ始めていた。

「手て遅おくれだったな」

「うわ最悪……」

「ほら急げ、魔物が湧わき始めるぜ？　いくらお前らでも、これは普通に骨だろう」

「ただの嫌がらせじゃんか……」

「はっ、まあ受け取っておけ。――じゃあな《天災》、また会おう」

　その瞬間にはもう、現れたときと同様の唐突さで、魔法使いの姿は消えていた。

　どこへどう消えたのか想像もできない。この魔法使いといい、先ほどのアルベルといい、世界にはまだメロの想像を超える魔ま術じゆつ師しがいくらでも残っている。

　その事実に、どこか充じゆ足うそくにも似た感情を覚えながら、メロは振り返ってシャルへと告げた。

「さて、帰ろっか？　もうここにいる意味ないし、魔物出てきたらさすがに面めん倒どうじゃ済まないからね」

「――え、あ……」

　呆ぼう然ぜんと自失していたシャルが、メロの言葉に意識を浮上させる。

　先ほどの彼女と魔法使いのやり取りに、どんな意味があったのかメロは知らない。

　わかるのは、今それにかかずらっている時間などないということだ。

「ま、だいじょぶだよ。別にあたしたちだけで帰るってんじゃないし」

「……えっと」

「あの魔法使いに言われたほど、奇術師トリツクスターなんて柄がらじゃないけど。でもまあ、全部ものがたりを終わらせる強い味方なら、きちんと呼んであるからさ――」

　そう言って、メロ＝メテオヴェルヌはしたたかに微び笑しようした。







第九話　紫煙の記述師







　ピトスの魔術による治ち療りようは、それなりの時間を必要とした。

　治ち癒ゆ魔ま術じゆつとて万ばん能のうではない。それはイメージによる治療であり、ゆえに目に見える外傷と違ちがい、骨折や内臓損傷といった目に見えない怪け我がには効力が弱くなることがある。

　まあ病気よりはマシ――病を治せる治癒魔術師は本当に少ない――とはいえ、それでもこのレベルの怪我となると一いつ瞬しゆんで完治とはなかなかいかない。

　ちなみに俺の腕うでは、骨折した骨がわずかに肉を破っていたため、見た目にはかなり酷ひどい状態だった。我ながら、無む謀ぼうな真ま似ねをしたものだと思う。

　とりあえず、ピトスのお陰かげで外側を取とり繕つくろうことはできた。自然ならざる速度で傷が治っていく様子は、見ているだけで魔術というものの異常さを思い知らされる。

　とはいえ、それを忌き避ひしたりはしないけれど。使えるものは使うものだ。

　俺は迷めい宮きゆうの壁に背を預けて座すわっている。迷宮の内側に結界が張られているせいで、灰色の壁はどう見ても迷宮というよりは研究所とか監かん獄ごくといったイメージに見えてしまう。

　左ひだり隣どなりでは、膝ひざをついたピトスが俺の腕に触ふれていた。正面の壁の近くにはシルヴィアが寝ねかされており、フェオはその脇で静かに目を瞑つぶっている。身体を休めると同時に、周囲の警けい戒かいも請うけ負おってくれている。目を閉じているほうが感覚が鋭えい敏びんになるそうだ。

　治療の間、俺の左腕はピトスの胸に抱だかれたままになっていた。

　手を触れれば治癒魔術は使えるのだが、「こうしたほうがやりやすいんです」とピトスが譲ゆずらなかったのだ。激痛が和やわらいでいくにつれ、逆に柔やわらかな感かん触しよくが腕に伝わってきて、正直こうなんというか……どぎまぎする。なぜかまったく嬉うれしくはなかった。

　……なんだか心臓が痛い。腕は治っているのに、別の部分がダメージを受けている。

　意識しないよう、極力真顔を作っている自分がなんだか酷く滑こつ稽けいだ。俺も冒ぼう険けん者しやである以上はそれなりに格かく闘とうの心得があるが、もしやこれが武術で言うところの無我の境地か。

　などと頭の悪い想像で思考を逸そらしている。要するに無我でもなんでもない。

　やがて聞こえた、治療の終わりを告げるピトスの声は、俺にとってもはや福音だった。

「とりあえず、この場でできる治療は全てしました。骨自体は繋つながったはずですが、まだ完全ではありませんし、何より傷ついた周囲までは手が回りません」

「いや、大だい丈じよう夫ぶ。ていうか充分だよ、助かった。もう痛みもほとんどない」

「魔ま力りよくで麻酔をしただけです。痛みがなくなったからといって油断はしないでください。無理をすれば、本当に二度と動かせなくなるかもしれませんから……絶対に」

　呟つぶやき、痛ましげに顔を伏ふせるピトスだった。俺の認識では、彼女に傷つけられたというより、むしろ自爆したようなものなのだが。そう割り切れるものでもないらしい。

　どうにも上う手まくいかなかった。

　もっといい方法があったんじゃないか。なんて、そんなことを考えてしまう。

「いや、実際マジで助かったよ。前から思ってたけど、本当に腕いいよな。ここまでのレベルの術者となると、俺の知り合いにもほとんどいないぜ？」

「……そういえば、お知り合いにも治癒魔術師の方がいらっしゃるとか」

　ふと思い出したようにピトスが言う。そういえばさっき、そんなことも言ったか。

　俺は頷うなずき、頭の後ろを迷宮の壁に預けて答える。

「七星にもひとりだけ、治癒魔術師がいたんだ。……お前に、少し似てるかもな」

　だからこそ、俺も治癒魔術というものが、世間で思われているほど都合のいい魔術ではないことを知っている。治癒に限らず、どんな魔術にだって限界はあるのだから。

　それでも、あるとないとでは大違いだけれど。

「……あとは固定しておきたいところですね。何か添え木になるようなものがあればいいんですけれど」

　少し間があってからピトスは言う。また不要な気を使わせたかもしれない。

　とはいえ、都合がいいのは事実だった。彼女のことを、まだ俺は話せる気がしない。我ながら女々しいというか、トラウマみたいなものなのだろう。

　こればかりは――どんな魔術でも癒せない。

「と言ってもね。迷宮の中じゃ、そう都合のいいものは見つからないだろ」

　オーステリアに戻ったら、本格的な治療を受ける必要がある。ちょっとテンションが高くなりすぎていたが、普ふ通つうに考えればかなりの怪我だ。後遺症だって考えられる。

　……治るかな、これ。さすがに片かた腕うでになるのは避けたかった。

「これ、使えないかな？」

　考え込んでいると、フェオがこちらに近づいてきた。その手には、彼女が持っていた剣けんの一本が握られており、それをピトスに差し出している。俺がここまで運んできた剣だ。

「……いや、でも」

　断ろうとした俺だったが、フェオは首を振った。

「この剣、さっきの戦いで歪んじゃったから。もうガタガタだし、使い物にならないよ。柄つかの部分から折れば、添え木代わりくらいにはできるんじゃない？」

「うっ……」

　呻うめくピトス。俺が来る前にやり取りがあって、そのとき壊されたということらしい。

　今さらだがこの少女、割ととんでもない腕力を持っている。仮にも魔剣を力で折るとか……。

「別に。もう気にしなくていい」顔を背け、それでもフェオは呟く。「……なんか、よくわかんないけど。一応、姉さんを助けてくれたみたいだし。その……ありがとう」

「え、あ……いえ、どうも。こちらこそありがとうございます……？」

　顔を赤くしているフェオと、恐縮したように肩を竦めるピトスだった。

　なんだか微び妙みような空気になっている。どうでもいいけど、ふたり揃そろって初対面のときと性格違いすぎではないだろうか。いや、こっちのほうが素ってことなのだろうが。

　これだから女の子は恐おそろしい。メロのように見たまんまのキャラをしているほうが、むしろよっぽどマシなのではないかと錯覚……しないな。しない。どっちもどっちだ。

「えっと。それじゃ、お借りしてもいいですか？」

「貸すっていうか、あげるし。えと……ほ、ほかにないでしょ」

「ど、どうも……」

「別に……」

「……」
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「……」

　それきりふたりは黙だまり込んだ。

　付き合い始めたばかりの若いカップルかよ、と思う。なんだろう、この初々しさは。

　思わず生暖かい目で見てしまう。そんな視線に気づいたのか、フェオがふいっと視線を逸らし、手に持った剣に魔力を込めると、軽く振るった。

　それだけで、剣が根元から真っ二つに折れてしまう。許容量を超こえてしまったらしい。からんと鉄が音を立てて床ゆかに落ち、フェオは柄のほうをピトスに手て渡わたした。

　それを受け取ると、ピトスは外套ローブの袖を器用に千切り、簡易的な包帯と三角巾スリングを作る。それを慣れた手つきで俺の腕に巻くと、あっという間にギプスを完成した。

　治癒魔術以前に、医療関係の知識が相応に備わっているらしい。

「ありがとうございます、フェオさん」

　例を言うピトスに、つっけんどんな様子でフェオは頷く。

「……ん」

「これでとりあえずは大丈夫だと思いますよ、アスタくん。もちろん無理は禁物ですが」

「わかってるよ。……フェオも、ありがとな」

「いいってば。新しい剣は、勝手だけど姉さんのを借りておくから」

　それだけ言って、フェオはこちらに背を向けた。

　場に静寂が戻ってくる。ピトスは縮こまった姿のままで、こちらを上目遣いに見た。

「……アスタくん。その、本当に申し訳ありませんでした。言い訳にしかなりませんが、後遺症が残るような傷を負わせるつもりはなかったんです……」

　殊勝に頭を下げるピトス。この治療も、贖しよく罪ざいの意味を込めているのだろう。

　別に謝られる筋合いはない。俺おれもピトスも、互たがいに傷つけ合うような意志はなかったのだから。それでもすれ違ってしまった我を、通すためにぶつかり合っただけ。

　ならばそれは俺の意志であり、この怪我だって負って然るべきものだ。後悔などないし、押しつける責任などあってはならない。

「わかってるよ、んなこと」

　だから俺はそう告げる。というか、それがわかっていたからこそ、ああも無防備に身を投げ出せたのだ。ピトスが本当に俺を殺す気だったなら、俺だって抵抗していただろう。

「あんなもんは俺の自爆だ。別に気にしなくていい」

「でも、もし腕が治らなかったら……」

「それも大丈夫だって。治癒も使ってもらったしな」

「もう少し、上手くボコボコにするつもりだったんですけれど」

「うん。……いやまあ、そう表現されるとちょっとアレなんだけどね？」

「すみませんでした……」

「ま、経験上、この程度の怪我ならたぶん大丈夫だよ。よくあることだから」

「ありがとうございます。……いえ、それはどうかと思いますが」

「あの！　――ちょっといい？」

　と、なんだか絶妙に噛み合っていなかった会話を、断たち切るようにフェオが言う。

　俺の隣となりに座るピトスを見下ろすように彼女は、

「姉さんに、いったい何があったの？　未いまだによくわかんないんだけど……あんたがやったわけじゃないんでしょ？」

「……そう、ですね。お話ししないといけません」

　ピトスは言った。俺は口を閉じ、フェオは続きを待つように視線を向ける。

「突とつ然ぜんでした。攻こう略りやくパーティにいた皆さんが、シルヴィアさんを背中から襲おそったんです」

「嘘……」

「本当です。彼かれらは突然、何も言わずにわたしたちを不意打ちしました。咄とつ嗟さに応戦したんですが……シルヴィアさんは、ショックが大きかったみたいで」

「……みんなが……」

　フェオは、果たしてその言葉をどう思ったのだろう。

　彼女にとって、姉を襲った連中は同じクランに所属する仲間だ。新入りが多いという話だったが、それでも味方による突然の裏切りは、簡単に呑み込めるものではないと思う。

　それでも気丈に、彼女は話の続きを促す。

「といっても、強さ自体はシルヴィアさんのほうが上でした。不意打ちで傷を負わされましたけど、なんとか逃にげ出だすことはできたんです。割と危なかったんですが」

「……そいつらはどうしたんだ？」

「わかりません」ピトスは首を横に振る。「逃げ出すのに必死でしたから。わたしの魔術でなんとか撒くことはできましたが……そのあとどうしたのかまでは」

「そうか……」

　俺は先ほど、メロとともに確かく認にんした光景を思い出す。

　ふたりを襲ったほかのメンバーは、すでに物言わぬ死体となっていた。もともと教団に言われて、《銀色鼠シルバーラツト》に潜入していた魔術師なのだろう。彼らの実力はシルヴィアを仕留めるには足らず――それは教団もわかっていた。だから口封じに殺された。そんなところか。

　儀式のための犠いけ牲にえならば、数があるに越したことはない。初めから捨て駒だったということだ。

　気にかかるのは、いつからこの計画を考えていたのか、という点だ。それなりの準備期間がなければ、これだけのコトを起こすなんてはできないだろう。だが労力をかけたにしては、彼らはあっさりとシルヴィアを殺すことを諦めていた。それが解せない。

　連中が何を狙っているのかなんて、考えるだけ無む駄だなのだろうか。彼らが単なる狂信者だとするなら、そこに理り屈くつを見み出いだそうとするのは間違いだが。

「それで、わたしは気絶したシルヴィアさんを担いで――」

「気絶するほどの傷だったの……？」

「――あ。えと、いえ……」

　思わずのように訊ねたフェオから、ピトスはすっと視線を逸らした。気まずそうに。

　とはいえ言わずには済まないことだ。やがて観念したように彼女は告げる。

「……その。正直、ちょっと恐慌状態みたいな感じになったので。裏切られたことというよりは、地上に残ってる方々が心配だったみたいで、冷静さを失ってました」

「てことは……気絶させたのか」

「ええ……まあ、はい。そのほうが運びやすかったので」

「お前、意外とやること豪快だよな……」

「あはは……」

　ピトスは肩を縮めこませたが、おそらく迷わなかったことだろう。ピトスを睨むフェオには悪いが、理に適かなった方法ではある。咄嗟の判断で、彼女は戦力の保持より早々の離り脱だつを選んだわけだ。それだけの経験を、彼女は持っているということでもある。

　……本当に。ピトスはいったい、どこでこれだけの能力を身につけたというのだろう。何が気になるかといえば、俺はそのことが気になるのだが、訊ける空気ではない。

　とりあえず、ほかの連中が死んでいることに関して、俺は伏せておくことを選んだ。別に騙しているわけではない。ただ言わないだけで。どうせわかることではあるが、それは今ではないほうがいいだろう。

　名前が売れてきているとはいえ、《銀色鼠シルバーラツト》は新興の攻略クランだ。新入りも多かったとフェオ自身が言っていた。けれど仲間は――それでも仲間だ。攻略クランでは、特に。

　たとえ彼らが初めから教団側の人間だったのだとしても、その死がフェオに影えい響きようを及およぼす可能性がある以上――少なくとも、この場で言葉にすることじゃないだろう。

「……えっと、あと、ほら、じっとしていてもらうほうが、傷も治しやすいみたいなとこあるじゃないですか？　不意打ちで肩斬られてましたし？　なのにすぐ戻もどるとか言うし？」

「で、ちなみにどうやって気絶させたんだ？」

「……後頭部を」

「うん。やっぱいいや」

　無言で細めた視線を向けるフェオと、その視線から逃れようと身をよじるピトス。それでも何も言わない辺り、まあフェオもわかってはいるのだろうが。

　おおむね、想像していた通りの内容ではある。

　フェオには悪いが、俺にとって問題はむしろそのあとだ。

「――さて。そろそろメロたちを追いかけよう」

　俺はゆっくりと立ち上がって言う。

　左手には、まだわずかな痛みがあった。バランスが悪いせいもあって、少しふらつく。魔力の残量も心こころ許もとない。が、まあ歩く分には問題ないだろう。

「いるんだろ。あいつが――アーサー＝クリスファウストが」

「……ええ」ピトスは頷く。「だから、わたしはここで、皆さんを足止めしようと思ったんです。下に行くには、ここを必ず通る必要がありますから」

「そう言われたのか？」

「ええ。ここから進めば全員殺す。ですが、わたしが残るのであればほかの連中は見み逃のがしてもいい。治癒魔術師には、それだけの価値がある。――そう言われました」

　気になる言い回しはあった。だが、それは無視して俺は訊く。

「――誰に？」

「え……？」

「それ、魔法使いに言われたんじゃねえだろ。別の奴が言った――違うか？」

　実際には、メロが編み出してしまった魔ま術じゆつのせいで、その前提は崩くずれているのだが。

「ま、下にいるのがあのクソジジイならなんの問題もねえよ。誰に脅おどされたのか知らないけど、あいつがこんな遠回しなことするはずがねえからな」

「え……？」

　首を傾かしげるピトスに、俺は言う。

　だがこれは事実だ。彼女のやったことに意味はない。

「だいたい、取引の必要がねえだろ。お前はあいつのほうがずっと強いから俺たちを下に向かわせないようにしたみたいだけど、それは違う。逆だよ。あいつのほうが強いなら、それこそそんなことする必要がない。自分の力だけで目標を達成できるんなら、そもそも取引なんて成立しない。――あいつに、メロは殺せないよ」

　なんの根こん拠きよもないけれど。俺は自らの師を、あの男を、決して善人だとは思っていない。そんなことは思ったことがない。奴はいつだって自分の目的のためだけに動くし、それを世界に許されているから《魔法使いイプシシマス》と呼ばれている。奴は他人の事情など斟しん酌しやくしない。

　それは言いい換かえれば、我を通すなら自分の力でやるということ。

　他人を脅して、従わせようとするなんて――まるであの男らしくなかった。

「アスタくん……魔ま法ほう使つかいと、面識が……？」

「さあな」

　その辺りは言葉を濁した。元七星旅団セブンスターズだという事実は、たとえ知られてもたいていは好意的な反応で済むが、《魔法使いの弟で子し》ではそうもいかない。

　もう、すでに言ってしまったようなものではあるけれど。というか言ったけど。

「どっちにしろ、ここに妙な連中がいて、そいつらが《銀色鼠シルバーラツト》を狙っていたんだとしても――魔法使いが、そんなことに肩入れするなんて不自然すぎる」

　魔法使いイプシシマスとは自己自身者イプシシマスのことであり、すなわち肉体というくびきを離れ、世界を構成する概がい念ねんそのものに干かん渉しようできる怪かい物ぶつだ。現実になど、連中はなんの関心も持たない。

　人間ひとりを遠回しな手段で殺すために暗あん躍やく――だなんて、これほど魔法使いらしくない行いもないだろう。そんなことをする必要も、そもそも興味もないはずだ。

「まあ別に――魔法使いだから強い、ってわけでもないしな」

　たとえば七星旅団セブンスターズ最強の肩かた書がきを持つあの男なら。その強さを、七しち星せいの全員が認める奴ならば、きっと魔法使いにさえ勝ち得るだろう。この世界で最強と呼ばれるのは魔法使いではない。かつての七星旅団セブンスターズにおいて、《二》の数字を背せ負おっていた男だ。

　魔術の位階とは技量を表すものであって、必ずしも戦せん闘とう力りよくには直結しないのだから。確かに魔術は他者を害することが容易な技術だが、それが本質というわけではない。

「だから問題は、あくまで《七曜教団》とかいう連中のほうだ」

　たとえ連中の目的に、なんらかの共感があって魔法使いアーサーが協力しているのだとしても。奴は多少の手を貸すだけで、それ以上のことはしないだろう。邪じや魔まをする者があっても、その排はい除じよにまで関わることはない。絶対にない。あの男はそんなことをしない。

「……そう、ですね。騙だまされるって、言いましたもんね」ピトスは笑う。「だから、信じることにします。わたしたちが、全員揃って生きて帰れるって」

「……だったな。だから、さっさと合流して、みんなで帰ろう」

「でも、大丈夫なんですか？」

　と、ピトスが首を傾げる。俺は笑って、

「メロなら、たとえ戦いになっても生きて戻ってこられる実力がある。紛れもなく、あいつは世界最強クラスの魔術師なんだ。メロに勝てる魔術師はいても、メロを殺せる魔術師なんてこの世界には存在しない。だから、さっさと合流して帰ろうぜ」

「いえ……今のはアスタくんのことだったんですけど」

　困ったように呟くピトスに、それこそ平気だと笑って答える。動く程度ならば、だが。

　それで納なつ得とくしてくれたのかはともかく、ピトスは頷いてこう言った。

「……わかりました」

「フェオも、それでいいか？」

　彼女は静かに頷いた。未だ目を覚まさない――ピトスは、かなり容よう赦しやなく意識を奪った模様だ――シルヴィアに視線を下ろし、けれどすぐこちらに向き直って言う。

「……うん。わたしたちを嵌めた連中のことは気になるけど、わたしの力だけじゃどうしようもないから……それは今、ここで騒ぐことじゃないと思う」

　神妙な表情のフェオだった。結局のところ、少なくとも今回の事件において、俺たちはあくまで部外者だ。彼女には思うところも大きいだろう。

　それでも、そんな感情を呑み込んでくれる彼女には感謝しかない。

「そっか。……なんか、冒険者っぽくなったじゃん」

　だから俺は、あえて茶化すみたいにそう言った。現状、彼女は外せない戦力であり、だからこそ気持ちが折れては困るから――なんて、そんなものは言い訳だったけれど。

　俺は単に、彼女をからかってみたいだけだったのかもしれない。

「……元から冒険者だし」

　フェオは言う。視線を逸らし、少しだけ頬ほおを赤らめて。

　成長した、だなんて上から言うつもりはない。けれどそれでも、一応は冒険者の先輩として、自分にできることを冷静に見極められるようになった彼女には好感が持てた。

　――フェオは、きっといい冒険者になる。

　そんな確信があった。シルヴィアの見立て通りだ。その辺りがきっと、俺がフェオを嫌きらいになれない理由なのだろう。あんな初対面だったのに、だ。

　姉貴マイアも、俺のことをそんな風に見ていたのだろうか。

「――さて。シルヴィアは、まあ俺が背負っていくか……」

　小さく呟き、俺はシルヴィアの脇わきに屈む。ピトスが慌あわてたように、

「いや、何言ってるんですか。片腕折れてるんですよ？」

「それもそうだけど……俺が現状、いちばん戦力にならないしなあ。近接で戦えるお前らにシルヴィアを背負わせるのはちょっと」

「そういう問題じゃないですから。アスタくんってもしかしてマゾですか」

「違ちげえよ。なんでだよ」

「だって無む抵てい抗こうで殴なぐられるし……」

「まぞ？」

　とんでもないことを言ってくれるピトスに、言葉の意味がわからないと首を傾げるフェオ。彼女には、どうかそのまま純じゆん粋すいであってほしいとなんとなく思う俺。

　そんな、間の抜ぬけたやり取りをしていたときだった。

　――迷宮の内部に張はり巡めぐらされた結界が、突とつ如じよとして崩れ始めた。

　どこかＳＦじみた灰色の壁かべが、ぐにゃりと油絵の具のように歪む。天てん井じようからこちらを照らしていた魔力の明かりが消えて、迷宮の内部が一気に暗くなっていった。

　――《火カノ》。

　と俺は反射的にルーンを起動する。淡い橙だいだい色の明かりが、辺りを一気に照らし出した。火のルーンには松たい明まつの意味もあり、単に着火や攻こう撃げきをする以外にも、光源の魔術として利用できるなど応用性は高い。維い持じはともかく、発動に大した魔力がいらないのも俺向きだ。

　この程度の魔術ならば、指先で軽く地面をなぞれば起動することができた。

　結界を維持していたのは、間ま違ちがいなく教団の連中だろう。

　全域ではないとはいえ、それでも下層のほとんどを占める広さの結界だ。それも迷宮けつかいの中に結界を張るなどという埒らち外がいを行っている以上、大量の魔力が必要になる。だから不要になれば破は棄きすることはわかっていた。驚おどろくようなことじゃない。

　そう。油断していたわけでは、決してなかったのだ。冗じよう談だんを交わすのは気を抜いているからではなく、むしろ気持ちを切らさないために必要だったから。

　――それでも。

　結界が解かれることで、迷宮本来の形が姿を現す。無機質な灰色の壁が、城じよう壁へきじみた石造りのそれに変貌し、光が少なくなったことで通路の先が闇に覆われる。

　それでも先が見えたのは、俺が咄嗟に光源を確保したからで。

　――それでも、その先に見知らぬ人間が立っていたことは、正直言って予想外だった。

「は――」

　と、男が嗤わらう。獰どう猛もうに。それはまるで、獲物を前にした野生の獣けものだ。

　見ただけで、その男の危険性を一瞬でこちらに悟らせる笑えみ。野蛮とさえ言える瞳ひとみの輝かがやきは、それでも獣ならぬ理性を感じさせるもので。

　たとえるならば、メロに似ていた。

　そして。男が、弾丸のように跳とびかかってくる。肉食獣のような鋭するどさで男は俺を――否いな、そのすぐ傍そばに横たわるシルヴィアを狙う。俺は動くことができなかった。

　反応できなかったわけではない。確かに男がいたことは予想外だが、それでも不意打ち自体はずっと警戒していた。――予想外だったのは、その方法とタイミングである。

　俺は、すでに魔術を起動してしまっている。

　いくら簡単な魔術とはいえ、それでも今、魔力をひとつのことに消費しているのは事実だ。そこに別の魔術を重ねるには、どうしてもわずかな隙ラグが生まれる。

　男は、その一瞬を的確に突いてきた。

　――だが。

　この場にいるのは何も俺だけではない。

　ピトスと、そしてフェオがいる。肉体面の反応において、このふたりは俺を上回った。

　跳びかかってきた男を迎撃するように、まずピトスが俺の前に立たち塞ふさがる。

「――っ!!」

　防ぼう御ぎよではなく、迎撃のため。男の正面に回ったピトスは、迫せまりくるその身体からだめがけ、打ち上げるように脚あしを放った。強きよう烈れつな蹴けりの一いち撃げきは、けれど男に当たらない。動きを読んでいたのだろう、奴やつはピトスの正面で急激に速度を落とした。ブレーキをかけたのではなく、最初から跳びかかってくるつもりなどなかったという動きだ。

　悪手だった。少なくとも俺はそう判断する。この状じよう況きようで動きを止めるなど、隙すきを晒さらす以外の意味を持っていない。

「――――、」

　刹せつ那な。男の背後から、フェオが手刀を放つ。男の動きを止めたピトスと挟み討つような動きは、まるで初めから打ち合わせていたかのように流麗な攻撃だった。ピトスを邪魔せず男の背後に回り込み、動きが止まったところへ狙ねらい澄ました一撃を放つ――もともと、石人形ゴーレム戦のときから彼かの女じよは連携が上手かった。そういう経験を積んでいたのだろう。

　正面にピトス、背後からはフェオ。男はすでに詰んでいた。躱かわすことさえできないフェオの手刀は、男の首を完全に捉とらえ――頭から上が、切断されたように飛ばされた。

「なっ――!?」

　驚きよう愕がくに瞳を見開くフェオ。俺たちの目の前で、首を落とされた男の身体が掻き消える。

　まるで霧のように。何も存在していなかったかの如ごとく。

　――幻げん術じゆつ。そう、現れた男の姿は、魔術で作られた幻覚だった。存在しない幻まぼろしを、在るモノと誤認させるそれは、俗ぞくに《精神干渉系》と総称される使い手の少ない魔術だ。なぜなら魔力に抵てい抗こうを持つ魔術師には、精神干渉が効きづらい。

　逆説――俺たち全員を騙せるということは、使い手の練度が凄まじく高いということ。

　俺は、咄嗟に背後へ振り返かえった。予測ではなく、確信しての動きで。

　そして、直後。




「正解。――オレの幻術を、まさか見破るとはやるじゃねえか」




　肉を突つき破られる感触があった。





※






　ずぶり、という嫌いやな音は、俺の肉体の内側から響ひびいた。

　血の赤が滴り、迷宮の石畳を汚よごしていく。その光景を前にして、だが驚きを露あらわに目を見開いたのは襲しゆう撃げき者しやのほうだった。

「……なるほど。アルベルの奴が警戒するだけのことはあるわけだ」

　肉が、肉を抉えぐっていた。突き出された男の手刀が、槍やりのように俺の肩かた口に刺さっている。

　それで構わなかった。俺は躱せなかったのではなく、あえて躱さなかったのだから。もともと使い物にならない左腕を対価に、動きを止められたならお釣りが来る。

　直後、男が後ろに向かって跳ちよう躍やくする。ほぼ同時、彼がそれまで立っていた空間を、銀の一閃が通過する。男は獣の敏びん捷しよう性せいで、その一撃を躱していた。

「――っと、危ねえ危ねえ。格闘はあんまり得意じゃねえんだ、物騒なもんで攻撃するのはやめてくれ……なんて言う意味、まあ、ねえわな」

「よく、わからないのだけれど」

　男の軽口に、答えたのは銀の髪かみを流す女性。気絶から目覚めたシルヴィアだった。

　都合よく目を覚ました――のでは、当然ない。俺が魔術で起こしたのである。気つけの術式は、昏こん倒とうのそれと同じく魔術ではポピュラーなものだった。

「アレは――敵ってことでいいのよね？」

「起きて早々悪いけど、そういうことになる」

「どうやら助けられちゃったみたいね……フェオも。ありがと」

「……うん」

　力なく笑うシルヴィアに、警戒を解かず答えるフェオ。

　一方、その先で笑う男の余よ裕ゆうは削がれていない。実際問題として、先ほどの一撃で決めきれなかったのは痛手だった。

　そもそもこの場所に、襲撃者が現れること自体が予想外なのである。いや、なんらかの方法で襲ってくることは考えていた。

　だがまさか、こうも露ろ骨こつに姿を現し、こうも直接的に襲おそいかかってくるなんて。そんな頭の悪い方法は想定していない。――だって、ここから逃げる方法がない。

　こちらをひとりふたり減らしたところで、人数の差は決定的だ。どこかで必ず限界が来る――普通に考えればそのはずだ。一方で奴は増援など望めないだろう。まさかアーサーが助けに来るとでも考えているのだろうか。いや、それはあり得ない。

「――アスタくん」と、ピトスが言う。「この人です。この人が、わたしに取引を持ちかけました」

「……なるほど」俺は頷いて言った。「お前も、七曜教団とやらのひとりか」

「そうそう。一応、《火星》ってことになってんだよ。よろしく頼むぜ。――ああ、名前は勘かん弁べんしてくれよ？　名乗ったら殺し合いになっちまうからな」

「襲ってきておいてよく言うよ」

「ま、それもそうか」男――《火星》は愉ゆ快かいげに笑った。「しっかしまあ驚いたぜ。術は完かん璧ぺきに決まってたと思うんだがな……おい《紫煙》、どうやって俺の幻術を見破った？」

　火星は不可解そうに訊たずねてくる。逃げる素そ振ぶりさえ見せていない。

　余裕の様子だった。相打ち覚かく悟ごでなければ、この状況でなお逃げる算段をつけているということだろう。しばし迷った末、俺は答える。

「……別に見破ってねえよ」

「あん……？　そりゃ、ああ？　どういう意味だよ」

「初めから、誰だれかが襲ってくるだろうと予想してただけだ。ピトスは誰かと取引したんだろ？　話の通りだったら、その相手はまだ迷宮に残ってるに決まってるじゃねえか」

　それに――どうもこの連中は、不意打ちが好きなようだったから。

「なんだ、信じてなかったんじゃねえのか？　そもそもお前、魔術で迷宮に索さく敵てきをかけたんだろ？　それに誰も反応しなかったから、取引が嘘うそだと気づいたんじゃねえのかよ」

「魔法使いがいるんだろ」俺は呟く。「俺程度の索敵くらい、掻かい潜くぐれないわけがない」

　というか、それ以前の問題だ。

　そもそも先ほどまでこの迷宮は、内側から結界でコーティングされていたのだ。

　ただ張ってあるだけ、なんてわけがない。俺たちはその結界によって、なんらかの影響を及ぼされていなければ絶対におかしい。そして目に見える何かが起こらない以上、俺たちは結界にいることで、最低でも《監視されている》と考えるのは妥だ当とうだ。

　そして連中は、《転移の指ゆび環わ》を所持している。つまり、どこからでも俺たちの前に姿を現せる可能性があった。

　意味のない取引。監視下にあるという状況。

　それを、俺はピトスを囮に使った襲しゆう撃げきのために作られた状況なのだと考えたわけだ。

「ピトスと戦ってる間、俺はどうしても周囲への警戒が散漫になる。だから本当は、そのタイミングで襲ってくるもんだと思ってたんだけどな」

　だから、逆に襲撃を待った。こんな策を弄するということは、翻せば正面から俺たちに勝てる実力がない、ということでもあるのだから。

　ピトスには嘘をついたが、策を仕し掛かけたのが魔法使いでないと気づいたのもそれが理由だ。俺どころか、メロにだって、魔法使いに勝てるわけがない。

　ゆえに全員を敵に回しても勝てる魔法使いが、こんな策を弄してくるわけもない。魔法使いとは別の襲撃者が現れるだろうと、俺が予期していた理由はそんなところだ。

　だから警戒して、フェオを魔術で隠かくした。あの魔術はピトスの意識をフェオから逸らすという以上に、監視者に対する対応を考えてのものだった。

　結界で監視されている以上、俺程度の魔術でフェオを本当に隠せるわけもないのだが、それでも彼女が自由に動けるという状況には意味がある。

「てことは、天災を先に行かせたのも、魔法使いに対する何かを期待してのことじゃないわけだ」

　騙されたぜまったく、と火星は言う。

　俺は答えなかった。

「そういやお前は、わざわざ一度、天災をオーステリアに戻してたな。戦力をあえて削ぐことで、オレにとって襲いやすい状況を作ってあったわけだ。ただし、その先に落とし穴を掘った状態で。……さすがは伝説の紫し煙えん様ってところかね」

　火星は愉快げに笑って、拍手の真ま似ねをしてみせた。俺は軽く肩を竦すくめる。

　……正直、メロは単に自分が行きたいから行っただけだと思う。この下にあの魔法使いクソジジイがいる可能性は低いだろうと読んでいたが、そこまで何もかも計算通りとはいかない。

　事実、俺の読みは外れていた。火星がこのタイミングで襲撃してくるとは考えていなかった。

　本当に不意討ちを狙うなら、もっと確実性の高そうな瞬しゆん間かんはいくらでもあったのだから。

「まさか治ち療りようが終わるまで待っててくれるとはな。見かけによらず優やさしいのか？」

「あん？　そりゃお前……」そこまで言って、火星は目を見開いた。「おいおい、マジかよお前。ああクソ、わかってた上で戦いに応じた理由はそれか。自分を餌えさにしやがったな」

「…………」

「さすがにそいつは想定してねえぜ。紫煙、お前――あえて大怪我をしてみせることで、襲撃のタイミングを計ってたやがったな？」

　言葉に、息を呑む気配がいくつかあった。

　だが俺は首を振ふる。そんな無む謀ぼうをしたつもりはない。

「違ちげえよ。お前なんかのために骨を折られてやる意味がねえ。お前らのことなんざ知ったことか。こっちはこっちの日常を普通に送ってるだけだ。勝手に邪魔してきてんだろ」

「迷めい宮きゆうまで来ても、お前にとっては日常か」

「お前らなんぞより、学院での交友関係のほうがよっぽど重要だよ」

「なるほど。聞いてた通りだな――狂くるってやがる」いや、と火星は肩を揺ゆらした。「それがお前なのか、《紫煙の記述師》。七星の六番」

　――あの女に従わねえで、会いにきて正解だったぜ。

　火星は言う。こちらを貫つらぬく獰猛な視線を、何も言わずに俺は見ていた。

「戦場で一歩も動くことなく、ただその場に在るだけで全すべてを俯ふ瞰かんするかのように見通す最強の一角。あらゆる能力で劣りながら、にもかかわらず最後にひとり立っている――。あながち大おお袈げ裟さな評判ってわけでもねえわけか。木星アルベルが執心するはずだぜ」

「俺は弱いからな。そうしなけりゃ、生きてくることもできなかったってだけだ」

「なるほど。ま、それはいいだろ」火星は呟つぶやく。「さて、そろそろ最初の質問に答えてくれや。俺の幻術を見破った理由はなんだ？　最後の答え合わせといこうじゃねえの」

「……、」

　その言葉に俺は、すぐに答えようとしなかった。

　迷いがある。この男と、こんな会話をしている時間には意味がなかった。

　優先すべきは、可能な限り早く地上まで戻ることだ。そのためには無駄話を打ち切り、全員で襲いかかってでもこの男を倒たおすべきではないだろうか。

　それに踏ふみ切れないのは、《火星》による襲撃が、治癒が終わったタイミングだったからだ。シルヴィアが目を覚まし、俺の怪け我がも治った段階で、この男が顔を出すなんて不自然すぎる。四対一の状況下でなお、余裕の表情を保っていることも。

　会話に乗ったのはそれが理由だ。時間を稼げば、メロとシャルがこちらに合流する。

　だが、相手もそれはわかっているはずだ。ならばなぜ会話に乗ってくる。

「……一応は不意打ちで攻撃してきたお前が、あんな風に隙を晒すわけがない。あの動きには違い和わ感かんがあった。計算ずくで攻撃に出たはずのお前が、立ち止まって隙を晒すなんて行こう為いを計算でやっていたなんておかしいだろう」

　結局、俺は言葉を続けた。その判断が正しいのかどうかはわからない。

「あんな行為ができるのは、初めから攻撃を受けても平気だという確信があったから――いや、初めから当たらない前提だったからだろう」

「……それで幻覚だろう、ってか？　いや、お前……マジかよ。つか嘘だろ、あり得ねえ、感心通り越こして気持ち悪いわなんだんだよ。頭おかしいんじゃねえの？」

「いきなり失礼な野郎だな……」

「だってお前、そりゃつまり幻術はちゃんと効いてたのに、オレの動きだけで幻術だって看破したっつーことだ。しかもあの一いつ瞬しゆんで、幻術だって確証があったわけでもねえのに、そんな咄嗟の判断に一いつ切さい迷わず自分の命を賭けたってことだ。――あり得ねえよ」

「…………」

「いや、確かに防がれるなり躱されるなりは考えてたんだぜ？　オレだって、あの程度でお前を殺せるとは考えてねえよ。そもそも狙ってたのはお前じゃなくそっちの女だしな。だが看破された上で、あえて攻撃を食らうなんて考えはさすがに予想外すぎるわ。お前、ってことは、あの一瞬で幻術だと見破ったのに、魔術で反はん撃げきするより先に気絶してた女を起こすことのほうを優先したっつーことだろ？　だから自分では防御も反撃もできなかった。攻撃を食くらってでもオレを捕らえようとした……考えついても普ふ通つうやるか？」

　好き勝手言ってくれるものである。まるで俺が被ひ虐ぎやく趣しゆ味みの変態のようではないか。

　そのほうが合理的だから、仕方なくやったに過ぎない。シルヴィアなら起きた瞬間でも攻撃を合わせられると考えていたし、俺如きが反撃するより、剣けんで斬りかかってもらったほうが速くて確実だ。あの一瞬では、ほかの方法が考えつかなかっただけとも言える。

「あーあ……せめてひとりくらいは殺しておきたかったんだけどな。それも失敗か」

　火星は言う。連中は直接的にこちらを殺すことを目的とはしていなかったはずだが。

　そんなこちらの疑問を知ってか、火星は笑ってこう続けた。

「あ？　あーまあ、確かに計画は失敗だがよ、だからって別にお前らを返してやる理由はねえだろ。失敗したら次なんて考えるのはあいつくらいだよ。失敗したんなら、口封じに殺すに決まってんだろ普通。なんかおかしいかよ？」

「ま、おかしくはないけどな。――で、それも失敗したお前はどうするんだ？」

「決まってんだろ」男は軽く肩を竦めた。「逃げんだよ。いくらなんでも、この人数相手に勝てるわけねえしな。早々にとんずらさせてもらうぜ。聞きたいことは聞けたしよ」

「逃がすと思ってるのか？」

「逃げる方法もないのに出てくると思うのか？」

　問いに、男は当たり前のように答えた。実際にその通りだ。

「たとえそこの女を殺すことに成功してたとしても、それでもオレは逃げなきゃいけねえんだぜ？　逃げ道の確保くらいしてなきゃ初めから出てこねえよ、わかってんだろ」

「だとしても見逃してやる理由にはならない。――オレはもう、お前らみたいな妙な連中に絡まれたくないんだよ。なんなんだマジで。俺たちにいったいなんの用がある？」

「聞かなかったのか、木星アルベルから。オレたちは正義の味方だよ」

「……そうかよ」

「ま、信じないのは勝手だが――」火星は笑った。「忠告はしといてやる。お前ら、オレなんかにかかずらってる暇ひまはねえと思うぜ？　どうして結界が解かれたと思ってるんだ」

「お前――」

「――そら。おでましだ」

　その言葉を聞くが早いか、空間の魔ま力りよくが――瘴しよう気きが不自然に歪ゆがみ始めるのを感じた。その気配の正体を、冒ぼう険けん者しやならば知らないはずがない。元より迷宮では当たり前の現象だ。

　迷宮の汚染された魔力は、魔ま物ものを生み出すという常識。

「かなりの下層だ。出てくる魔物も並じゃないぜ？　言っただろ、オレなんか気にしてる暇ねえってな。――下手すれば死ぬぜ」

　それが、火星の余裕の正体だった。

　そう。結界に隠されて見えていなかっただけで、この場所はあくまで迷宮だ。魔物の闊かつ歩ぽする魔ま境きようであり、深ければ深い場所ほど出現する魔物は強大さを増す。

　そして、あの合成獣キメラや石人形ゴーレムの前例がある以上――魔物は奴を襲わない。

　奴らには、魔物の動きを操あやつるなんらかの手段があるということだ。この分だと、発生のタイミングさえある程度はコントロールできている。

　読み間違った。会話をやめるか続けるかなんて――そんな選せん択たくには一切の意味がない。

　奴は時間を稼かせいでいたのではない。

　ただ本当に、俺の話を聞きにきただけだった。

　どの選せん択たく肢しを取ろうとも、火星を追い詰つめることなんて不可能だったわけだ。

「死闘、ご苦労様だったな」皮肉な笑みで火星が言う。「だが冒険者、知ってんだろ？　魔ま術じゆつ師しは魔術師に殺されるんじゃねえ。――迷宮に、魔物に殺されるんだよ」

「何が目的だ」俺は問う。「お前らは……神でも創つくろうとしてるのか」

　問わずにはいられなかった。たとえ答えがないのだとしても。

　贄にえを捧ささげ、命を冒ぼう涜とくし、世界を救うなどと宣う連中の考えることが――俺にはまったく理解できなかった。

　――理解できないということの怖さを、俺は誰より知っている。

「さて、その答えはともかく。まあ、生きて帰れればいいな？」

　厭いや味みったらしく笑って、火星が姿を消す。転移の魔具を使ったのだろう。

　寄せる波のように現れた魔物を前に、それを阻はばむことなどできない。

　強い瘴気を吸った魔物は、下手な魔術師よりよほど強い。ましてこれほどの深部で連戦となれば、生きて帰れる保証なんてどこにもなかった。

　命がけで迷宮を攻こう略りやくした冒険者が、帰り道で弱い魔物に殺されるなんてよく聞く話だ。

　至し極ごく当たり前の、それは迷宮の論理なのだから。

「……どうしますか、アスタくん。これ――」

「わかってる」ピトスの言葉に、ただ頷うなずく。「……普通に、やべえ。けど」

「それでも、ここで死ぬわけにはいかないだろう」

　刹那。具現化した魔物に近づき、シルヴィアが剣を振るった。一刀の下もとに魔物は瘴気へと戻されるが、それはこちらの余裕を意味しない。戦力差なんて些細なものだ。

　一撃で殺せる魔物に、一撃で殺されない理由なんてない。

　ただでさえ魔力が心許ないのだ。特に俺がやばい。完全に足あし手で纏まといになりかねない。

　表情に焦りを滲ませながらも、俺は呟く。

「どうする……何よりメロたちがまだ戻ってきてない」

　通路の奥おく側から、膨大な魔力が流れ込んできたのはそのときだった。

　俺たちを囲もうとしていた魔物の数体が、その攻撃によって爆散する。

　ああ。まったく、さすがだとしか言いようがない。図ったようなタイミングに、思わず笑みが零こぼれそうだった。あるいはそれを察知したから、火星は消えたのかもしれないが。

　英えい雄ゆうになり得る人間とは、こういった瞬間を逃さないものらしい。

「――どうも、ナイスタイミングだったみたいだね！」

《天災》が――メロが姿を現す。その後ろにはシャルの姿もあった。

「メロ！　来て早々悪い！　助けて!!」

「会って早々情けないねっ！　てか、その腕うでどしたの？　グロくない？」

「見てわかんだろ、それどころじゃない！　囲まれる前に突とつ破ぱしないとマジで詰む、あの魔術で道を作ってくれ！　上にも行けるんだろ、飛び込めば!?」

「確かに、割とやばい状況みたいだけど」メロは笑って。「ごめんね。――あれ、無理」

　笑えないことを言った。

「――え。は……うぇっ!?」

　変な声が出てしまう。正直、俺はあの壁かべ抜ぬけの魔術を頼たのみにしていたのだから。え、嘘だろ、マジで使えないの……？

　疑うというより縋すがる思いの俺だった。だがいくらメロでも、この状況でそんな笑えない冗談を言うはずもなく。

「や、だからアレはもう無理だって。使えない」

「なんで!?　いくらお前でもまだ忘れるほど時間経たってないだろ!?」

「いや、そういうことじゃなくてさ。――もう、魔力が残ってないんだよね」

「…………マジで？」

「マジで。いや、さすがにぶっ続けで魔力使いすぎたよ。いくらあたしでも息切れるって」

「お前……下で何を」

「別に」メロは軽く肩を竦めた。「奥まで行ったけど、特に何もなかったから引き返してきただけだよ。それだけ」

「え――ええっ、どうして!?」

　と、メロの言葉に反応して驚いたのはピトスだった。まあ、教団の連中が帰ったのだ、あの男がいつまでも残っているとは思えないが。

　ならやはり、メロは魔法使いアーサーには会わなかったのか――、

「…………」いや。

　違う、と俺は考えた。にやにやと笑うメロの表情を見て。

　そして何より、俯いたまま何も言わないシャルの姿を見て、何ごともなかったなどとは考えられなかった。メロは今、意図的に何があったのかを伏ふせたのだ。

「わたし、なんのために戦ったんでしょうね……」

　ショックを受けているピトスはとりあえず無視して、俺はメロを見つめる。

「……行こっか。あの疑ぎ似じ転移は魔力を使いすぎるから無理だけど、普通の魔術だったらまだちょっとは使えるからさ」

　メロは言う。彼女がそう言うのなら、俺はそういうことだと思う以外にない。

　それくらいの信しん頼らいはあったし、何よりそれどころではないのも事実だ。

「では、とりあえず私が前に立とう。ずっと眠っていたからね、余力は残ってるんだ」

　シルヴィアが言った。体力的にも魔力的にも、シルヴィアが確かに最も余裕だろう。

　だが、気絶していたとはいえ、襲おそわれた彼女は何が起こったのかおおむねのところを理解しているはずだ。ピトスが気絶させる前は取り乱していたという話だし、大だい丈じよう夫ぶなのかと思うところだったが、

「――大丈夫。だいぶ無様を晒したようだからね。最後くらい役に立たせてくれ」

「まあ……そう言うなら」

「何が起こったのか、私にも完全にはわからないが……命を、銀色鼠クランを救われたことは理解している。この借りは、生きて戻もどって必ず返すことを約束させてほしい」

「……なりゆきだよ」

「だとするなら、それこそ巻き込んだ詫びをしなければな」言ってシルヴィアはフェオに向き直る。「フェオも、悪いが手伝ってほしい。私ひとりでは、少しきつそうだ」

「……姉さん。いいの？」

「いいも悪いもないだろう。事情は完全にはわからないが、どうあれこれは私たちの――銀色鼠シルバーラツトの不始末だ。ならば私たちが責任を持って、皆を地上に戻さないといけない」

「そうじゃなくて……わたしじゃ、その、足手纏いに――」

「何を言っているんだ、フェオは」シルヴィアが、柔やわらかく微笑ほほえんだ。「足手纏いだと思ったことなんて一度もない。私ひとりでは難しいから、だから、助けてほしいんだ」

「うん。……わかった」

「ありがとう」

　姉妹で交わされる会話の間に、どんな感情が秘ひめられていたのかはわからない。あえて追及することでもなかった。――ただ、きっと得るモノはあったのだと思う。

　ならそれでいい。失ったものの穴埋めにはならずとも、前を向く力にはなるはずだ。

　だから俺は何も言わず、代わりにメロに向き直る。彼女は肩を軽く竦めて、

「んじゃ、あたしは援えん護ごに回るよ。正直、あんまし余力ないんだけど。ま、あんだけ襲われて生き延びたのに、最後は魔物に殺されましたじゃ締しまらないからねー」

「頼む」

　頷きを返し、俺たちは迷宮を駆かけ戻っていくことになった。







第十話　脱出







　前衛は、フェオとシルヴィアが請うけ負おった。

　その後ろをメロとシャル、続く形で俺とピトスが走っている。

　はっきり言って、前の四人がいなければ死んでいた。シルヴィアとフェオは、さすがに姉妹だけあって息の合った連携を見せている。シャルが魔ま術じゆつを使って周囲の魔物を探し、それをふたりに告げる。ふたりは足を止めず、先手を取るように魔物へと突貫して、多くの魔物を一刀のもとに斬り捨てた。とはいえ絶対じゃない。迷宮には剣が通用しない魔物も少なくないのだから。

　そういった魔物は、主にメロが担当した。魔力が足りないとはいえ、それでも彼女の攻こう撃げき力りよくは並じゃない。彼女が狙いを定めれば、それはそのまま魔物の死を意味していた。

　後列にピトスがいるのは、俺の治療を走りながら行ってくれたからだ。

　火星を自称する男に抉られた肩は、それでほとんど塞がった。だが、これによって俺とピトスは完全に戦線離り脱だつ状態になっている。治ち癒ゆ魔ま術じゆつは魔力を大量に消費するのだ。

　今、シルヴィアに次いで余力があるのはシャルだろう。

　だから索敵を請け負っているのだが、彼女は先ほどからほとんど言葉を発さない。事務的に行く先の様子を告げるだけで、それ以外はほとんど何もしていなかった。

　それでも、完全に役立たずと化した俺よりはいくぶんマシだが、様子がおかしいことは事実だ。やはり迷宮の底で、彼女は父親に会ったのだろう。

　それがシャルに及ぼした影えい響きようは、どうやらかなり大きいようだ。

　それでも今は、彼女にがんばってもらうしかない。

「――っ！」

　と、シルヴィアが呻うめく。目の前には今、巨大な岩のような球体が宙に浮ういていた。

　それ自体が一体の魔物である。剣は通らず、かといって魔術も効きにくい。防御能力の高い魔物の一種で、しかも図体が大きく無視して駆け抜けることも難しかった。

　あの石人形がこの迷宮の魔物を素もとに作られているのなら、当然こういった種類の魔物が多いということだろう。時間が足りない現状、それは厄やつ介かいな事実だった。

　魔物が宙を飛び、それをシルヴィアが剣で受ける。

　とはいえ、硬質な岩石が高速で飛んできたようなものだ。そんなものを正面から受けては、細い剣など容た易やすく折れてしまう。シルヴィアは剣を器用に傾けて勢いを流すと、そのまま力ちから尽ずくで岩石の魔物を迷宮の壁に叩たたきつけた。

　さすがに強い――というより、上う手まい。冒険者の中でも上位に位置するだろう技量だ。

「――どいて。壊す」

　壁に叩きつけられた魔物に、メロが魔術を発射する。

　狭い迷宮では、あまり規模の大きな攻こう撃げき魔ま術じゆつは使えない。だが、こと扱あつかえる魔術の範はん囲いにおいて、メロの右に出る者はそういない。必要な術式を、メロはその場で編み出せる。

　岩石の魔物が、周囲から圧縮されるように縮んでいく。空間系の魔術を習得した流れで開発したのだろう。辺りの空気ごと内側に圧縮された魔物は、そのまま潰つぶされて弾はじけ飛んだ。相変わらずとんでもない威い力りよくの魔術だが、

「……飛ばしすぎじゃないか？」

　俺は言った。彼女の魔力量は、もうかなり心こころ許もとない。単純な消費量なら、もはや俺を優に超こえているだろう。だがメロはこちらに振り向くと愉快そうに笑い、

「だいじょぶ。――そろそろだからさ」

「……なんのことだ？」

「待ってればわかる。あたしたちは、時間を稼げばいいだけだよ」

　どうにも、何かを隠しているような口くち振ぶりだ。だが俺はあえて追及しなかった。

　必要なことならばメロは言うだろう。言わないということは、言わなくても平気なのだと彼女が確信しているからにほかならない。ならば、俺はそれを信じるだけだ。

　そう、俺は気づいていなかったのだ。

　メロは、オーステリアの街で襲われたと言っていた。それを撃退して、彼かれらが持っていた指環を入手したとも。シルヴィアやピトスも持っている、例の転移魔術の術式陣じんが刻まれているという魔具のことだ。七曜教団の連中が持ち込んだものだろう。

　それを見たからこそ、彼女は疑似転移魔術を自力で開発することができた。

　だが今、彼女はその指環を持っていない。どこかに隠し持っているのかもしれないが、その様子はどうやらないと思える。

　もちろん、この一方通行の指環で地上に戻ることはできない。だから気にも留めていなかった。

　いったいメロが、手に入れた指環をどこに置いてきたのか――誰に渡わたしたのか。

　俺はそれを、すぐあとで知ることとなる。





※






　ギリギリの戦いが続いていた。

　迷宮の魔物には様々な種類がいるし、数は無限に等しい。時には物量やその特性に隙を突かれ、前線を突破されることもある。それを零ゼロにできれば誰も困らない。

　シルヴィアとフェオは、そんな中でも前衛を支え続けていた。

　彼女たちにも、ひとつのクランのメンバーとしての矜きよう持じと自負がある。教団の介かい入にゆうで、迷宮の攻略は失敗に終わってしまったが、それだけで何もかも諦あきらめられるわけがない。

　だが。それでも。

　それでも、たったふたりだけで踏破できるような迷宮じゃない。戻れば戻るほど魔物は弱くなっていくはずだったが、おそらく結界に瘴気が利用されていた影響だろう、むしろ進めば進むほどに強くなった魔物に行き遭う羽目になった。

　メロの魔力は枯渇寸前、シャルも精彩を欠いている。ピトスも本調子ではなかったし、俺に至っては完全に戦力外だ。限界が、目の前に見え始めていた。

　ましてこの先には、まだあの石人形ゴーレムが残っている。あとから来たメロが魔術で道を無視していた以上、石人形ゴーレムは未いまだ健在だ。今の俺たちで、果たして勝ち得る相手だろうか。

　甚はなはだ怪あやしい。本当に、最終手段を選ばなければならないところまできていた。

　そんな状況に変化が訪おとずれたのは、およそ十層を上に進んできた頃だ。

「――誰かいます！」

　最初に叫さけんだのはピトスだった。通路の曲がり角を前にして、鋭するどい視線をその先に向けている。

　言うまでもなく、その気配には全員が気づいていた。

　感知の魔術など使わずとも、その場にいるだけで伝わってくる濃のう密みつで強大な魔力。どんな鈍感でも悟らずにはいられない存在強度。それは紛れもなく怪かい物ぶつの気配だ。

　それこそあの木星や火星と比ひ較かくしてさえ勝まさるほど、この先にある存在は強大だ。

　――魔物ではない。

　感じる魔力が瘴気ではなく、純じゆん粋すいな魔力だったから。それは魔物ではなく、魔術師が発する気配である。身を隠すことさえなく、この迷宮を悠ゆう然ぜんと進んでいる。

　魔術を使わずとも知れるほどの、濃密で強大な魔力を持つ魔術師。そんな存在が、なぜこんな場所にいるだろう。教団の連中が、消耗した俺たちを討ちに来たのか。

　最悪の想像が、俺の脳のう裏りに淀よどんでいた。

「……あ」

　だが、俺はそこで気づく。この強大な魔力の気配を、俺は確かに知っていた。俺を除けば、おそらくメロだけが彼女のことを知っていた。

　悪意ある存在だと考えるには、その魔力はあまりにも澄んでいる。まるで真昼の日差しのように清純で暖かな、全てを包つつみ込む感覚。持ち主の人格を綺き麗れいに反映している。

　俺は小さく溜ため息いきをつく。心底から安あん堵どしていた。

　そして同時に、すぐそばに立つ少女の悪戯いたずら心を視線で責めた。

「……お前の仕業か」

　メロに問う。考えられるのはそれだけだ。

　彼かの女じよは薄く口くちの端はしを歪める。渾こん身しんの悪戯を成功させた悪童の笑えみだった。

「だから言ったじゃんか。だいじょぶだ、って」

「なるほど、ようやくわかった。渡してきたのか、あの指環を。ファインプレーだ」

「念のためね。向こうでやってもらわなきゃいけないこともあったから、正直本当に使うことになるとは思わなかったけど……ま、間に合わせてくれる相手でしょ？」

　――やられた。と、素す直なおにそう思う。

　だが、なるほど。これは最高に確かに最高の援軍だ。これ以上なんてあり得ないほどに。

　もう大丈夫。そんな安堵を俺は得る。彼女がここに現れた時点で、もはや俺たちには傷ひとつつくことがなくなった。そんな可能性は、この時点で完全に消え去った。

　それほどの信頼を置ける相手だった。

　――どかん！

　と、爆発音にも似た重たい響きが轟とどろく。目の前の曲がり角から、何かが高速で吹ふき飛とんできて、そのまま壁かべに直ちよく撃げきした。その勢いのまま、壁にぶつけられた何かが弾ける。

　魔物だ。迷宮に巣食う怪物が、背中から壁に叩きつけられたのだ。魔物はそのまま爆散して元の魔力へと還元される。自らを超える埒らち外がいに、魔物は一瞬で圧あつ潰かいされた。

　仮にそれが魔物ではなく、肉体を持つ生物だったなら、きっと壁には赤い染しみだけが残されただろう。そんなことを確信させるほど、それは圧あつ倒とう的てきな威力だった。

　皆は警けい戒かいに身構えている。けれど、もうその必要はない。俺は言った。

「大丈夫。――味方だよ」

　まるで語り継がれる英雄が如ごとく、窮きゆう地ちに都合よく現れる救援。

　もちろん、それは偶ぐう然ぜんに呼び寄せられた奇き跡せきではなく、そのための前提条件を俺たちがクリアしていたからこそ訪れた当然だ。

　――通路の先から、ひとつの人ひと影かげが現れる。

　向こうもまた、こちらの存在に気づいていた。彼女は急ぎながら駆け寄よってくると、俺たちの顔を眺ながめて安堵の吐息を漏らした。安心したのは、こちらのほうなのだが。

　フェオとシルヴィアは、彼女の顔を知らないだろう。だが顔を知っているピトスとシャルだって、彼女の強さまではおそらく知らない。彼女はその正体を世間に隠している。

　だが、ほかならぬ俺とメロは、彼女の強さを誰よりもよく知っていた。

「――よかった。今回は、なんとか間に合ったみたいだね」

　彼女が言う。俺とメロにとってはかつての仲間であり、またピトスとシャルにとっては先生であり――かつての伝説の一角を占める、最強の援軍である彼女が。

　唐とう突とつに現れたその姿を見て、ピトスが驚おどろきに目を見開く。

「せ、セルエ先生……？」

「うん、そうだよ。大変だったね、みんな」

　――正体不明の冒険者集団、七星旅団セブンスターズの五番目。

　世間的には一介の学院教師でありながら、けれどそれは彼女の無名を意味しない。若くしては名うての賞金稼ぎとして犯罪者を狩り、その暴ぼう虐ぎやく的なまでの強さから賞金首以上の厄介者として謳われた暴君にして女傑。七しち星せいに入る以前には《太陽を呑む狼おおかみ》、《混沌なる破は壊かい者》、または《ならず者たちの王》などという二つ名で呼ばれた、旅団きっての武闘派魔術師。今では丸くなったものの、その実力が衰えたわけでは決してなかった。

　なにせ未だに、学院長の許可なくしてオーステリアから出られない――持ち出し厳禁の兵器扱いを受けている女性だ。彼女が保有する戦力は、単身で一軍に匹ひつ敵てきする。




「――でも、もう大丈夫。わたしが、みんなを助けに来たから」




　七星における二つ名を、曰いわく《日向の狼藉者ソールヴイトニル》。

　――セルエ＝マテノの姿が、そこにあった。





※






　クラン《七星旅団セブンスターズ》において、各自に振り分けられた番号――たとえば俺が六番目で、メロが七番目というような――は、加入した順番通りにつけられている。

　要するに地位や年ねん齢れい、実力を示す数字ではない。一応、一番目である俺の義姉――マイア＝プレイアスが団長リーダーという形にはなっているが、それこそ形式以上の意味はなく、七星には基本的に上下関係というものが存在していなかった。

　冒険者の集団は、基本的に実力がモノをいう社会を形成している。だからその意味では珍めずらしい形だったろう。命令系統など存在せず、各自が好きに集つどっているだけ。

　別段、何か目的のある集団ではなかったからだ。マイアが気に入った人間を集めただけ。その意味では、だから冒険者クランと表現するのは厳密ではなかっただろう。

　友人同士でなんとなくつるんで、遊びたいように遊んでいただけだと言っていい。

　とはいえ、全員が初めから素直に加入したかといえば、そんなことはない。

　縦ではなく横の繋つながりだけでできた集団にもかかわらず、俺たちは初めから仲がよかったわけじゃない。どころか割と険悪な関係だった。それも結構、洒しや落れにならないレベルで。

　あるいは険悪というより、苛か烈れつだったと表すべきか。

　もともとがマイアの思いつきだ。《七星旅団セブンスターズ》という名を名乗ることに、初めは意味なんてなかったのだ。むしろみんな、集団に拘こう束そくされることを嫌きらっている節があった。

　マイアがなんとなく「七人くらい仲間を集めよう」と立ち上がった際、素直に加入したのは二番目くらいだ。あとは俺を含め、全員が一度は誘さそいを断っている。

　あえて自分を棚たな上げにして言うが、根本的に魔術師とは我の強い生き物だ。そう簡単に他人の傘下へ（形だけでも）入ろうとする奴やつはいない。

　例外の二番目は……まあ、何も考えていなかったのだろう。あの男は基本的に、マイアの思いつきに逆らわない。あのふたりは幼馴染みだった。

　俺も当然、最初は加入を断った。誰だれかの下に入るのが嫌いやだという理由ではない。単に俺は、マイアに振り回されるのが嫌だったのだ。あの当時の俺はまだ、逃れようとするだけ無む駄だだという真理に到とう達たつしていなかった。若かったんだろうなあ、なんて思ってしまう。

　だが、最初のふたりを除いた五人の中で、最も加入に抵てい抗こうしたのは俺じゃない。

　何を隠そう、それはセルエ＝マテノだったのだ。

　当時のセルエは荒れていた。それはもう荒れに荒れていた。今の穏やかなセルエからは想像もできないくらい、当時のセルエは怖かった。怪物的と言っていい。

　彼女の名誉にかけて言えば、これは何もセルエが悪いわけではなかった。どちらかといえばマイアが悪い。基本的に、おおむねのことはマイアが悪い。そういう風になっている。

　セルエはオーステリア学院の出身で、それはマイアも同じだった。つまりセルエにとって、マイアは学院の先輩ということになる。

　それは取りも直さず、セルエが学院時代からマイアに振り回されていたことを意味する。

　その心労たるや想像に難かたくない。迷宮に入っては迷宮を壊し、犯罪者を見つけてはこれを潰し、何もなければ自分で事件を起こしてでもとりあえず面めん倒どうを呼んでくる。

　我が親愛なる姉君は、なんというか、そういう人間だった。にもかかわらず他人を惹きつけるカリスマがあり、おそらくそういうところがセルエの逆げき鱗りんに触ふれたのだろう。

　セルエは学院時代から優ゆう秀しゆうな魔術師で、それだけが理由ではないのだろうが、なぜか異様なまでにマイアから目をかけられていた。あるいは目をつけられていた。らしい。

　その事実は同情に値あたいする。いやもう可哀想で仕方がない。心からの涙なみだを禁じ得ない。

　ゆえにセルエは、「クラン作るから入ってー」と簡単に言うマイアに抵抗した。というか普通に断った。それは当然の判断だったし、マイアがその程度で諦めるわけがないのも、やはり当然の流れだった。セルエは泣いていいと思う。

　ともあれ。

　そこから始まった、セルエを身内に引き込むための駆け引き。まだ加入していなかった俺でさえ、なぜか駆り出だされての全面抗争。

　――そう、それは抗争だった。

　当時はまだ名もなき集団だった《七星旅団セブンスターズ》の四人と、拒きよ否ひ権が認められずに巻き込まれた俺の計五人で、とある戦いに参加することになったのだ。

　対するは、セルエが掻き集めてきた荒くれ者の魔術師――総勢三百余名。

　それが正面からぶつかって雌し雄ゆうを決し合ったというのだから馬ば鹿かげている。何をどう間違えばそんな最終戦争に参加する羽目になるのか、大いに理解に苦しんだ。

　あとから話を聞いたメロなどは、「なぜあたしを呼ばなかった！」とトチ狂ったことを叫んでいたが、俺だって代われるものなら代わりたかった。

　当時はまだメロと知り合っていなかったため仕方ないが、いればきっと喜んで参加しただろう彼女の思考には微み塵じんも共感できない。そんな最終戦争に巻き込まれたくなかった。

　……まあ、それも今となっては昔の話。酒の肴さかなの笑い話でしかないだろう。

　いろいろあって、セルエ＝マテノは旅団に参加した。そもそも本当に嫌がっていたら、マイアも誘うことはなかったのだと思う。つまるところ、これはそういう類たぐいの話。

　セルエ＝マテノは、以前よりずっと丸くなったのだ。

　これでも。……それでも。





※






「大丈夫？　怪我は……あるみたいだけど、うん。とりあえず死ぬことはなさそうだね」

　こちらへと駆け寄ってきたセルエが、安堵したように胸を撫で下ろす。

　一瞬、俺の腕を見たときに目つきが鋭くなっていたが、まさか味方ピトスにやられたとは思うまい。俺もそんな恥はずかしい事実を暴露するつもりはなかった。

「先生……どうしてここに？」

　首を傾かしげて訊たずねたピトスに、セルエは「うん」と頷いて答える。

「アスタと、それからメロに呼ばれてね、なんとか駆けつけてきたんだ。……どうやら、正解だったみたいだね」

　厳密に言えば、俺はセルエを呼んだわけではなかった。いや、確かにタラスまで来てもらえるよう手配はしていたが、迷宮なかにまで来てもらえるとは思っていなかった。

　メロを通じてセルエに頼んだのは、管理局を動かすことだ。

　地上にいる《銀色鼠シルバーラツト》のメンバーに危害が及およばないよう、戦力を手配してもらおうと考えていた。セルエはそのために、学院や管理局を奔走していたことだろう。

　セルエがここまで来られたのは、メロが転移の指ゆび環わを手に入れた偶然のお陰かげであり、また彼女がそれをセルエに渡すという機転のお陰だ。それがなければ最悪、迷めい宮きゆうの中に籠ろう城じようする羽目になったかもしれない。食料なんて持ってきていないから、本当に僥ぎよう倖こうだった。

「とりあえず、管理局にはかけ合ったよ」セルエが言う。「動きが遅おそいから、尻を叩くので大変だったけど、学院長にも協力してもらってね。なんとか一部隊、出してもらうことができた」

　セルエの言葉にほっとひと息つく。どうやら、なんとか間に合ってくれたようだ。

　オーステリアに戻ったら、ガードナー学院長にも感謝を告げねばなるまい。

「……地上は今、どうなってる？」

「銀色鼠シルバーラツトのクラン員は全員、管理局で保護してる。もちろん抜ぬけはいるだろうけど――」

「そいつらは、初めからクランを裏切ろうとしていた連中だろう」

「……そうなるのかな。いや、わたしも詳くわしいところまではわかってないけどさ」

　ちら、とセルエはシルヴィアの顔を窺ってから答える。彼女が銀色鼠シルバーラツトの団長リーダーであることは知っていたようだ。

　とはいえ、ここでかけられるような言葉もないのだろう。セルエは事務的に続ける。

「管理局に登録されてた名簿リストのうち、数人が偽証の身分だったことがわかってる。といっても正直、ほとんど調べられなかったんだけどね。どうやら一刻を争あらそう状じよう況きようみたいだったし、ちょっとばかり、管理局には強くお願いしてきちゃったよ」

　その《ちょっとばかり》に、いったいどれほど恐おそろしい意味が込められているのかは想像したくない。少なくとも、俺は本気のセルエに凄まれたら腹を見せて降こう伏ふくすると思う。

　とはいえ管理局も、《日ひ向むかの狼ろう藉ぜき者もの》を敵に回すことは避けたいだろう。

　ご愁傷様だ。戸籍なんてないに等しいこの世界では、クランの登録名簿など形程度のものでしかない。裏を取るには骨が折れだろう。数名を虚偽と断じられただけ充じゆう分ぶん早い。

「――ま、その辺りの話は地上に戻ってからにしようか。こんなところに長くいると、それだけで息も詰まっちゃうからね」

「そう……だな。助かったよ」

「そう？」とセルエは首を傾げる。「アスタはともかく、メロまでいて地上に戻れないってことはないんじゃないかな。この程度でバテるほど柔じゃないでしょ」

「そう思ったんだけどな……」

《ともかく》、などと断じられたことはともかく、俺は視線をメロに向ける。彼女は笑っていた。その笑みの裏に隠された意図を、俺は読み取ることができない。

　実際のところ、大部分を彼女の力に頼たよっているのは事実だ。本来ならこの程度で機能を停止するような魔術師ではないのだが、あの魔術はそんなに魔力を消費するのか。

　それとも、最下層で奴に会ったことが何か関係しているのか。

　いずれにせよ、理由は不明ながら、合流してからのメロが（彼女にしては）珍しく大人しいのは事実だ。それが本当に魔力的な疲弊のせいだけなのかは、いまいちわからないが。

　とはいえ、その辺りの話も今は後回しにするべきだろう。

「――そういうわけですので、ここからは私が先を歩きます」

　と、セルエが言う。視線はシルヴィアに向いていた。

　本来、迷宮での行動は全すべて自己責任だ。たとえ《助ける》という形でさえ、他者が介入するべきではない。その意味で、セルエはシルヴィアに意志を問うていた。

　もちろん建前で、実際は死ぬくらいなら助けてもらうほうを誰だって選ぶだろう。選択肢がある時点で恵まれている。まあ、これも形式ということ。

「失礼ですが、貴女あなたは……？　オーステリア学院の職員の方ですか？」

　と、セルエへ訊ねるシルヴィア。彼女からしてみれば、セルエも怪しい人間のひとりに過ぎない。

「その通りです。すみません、申し遅れましたね。セルエ＝マテノといいます」

「えっと……教師の方が、どうして……？」

「そこのアスタから頼まれまして。教師として、というよりは、彼の友人として来たつもりですので、そこはご安心を。生徒と、加えて貴女方の安全は私が保証します」

「セルエは元同僚です」

「……じゃあ！」

　と、口を挟んだ俺おれの言葉に、目を見開いたのはフェオだった。

　いや、ほかの連中もそう大差ない。唯ゆい一いつ、ピンときていないのはシルヴィアくらいだろう。セルエは苦く笑しようすると、それから改めて別の肩かた書がきを名乗る。

「はい。かつては七星旅団セブンスターズというパーティに所属していました。ですので、実力は信用してくださって構いません。メロとアスタの、代わりくらいは務められますよ」

「……もしかして、《日向の》――」

「すみません」

　言いかけたシルヴィアに、セルエは頭を下げて答える。

　その表情には、いくぶん朱しゆが差していた。

「その呼び方は、どうかやめていただけると助かります……」

「え、ああ……」

「あんまり、可愛らしい名前ではないので」

　恥じらうセルエである。

　俺と同じく、七星ではただふたりの《二つ名とか恥ずかしい派》なのだった。

「――では、参りましょうか」

　というセルエの言葉に付き従って、俺たちは歩いて上を目指した。地上が安全だと確信が持てた以上、無理をして急ぐ必要はなくなっている。

　とはいえ、セルエの言葉だけでシルヴィアたちが安心できるわけもなく。俺が彼女を信頼しているのは、もちろん彼女のことを知っているからで、知らなければ話は別だ。

　温厚で、明るく笑うセルエは、見た感じあまり強者の印象を与えない。もちろん外見が実力に相関を持たないことはメロの例を出すまでもない事実だが、それでもメロが自信満々に歩いている姿には、それなりの説得力があるものだ。実力者の風格、なんて言うと少し格好つけすぎだが、意外と馬鹿にできなかったりする。

　一方で、セルエは確かに余よ裕ゆうそうに先頭を歩いているが、かといって強そうに見えるかといえば違ちがうように思う。実力の一いつ端たんは垣間見たが、それで信頼できるわけでもない。

　実際、セルエの《強さ》というものは言葉にしにくい部分があった。

　見る者が見れば、その強大な魔ま力りよくと、鋼の如ごとく鍛え上げられた肉体には気がつくことだろう。セルエは俺やメロと違い、真っ当なタイプの戦せん闘とう者に見られることが多かった。

　だがそれは大きな勘かん違ちがいだ。仮にも七星の一員。

　彼女もまた、実際には《真っ当》から大きく外れた魔ま術じゆつ師しである。

「――ねー、アスター」

　と、メロが俺を呼ぶ。セルエと合流したことで、彼女も明らかに気が抜けていた。

「なんだよ？」

「おんぶ」

　両手をこちらに突つき出し、背せ負おって歩けとご所望である。

「おんぶ、じゃねえよ……」

「あたしもう疲れちゃったよ、魔力もないし」

「俺、片かた腕うで折れてんだけど」

「おんぶ」

　聞く耳なしですか、そうですか。

　まあ、別に構わない。魔力の消費は体力に直結する。彼女が誰よりも消耗していることは事実だろう。頼りっ放しだった手前、断ることはできなかった。

　片腕でなんとかバランスを取りながら、メロを背負って再び歩き出す。

　セルエは悠然と先頭を歩いた。俺たちは、その後ろにただついて行く。

　それだけのことを、数十分に亘わたり続けていた。俺たちは数層の範囲をただ歩いていた。

　――だが迷宮において、《ただ歩く》という行こう為いがどれほどの異常か、この場にわからない人間はいないだろう。

「魔ま物ものが……いない？」

　さすがに不審に思ったのか、フェオがそれを言葉にした。

　先頭を行くセルエは振ふり返らない。だから代わりに、俺がその種明かしをする。

　本来なら魔術とは秘するものなのだが、見せた以上はあまり関係がない。

　というか、知っていたところで彼女と同じことができる魔術師などそうはいないだろう。セルエはセルエで、俺と同じく、かなり稀け有うな魔術を習得している。

「いないわけじゃないよ。単に、出て来られないだけ」

　俺は答えた。興味を持ったようで、シルヴィアまで首を傾げた。

「……どういうこと？」

「ひと口に説明するのは難しいんだけど」断ってから続ける。「魔物は人間を襲う。これは魔物の本能というか、根源的な衝動というか――とにかく、魔物にとって逆らい得ない絶対の命令のようなものだ。どんな状況であれ、そこに人間がいれば、魔物はそれを殺そうとする。ほかのことは一いつ切さい無視してでも」

「それは知ってる。だからこそ、迷宮で魔物に襲われるんでしょう」

「でも逆を言えば、そこには理由がない」

「理由……？」

「そう。たとえば野生の動物がほかの生き物を襲う理由は、究極的には《生きるため》だ。まあ《食べるため》だったり、あるいは《身を守るため》だったり様々ではあるんだけど、少なくとも野生の生物はなんの理由もなく、たとえば快楽なんかを求めて殺しをしない」

　ひと息。俺は疲れを払って説明を続ける。

「けれど魔物は《人間を殺す》という行為そのものが目的だ。そこが違う――なら、それさえ取り払ってしまえば、魔物が人間を襲う理由はなくなってしまう」

「――要するに、魔物の精神に介入してるわけー」メロが言った。「魔物は生物じゃないけど、それを模してる以上は似たような構造してるからねー。こちらへの興味を削ぎ取ってしまえば、たとえ殴なぐられたところで反はん撃げきもしてこなくなるよ」

「ま、魔物の精神に干かん渉しようしてるのか……!?　そんな馬鹿な！　いや、その領域レベルまでいったらもはや魂たましいの改変に近い。喪失魔術ロストロジツクの領域だぞ！」

　シルヴィアの驚きはもっともだった。

　ただでさえ精神干渉系の魔術師は稀少だ。ルーン魔術師並みに少ない。治ち癒ゆ魔ま術じゆつ師しよりは多いだろうが、それでも稀有な術者なのだ。

　火星という前例は見ているものの、セルエがやっていることはそのさらに上を行く。

　ただでさえ難易度の高い魔術だ。魔力を持つ相手には容易に対抗レジストされるため、少なくとも戦いの中で扱えるような術式ではなかった。上手くいっても効果は薄うすい。相手を完全に意のままに操あやつるような魔術は、ほとんど不可能の領域にある。

　それも相手が魔物となればなおさらだ。人間にとって《理解できないモノ》である魔物の精神に、魔術師にんげんが干渉するというのは理り屈くつに合わない。可能かどうかも怪しいだろう。

　だから当然、セルエにもそんなことはできなかった。

「もちろん違う。セルエの魔術は精神干渉じゃない。まして魂の改変なんて、普ふ通つうに無理に決まってる。でも、同じ《結果》を起こす魔術ならほかにもある」

「なら、彼女はいったい何を……」

「わからない」

　と、俺は言った。魔術師にとっては、ほとんど敗北宣言に近い言葉である、それを。

　案の定、シルヴィアは目を見開いて驚く。

「は、はあ……？」

　俺は肩かたを竦すくめようとしたが、メロがいたので諦める。

「いや、本当にわからないんだよ。セルエの魔術はかなり概がい念ねん的で、同じことができない俺じゃあ理屈はともかく、感覚的にそれが理解できない」

「私からすれば、アスタの印刻ルーン魔術のほうがよっぽどわかんないんだけどなあ」

　前を行くセルエから茶々が入るが、無視である。

　お互たがい、ほかには滅多に術者がいない稀少な魔術を使っているという点では同様だ。だが俺はセルエの術式が微塵も把は握あくできないし、セルエもまた俺の術式が欠片も納なつ得とくできないという。万ばん能のう型がたではない特化型の魔術師の、それが欠点ということだろう。

　まあ、知らない分野の技術なんて、そんなものではあるのだろうが。セルエが特化型かと問われると、それは違うと答えるしかなかったし。

「――《混沌魔術ケイオスマジツク》」

　霊魂や概念に作用する複合的技術。それは精神干渉の分野のみに限定されない。

　複数の魔術を強ごう引いんに掛け合わせ、その成立背景から改変し、新しい魔術を歴史ごと創り出すという技法。メロとはまた違った意味で、彼女にしか為なし得えない魔術。

　魔術によって世界観転換パラダイムシフトを引き起こす、あらゆる魔術の中で最も《矛む盾じゆん》に寛容な系統。

　それが精神干渉に偏っているのは、単に必要性の問題だ。七星旅団セブンスターズには、ほかにそちら系統の魔術を学んでいる人間がいなかったから、彼女が請け負ったというだけ。

　それくらいに応用が利く魔術。混沌魔術。

「――それが、セルエの使う魔術だよ」

　悠然と歩くセルエ。彼女はこの状態で、迷宮の魔物を支配下に置いている。

　印刻ルーンもかなり解かい釈しやくに幅の利く系統ではあるが、セルエの魔術はもはや応用が利くというレベルではない。

　まったく別の魔術を混ぜ合わせ、なんの因果関係もない複数の神話を引用し、その発生から異なる宗教観をごちゃごちゃにないまぜにして、ひとつの魔術として発現する。

　普ふ通つう魔ま術じゆつ、元素魔術、儀ぎ式しき魔ま術じゆつ、召喚魔術、結界魔術、護符魔術、占星魔術、錬金魔術、数秘魔術――世に魔術の系統とされるものは多々あれど、その全てを足し合わせて、結果としてまったく新たな《一》を生み出す系統はひとつだけ。

　それが《混沌魔術師ケイオスメイジ》、セルエ＝マテノが用いる術式であり。

　そして驚いたことに――あくまでその一側面でしかない。





※






　俺たちは、戦いの大半を避けて十一層まで戻もどってきた。

　ときおり抵抗力の高い魔物との、避けられない遭そう遇ぐうがないではなかった。

　だが、それもセルエを前にしては砂上の楼ろう閣かくよりも脆もろい。ましてメロまでいれば万全と言えよう。そもそもここまで帰ってきてしまえば、魔物もだいぶ弱くなっている。

　それでも危険なことには変わりないが。セルエを脅おびやかせるものではない。

　セルエの使う混沌魔術は、はっきり言って、あらゆる魔術の中でもいちばん意味がわからないと俺は思っている。

　いや、わからないという意味ではメロの創作魔術やピトスの治ち癒ゆ魔ま術じゆつも変わりないのだが、これらは初めから《理解できないモノ》として納得しているから問題ない。翼を持たない俺が、空を飛ぶ鳥に疑問を抱いだかないようなものだとたとえればいいだろうか。

　だがセルエは逆だ。理解はできても納得はできない。

　なまじ中ちゆう途と半はん端ぱに理解できる理屈で、微塵も納得のいかない結果を引き起こされるのが、正直いちばん始末に負えないと思う。

　印刻ルーン魔術を漢字でたとえるのなら、俺が《火カノ》とか《雹ハガラズ》とか書いて必死に相手を攻こう撃げきしている横で、セルエは《仏ぶつ恥ち義ぎ理り！》とか造語を使って敵を倒たおしてるみたいな感じだ。

　ちょっといい加減にしてくれませんかね、と俺じゃなくても思うだろう。

　もちろん比喩だし、まあ今さらでもあろう。セルエの意味不明っ振りはこれまでさんざん味わっている。考え方次し第だいでは、メロよりマシという気がしないでもない。

　先ほどの漢字のたとえで言うなら、メロはもはや文字さえ書かずインクぶちまけて染みを作っただけで魔術を発動させているような感じか。「え、これ読めないの？」とか言いながら。七星旅団セブンスターズとは基本的にそういう魔術師の集まりなので、驚く時間が損である。

　一方、セルエから見た俺も、理解はできるが納得はいかないらしい。

　俺の場合、《火》と書きながらそれとはまるで関係ない魔術を使ったりするわけで、それがセルエにはちんぷんかんぷんなのだとか。どうしてそれでそうなると、と。

　お互いの理屈が、お互いにとって通用しない。分野違いの魔術師ならあり得る話だ。

　まあ、お互い様さまといったところなのだろう。あまり納得いかないが。

　というわけで十一層――例の石人形ゴーレムがいる層である。

　俺はその姿を前にして、小さく溜息を零こぼした。結界が壊され、瘴しよう気きが迷宮に戻った影えい響きようは、この石人形にももたらされていたらしい。

　なぜか、先ほどよりわずかに巨大化しているようだった。

「……強くなってんじゃねえかよ……」

　俺は零すように呟つぶやいた。迷宮の瘴気を、胸元の魔ま晶しようから吸引したのだろう。

　その効果は主に防ぼう御ぎよ力りよくとして発揮されているように見えた。セルエが小さく、わずかに困ったように言う。

「うん、魔ま術じゆつ干かん渉しように対する抵抗力も高いみたいだね。私でも直接干渉は無理かな、これは。驚いたな……こんなところに出てくる魔物じゃないでしょ、これ」

　転移で下まで降りたセルエとメロは、こいつを直接は見ていない。シルヴィアとピトスも同様だ。最後に、面倒な障害を残されたものである。

「どうするの？」

　シルヴィアが言った。最悪、自分が犠ぎ牲せいになると言い出さんばかりに鬼き気き迫っている。

　だが、そんなことはもう求めていない。ここまで来たら、あとは全員で帰るだけだ。

　俺はちらり、と背中のメロに視線をやり、それからセルエにこう言った。

「――はあ。わかった、俺がやるよ。あと一枚くらいなら、切れる札もある」

　大おお嘘うそである。俺がやる気など微塵もなかった。

　案の定、セルエは露ろ骨こつに嫌な顔をした。というか明確に怒おこっていた。

「何それ……馬鹿にしてる？」

「なんで？」

「腕うでまで折れてるのに。前に立たせるわけないじゃん」

「いや、奴とは二戦目だからな。やられっ放しってのも癪しやくだし、ここらでリベンジしようかと思ってね」

　これも嘘だ。そんなプライドはまるで持っていない。

　ただ、そう言ったほうが、セルエにやる気が出ると思っただけである。

「リベンジ……？」

「ああ。なんせ一戦目は、かなり酷ひどい目に遭わされたからね。俺だけじゃなく、シャルも、あとフェオも。こいつのせいで、いったいどれだけ苦労したことか」

「……そっか。おかしいと思ったんだよ、アスタがここまで怪け我がするなんて。なるほどね……コイツにやられたんだ、その腕」

　すっ――と声こわ音ねが冷え切った。

　セルエが纏っていた穏やかな雰ふん囲い気きが、急激に零れい下かまで冷え込んでいく。

「うわー……」と呟くメロ。「……あたし、知らないからね」

　後ろ目に見るその表情は完全に引ひき攣つっている。これから何が起こるのか、メロにはわかっているからだろう。いや、俺にとっても賭かけではあるのだが。

　とはいえ、この石人形ゴーレムはかなり強い。正直、呪のろわれている俺では、たとえ魔力が万全でも正面戦闘は避けたい相手だ。魔術で相手取るとなると、セルエでも骨が折れると思う。

「え、あの、いや……それは、」何かを言いかけたピトス。「むごっ!?」

　その口を俺は、咄とつ嗟さに押おさえ込んで黙らせる。

　俺の腕を折ったのがこの石人形ゴーレムだと、せっかく勘違いしてくれたのだ。それを邪じや魔ましてはならない。本当はピトスだという事実は、たぶんセルエには知られないほうがいい。

　別に、嘘は言ってないからね。でもセルエが勘違いする分にはね、ほら、俺のせいじゃないし。……いや、うん。

　心苦しいとは思うが、そうでもしなければ、セルエは昔の彼女に戻らない。

　セルエ＝マテノは、身内を傷つけられることを何よりも嫌きらう性格だ。

　かつての仲間である俺や、教え子であるシャルとピトスを傷つけたのが目の前の石人形だと（違うけど）知れば、彼女はきっと怒ると思っていた。

　それに、鬱うつ憤ぷんも溜たまっていたことだろう。前回、オーステリアのときにセルエは間に合わなかった。彼女の持つ戦力は、そう簡単に振るっていいという許しが下りない。

　だが、それは身内を傷つけた相手に対する報復の機会を逃したということだ。

　――そう、勘違いしてはならない。

　彼女の言う「間に合った」は、もちろん俺たちを助けられたという意味でもある。

　だが同時に――復ふく讐しゆうの機会に「間に合った」という意味でもあるのだ。

　彼女の裏の人格は、報復の機会を決して逃さない。やられたら、やり返す。

　魔術師として、それは酷く正しい在り方だ。在り方としては正しいのだ、一応。

「へえ――そっか。そっかそっかそっかそっかそっか」

　俯き、震ふるえるような声でセルエは言う。

　それは怒いかりに対する震えであり、同時に歓喜の震えでもある。

　彼女にとって、それは矛盾しないことだ。

　どちらも正。彼女の二面性に、だから本当は、表も裏もないのだけれど。

　セルエは噛み殺すように、小さな声で言う。

「――テメエが、オレの身内に怪我させやがったワケだなオイ」

　……うん。表も裏もないんだけれど。

　こちらが裏ということで、便宜的に通しておきたいと思う。

　――いや、だってめちゃくちゃ怖こえぇから。

「せ、先生……？」

　この状態のセルエを見たことのないピトスが、どこか怯おびえたように声を震わせる。

　セルエは聞いていなかった。

「なるほど……いい度胸じゃねえかコラ。つまりはさあ、それ、壊される覚かく悟ごはできてるってコトだよなあ……ああ？」

　もう石人形に向かって語りかけているセルエだった。返事は当然ない。

「……え、えぇー……」

　呻うめくピトス。まあ、あの《優やさしいセルエ先生》がこんな風になれば、誰だって怯えるとは思う。口調がもう完全に見る影かげもない。

「ね、ねえちょっと、なんか性格キヤラ変わってるんだけど……？」

　とシルヴィア。フェオもまた引き攣った表情でこちらに下がる。引いていた。

「別に、変わったわけじゃない」と、誤解されぬように俺は言った。「両方セルエなんだ。セルエは自分の魔術で、自分の性格――人格を、後天的に二つに分断した」

「な、なんの意味があって、そんな……」

「そこまでは。ただセルエは人格を二つに分け、それぞれに別の戦い方を極めさせた。こちらに変わっているときのセルエは普段より強いし――何より、怖い」

　普段の優しく明るい性格も、こちらの暴力的で口の悪い性格も――どちらも彼かの女じよだ。表も裏も、正も負も、だから本来なら存在しない。

　ただ初めから存在する二面性を、魔術で後天的に分断しただけなのだから。

　普段は《表》を、戦うときは《裏》を。

　ほかの連中も、メロを除けば軒並みセルエの豹変に戸惑っている。

　ともあれ、俺はピトスに告げた。

「見ておいたほうがいいぞ、ここからのセルエを」

「アスタくん？　な、何が……？」

「たぶん、セルエはお前が目指す先に立ってる魔術師だから」

「――それは」

「いや。単純な話――」

　す――とセルエが、ゆったりとした歩調で前に歩いていく。

　その様子は、いっそ無防備でさえあった。

　一いつ切さい警けい戒かいする様子もなく、セルエは顔を伏ふせたまま石人形の正面に立つ。

　その体格の差は、比ひ較かくを言葉にする必要もないほど絶大だった。だが俺には、どちらのほうが恐ろしいのか誰よりよくわかっている。

　確かに巨体はそれだけで暴力だ。けれど、小さいから弱いなどという法則はない。

　当たり前のように、石人形はセルエを押し潰つぶさんと腕を振り上あげた。

　あるいは魔物も、目の前に立つ女性の脅きよう威いを本能的に悟さとったのかもしれない。

　巨大な石柱の腕。そんなものを振り落おとされれば、セルエの細身はひとたまりもないだろう。それほどの体格差があり、それほど石人形は強かった。

　だが、気づくべきだ。

　メロと同じく魔術を用いる戦法のセルエが、けれどメロとは違い肉体までしっかりと鍛え上げられている事実に。

　左足と左手を前に、セルエが半身の構えを取った。

　それから右手を握にぎり込む。その内に、暴風の如き魔力が秘ひめられた掌てのひらを。

　そして――俺は言う。

「――セルエは魔術なんて使わないで、生身で戦ったほうがずっと強いんだよ」

　直後。《日向の狼藉者》は――その右手を思いっ切り抜き放った。




「――吹き飛べ、人形ガラクタ」
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　振り下ろされた腕を、セルエが真正面から殴りつける。

　――。

　と、そのとき音が消えた。彼女の右みぎ腕うでは空気の振しん動どうさえ置き去りに放たれていた。

　比ぶべくもない巨大な腕を、その細腕で、真正面から弾はじき返してみせるセルエ。

　直後。爆音が、遅おくれて迷宮に轟く。

　ただの打撃でしかなかった。振り被かぶって右腕でパンチを放つ。言葉にすればそれだけの行為。魔術どころか、武術と呼ぶにさえ、その行為はあまりに原始的すぎる。

　だがそれも、極めれば必殺の一いち撃げきだ。自身に数倍する巨体を押し返し、どころか弾き飛ばして破は壊かいした。衝しよう撃げきが石人形の全身を揺さぶり、巨体が自じ壊かいしながら飛んでいく。

　巨腕を豪腕に撃ち返された石人形は、その全身を崩ほう壊かいさせながら。迷宮の壁かべ際ぎわまで吹ふき飛とんだ。そして――壁にぶつかってはじけ飛ぶ。

　いったいどこにそれだけのエネルギーが秘められていたのか。

　魔ま弾だんより速い速度で壁にぶつかった石人形は、その質量を完全に爆散させ、元の魔力へと戻っていった。ただ殴打されただけで、その巨体が完全に破壊され尽くす。

「――――えぇー……」

　完全に唖然としているフェオが、呻くというより、もはや鳴いた。泣かなかっただけ強いと俺は思う。初めてアレと相対したとき、俺は咄嗟に土下座したものだ。

　ともあれ――それで決着はついた。

　文字通りの一撃必殺。

　放つは通称、《裏人格ブラツクセルエさん》。

　かつて百余名の舎弟まじゆつしを直属に、そしてその指揮下数十からなる族チームと、数百名に及ぶ部下を傘下へと収めた女傑。その全ての頭目として、マイアに戦争を吹っかけた張本人。

　孤こ狼ろうと呼ばれた、最さい恐きようの格かく闘とう型魔術師。

　それが、なんつーか、荒れていた時代のセルエ先生であり。

　――ありていに言えば元ヤンだった。

「……えっと」ピトスが、これまた震えながら俺に問う。「――何を参考にしろと？」

「いや……無理、かな？」

「いえあの無理とか無理じゃないとかいう以前に……もう何がなんだか」

　似合わないと思うだろうか。

　だが、そうでもなければ《日向の狼藉者》などという恐ろしい二つ名がつけられるはずもなかった。彼女が自身の二つ名を喜んでいない理由も、その辺りから察せるだろう。

　混沌魔術で意図的に人格を分ぶん離りさせた、魔ま術じゆつ的てき二重人格者――。

　それが、セルエ＝マテノという魔術師の本領。

　セルエはこちらへ振り返かえると、にっこりと笑って俺たちに言った。

　今はもう、元の《表人格ホワイトセルエさん》に戻っているのだろう。ちなみにこのネーミングは姉貴マイアのセンスだ。本人が気に入っているのかいないのかは、とりあえず措おく。

「……どうかした？」

　首を傾げるセルエ。相変わらず笑えみのままで、その表情に全員が首を横に振る。この状況で、笑え顔がおを見せられるほうが恐ろしかった。

　あくまで元ある人格を分断しているだけのセルエは当然、入れ替わったところで記き憶おくがなくなったりすることはない。どちらも彼女なのだから、人格が変わっている、という表現自体に語弊がある。――とはいえ、あるいはだからこそ、怖いものは怖いわけで。

　慣れている俺も普通に怖かったし、あのメロまで逆らわないのだから凄い。

「別に、どうもしてないよ。お疲れ様」

「――そっか。それじゃ、先を急ぎましょうか」

　微び笑しようするセルエ。その表情は、やはりいつもの優しい笑顔で。

　だからこそ。たぶん、全員が一いつ斉せいに頷うなずいたことと思う。







第十一話　エピローグ







　目を覚ますと、見慣れた板張りの天てん井じようが視界に広がっていた。ぎし、と安物の寝台ベツドが音を立てて軋きしむ。昨夜が暑かったせいだろうか、毛布ははだけてしまっている。

　俺はそのまま、しばらく天井に視線をやっていた。

　木材を汚す染しみの位置まで記憶した、オーステリアの居住地区に位置する煙草たばこ屋、その二階の一室。広さはおよそ六畳で、部屋は狭いが家賃も安い――そんな一室。

　積まれた本の位置や、脱ぎ捨てたままの服の位置まで記憶している、そんな気がした。暮らし始めてまだ一年少しだというのに、ここが自分の家であるという感覚が強い。

　日常に戻ってきたという、そんな実感を意識させられる。

　知らない間に、俺もすっかりオーステリアという街に親しんでいたらしい。




「――あ、起きたんだ。おはよ、アスタ。水でも飲む？」




　横合いから声がした。俺は寝台ベツドから上体を起こし、部屋の中にいたメロへ向き直る。

　彼女は俺が普段使っている椅子の、背のほうに身体からだを向けて座すわっていた。足が大きく開かれていて、なんというか、お行儀の悪いことである。

　……しかし本当、普通にいるなあ、こいつ。初めから気づいてはいたけれど。

　気がついていたからこそ、目を背けていたともいう。俺は両手を組んで上に伸のばし、固まっていた関節を解ほぐすように伸びをする。

　それから言った。

「……びっくりした」

「ん、何が？」

「いや……別に。なんでも」

　軽く首を振って告げる。もちろん、こいつが俺の家にいたことを驚おどろいたわけじゃない。

　そもそも俺は、メロの分の家賃を稼ぎ出だすためにタラスまで行ったのだから。なんだかいろいろなことがあって、すっかり忘れそうになっていたけれど。

　……というか、なぜ俺がメロの分まで稼がなければならなかったのやら。

　普通はこれ、逆じゃなかろうか。メロのほうが俺に金を入れるべきではないだろうか。

　そんな疑問が一いつ瞬しゆんだけ頭をよぎったが、すぐ忘れることにした。

　なんというか、それを考えてはいけないような気がした。なんだか理り不ふ尽じんさこそ世界の真理である、みたいな悟りを開きかねない。魔術とは関係なく解脱してしまいそうだ。

　というか、今さらすぎる。

「……はあ。やれやれ……」

　俺は溜ため息いきをつき、寝台ベツドから飛び降りてメロに向き直った。壁の時計に目をやれば、針がそろそろ朝食の時間だと告げている。

　道理で腹が空いているわけだ。

「――おはよう、メロ。珍めずらしく早いな」

　俺はメロに向き直って挨拶した。彼女は相好を崩くずして笑い、答える。

「ん、おはよ、アスタ。まー、たまにはね」

「そうか。……そうかもな」

　苦笑を零す。なんだか妙な気分だった。

　ここに、メロがいるということが。

　オーステリアに来てからの俺は、基本的に平穏な日々を過ごしている。最近はそれも崩れ始めてきているけれど、それでもこの街は、俺にとって日常の象徴みたいなものだ。

　一方、メロほど平和から程遠いイメージの奴はいない。そのミスマッチが少し笑えた。

「ていうか、アスタこそどうかしたん？　なんか夢見が悪かったみたいだけど」

「いや……少し、時間が飛んだような気がして」

「うん？」

「迷めい宮きゆうにいたときのことを思い出してた」

「……あー、なるほど」

　もちろん夢落ちではない。なんだか肉体を持て余しているような感覚があった。

　久々に、命に関かかわるやり取りを経験したからか。その余熱のようなものが、まだ冷えずに残っているようだ。メロとは違い、俺自身に戦いを好むような嗜し好こうはないけれど。

　それでも、言葉にしづらい緊きん張ちようがこびりついている。

　相手がメロでもなければ、寝ね惚ぼけて攻撃してしまいかねなかったくらいには。

　日常というもののありがたみは、つくづく非日常でしか感じられないものなのだと痛感する。あんまり、よろしくない傾向だとは思うのだけれど。

　――それも、もう少し時間が経てば慣れていく。日常の中へと埋没していく。

　別に構わないと思っていた。むしろそれを望んでオーステリアへ来たと言ってもいい。

　この世界を訪おとずれてからというもの、俺はずっと魔術の研けん鑽さんに明け暮れていた。それ以外に生きる方法を知らなかったし、だからそれ以外の何かをしている余裕なんてなかった。

　それ自体は別にいい。自ら望んで選んだ道だ。俺おれは後悔などしていない。そのお陰かげで、掛け替えのない大切なものを、いくつも手に入れられたのだから。

　では翻ひるがえって、今の自分はどうなのだろう。こんなにも長い間、日常の中にいることなんて、ずっとなかったような気がする。そのことを俺はどう思っているのだろうか。

「……なんて」

　悩んで見せるようなことでも、ないのだが。

「――んじゃアスタも起きたことだし、あたし、ちょっと出かけてくるねー」

　考え込んでいたところで、メロがそんな風に言う。

　俺は頷き、それから俺も出かけることを考えた。怪我をしたままの腕で料理は難しいため、外食にでも行こうと思ったのだ。

「そんじゃーっ」

　風のように飛び出していくメロ。相変わらず猫のように自由な奴やつだ。

　できればそのまま冒ぼう険けん者しやに戻ってもらいたかったが、生あい憎にくとそうもいかないだろう。メロもメロで、何やら目的があってこの街に来た様子だった。

　そんな彼女を見送ってから、俺も脱ぎ捨ててあった外套ローブを手に取る。

　――タラス迷宮から脱だつ出しゆつして、すでに三日が経過していた。




　通りに出る。朝の陽ひ射ざしが体に沁しみた。

　あまり朝に強い性質たちではない。弱いというほどでもないが、それでも酷こく使しされた肉体には刺し激げきが強すぎる。顔を庇かばうようにして、折れていない腕を上げた。

　しばらく迷った末、俺は行きつけの喫茶店に向かう。

　喫茶店というモノを《珈コー琲ヒーを出す店》と定義した場合、この街に該当するのは一軒だけだ。いや、国内全土を探しても、ほかにあるかは怪あやしいだろう。

　この王国では、珈琲を飲むという文化がほとんど浸透していないからだ。魔術が云々というより、むしろそういった部分のほうが、より俺に地球との差を意識させた。ちなみに飲ヤム茶チヤの文化は、割と一般にまで浸透している。そこまで高級な嗜好品ではないらしい。

　それが地球の歴史とどの程度ずれているのか、俺にはわからない。そこまで専門的な知識を俺は持っていなかった。この異世界に来たとき、俺はまだ中学生だったのだ。地球の世界史より、もはやこの世界の王国史のほうに詳くわしいくらいである。

　そんな中でも、この王国に珈琲の文化を浸透させようと励んでいるこの店の店主マスターには、頭が下がる思いだった。そんなことは、口が裂けても言わないけれど。

　理由はわからない。だがなぜか俺は、このオーステリア唯ゆい一いつの喫茶店《オセル》の店主マスターと、妙に相性が悪いのだ。仲が悪いのではなく、相性が悪いというのがミソである。

　喫茶《オセル》は、オーステリア学院に続く目め抜ぬき通りを少し下って、かつ少し脇わき道みちに逸れた場所に位置する。微び妙みような立地と、珈琲という未知の飲み物への抵てい抗こう感、そして店主の容貌も相まってだろう。つい最近までは、決して流行はやっているとは言えない店だった。

　入口の扉を開くと、鈴が揺れてからからと音が鳴る。こういった特有の雰囲気は、俺も好むところだった。……本当、この店自体は好きなんだけどなあ。

「おー。いらっせー、アスター」

　中に入ると、ひとりの女の子に出迎えられる。よくこの店の手伝いをしている子で、歳としは確かまだ十歳前後だった。まあ、この世界ではそこまで珍しい光景じゃない。

　名前は確か、……モカだったか。確かに珈琲屋っぽい名前ではある。いや、この子は別に店員ではなく、あくまでお手伝いということだけれど。

　ブラウンの癖っ毛に、とろんと眠たげなダークブルーの双そう眸ぼうが特徴的な子である。見た目通りの間延びした喋しやべり方が印象的で、マイペースなところが可愛らしいと評判だとか。

「おひさー、だねー」

「ん。そういえば久ひさし振ぶりだ、元気だった？」

「それなりなー」

　起きているのか寝ているのかわからない瞳ひとみでモカは言った。その言い方に思わず苦く笑しようしながら、視線を店の奥おくに向ける。そこに、

「――うわ。本当に来やがった……」

「客に向けて『来やがった』とか言うかね、普通？」

　相変わらずの対応に、怒るより先に呆あきれてしまう。そこまで嫌いやそうにしないでほしい。

　カウンター席の奥。無む駄だに高価そうな陶器のカップを持っているのが、この《オセル》の店主マスター。整えられた短たん髪ぱつは、この辺りでは珍しい黒の色。同じく瞳も黒だったが、何より目を引くのは色ではなく、その左ひだり眼めにつけられた黒の眼帯だろう。

　まるで海賊のイメージだ。それさえ外せば顔立ち自体は温和に見えないこともないのに、眼帯ひとつで印象が完全に変わっている。正直、客商売にはマイナスだろう。

　年ねん齢れいは俺より少し上で、たぶん二十代の前半から中ちゆう盤ばん。心底から面めん倒どうだという思いを、一いつ切さい隠かくすことなく表情で俺に示している。この店主、失礼すぎないだろうか。

「お前なんざ『来やがった』で充じゆう分ぶんだっつの。どうせ面倒しか持ち込んでこねえんだ」

「おいおい。俺は仮にもこの店の名付け親だぞ？　もう少し愛想よくしたらどうだ」

「うるせえぞ煙草屋。ほかのお客様のご迷めい惑わくになりますので、入口からどうぞお帰りくださって結構ですむしろ帰れ」

「……俺は煙草屋じゃねえよ、珈琲屋」

　とまあ、こんなやり取りもいつものことだった。俺は奴を《珈琲屋》と呼び、奴は俺を《煙草屋》と呼ぶ。なんでか、名前で呼び合う気にはならないのだ。

「こっちどぞー」

　というモカに従い、入口からずれる。

　と、てっきり普段通りカウンターに案内されるかと思いきや、なぜかモカは奥の席へと俺を案内した。たいていの場合、珈琲屋と話すために俺が座るのはカウンター席だ。そのことはモカも知っている。

　首を傾かしげた俺に、カウンターの奥から珈琲屋が言った。

「連れが待ってるぞ。さっさと行け」

「連れ……？」

　そういえば、先ほど珈琲屋は『本当に来やがった』と言った。

　本当に、ということは俺が来ることを予想していた、いや、誰だれかから聞いていたということだ。けれど、それは解せない。

　確かに近いうちに訪れるつもりではいたけれど、今日この時間に来たのはまったくの偶ぐう然ぜんだ。そもそも、俺がこの《オセル》の店主と知り合いだと知っている人間は少ない。

　モカに連れられて、俺は店の奥に向かった。入口の辺りからは、意図的に見えないようにされている席がひとつだけあるのだ。秘密の話をするのに、この場所はちょうどいい。

「――……お前か」

　席で待っていた奴の顔を見て、俺は盛大に溜息をつく。

　そうだよな。こういうとき、顔を出すのはお前以外にいなかった。

「久し振り」と、彼女は微笑んだ。「……ってほどでもないけど。頻繁に顔を合わせてたせいかな、少し会わないでいると、なんだか変な気分になるわ」

「なんで俺がここに来るとわかった――レヴィ？」

「だって、その腕じゃあんた、外食するしかないでしょう？」俺の問いに、亜麻色の髪の少女は苦笑で答えた。「なんてね。ホントは勘かん。なんとなく、ここに来るんじゃないかって」

「……勘、か」

　そう言われては仕方がない。相変わらず、よく当たる勘であることだ。

　肩を竦め、俺はモカに注文を告げる。「あいさよー」と、これまた独特の可愛らしい声で返してくれた少女を見送り、レヴィの正面に腰こしを下ろした。

「で、なんか用？」

「つれないわね」レヴィは微笑みながら、カップを優ゆう雅がに口へ運ぶ。「どうも大変だったみたいじゃない？　労ってあげようと思ったんだけど」
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「そういうことを言ってくれるのが、お前くらいってのも悲しい話だ……」

「喜ぶところじゃないの？」

「どうだかね」俺は机に肘ひじを突いて訊たずねる。「――で？　どんぐらいまで聞いてんの」

「そう詳しく聞いてるわけじゃないけど……教えてくれるわけ？」

「――まあ、お前も無関係ってわけじゃないだろうからな」

　そこまで言ったところで、モカが珈琲を運んできた。

　慣れているのだろう、片手にお盆を載せた足取りには危なげがない。

　しかし、それにしても来るのが早かった。珈琲屋のことだ、注文を聞く前から、俺が何を頼むのか読んでいたのだと思う。「お前のことなんてお見通しだ」と言われているようで、なんとなく腹立たしい。それをおそらく、珈琲屋も理解しているだろうことが、また。

　ひと口。受け取ってカップから珈琲を啜る。

　相変わらず味はいい。いや、俺に珈琲の良し悪しを感じ分ける舌などないのだけれど。

　これもまた、珈琲屋の奴が俺の好みを把は握あくしているというだけに過ぎない。

　器具もない世界で、零ゼロから珈琲のための店を作り上げた根性には感服するが、できれば接客も柔やわらかくやってもらいたいものだ。主に俺に向けて。

　カップを机に置き、俺はレヴィに向き直る。

　――さて。どこから話したものだろう。





※






　セルエが石人形を撃破して以降、もはや帰り道に障害はない。

　上に戻るほど魔ま物ものも弱くなっていくし、ていうかあの石人形より強い魔物などいて堪るかという話でもある。その後はすんなりと、俺たちは地上まで戻ることができた。

　――問題は、だからむしろ、迷宮を出たあとのほうだろう。

　地上には、管理局から派遣された、いわゆる宮仕えの魔ま術じゆつ師しが一団で訪れていた。

　セルエの手引きで、オーステリアからタラスまで派遣されてきたのだ。

　目的はもちろん、銀色鼠シルバーラツトのメンバーの保護と、同時にそれを陥れようとしていた連中の拘こう束そくである。

　こういった事件は、《迷宮の内部だから》という理由で当局の動きが遅おそい。ここまで初動が早かったのはセルエと、そしてガードナー学院長の名前があったからだろう。

　先日のオーステリア迷宮での一件も考えれば、何かよからぬ計画を立てている連中がいることは明白だ。管理局が動き出すに充分足る理由になる。

　事はもはや、冒険者だけの問題ではない。

　だがその甲か斐いも空しく、当局は結局、ほとんど成果を得ずに引き返すこととなった。

　あの木星や火星、あるいは地下にいたはずの魔ま法ほう使つかいはもちろんのこと、銀色鼠に潜り込んでいた連中は全員がすでに逃にげ出したあとだったらしい。

　銀色鼠からの離反者には、いわゆる幹部クラス――つまり銀色鼠の創設初期からのメンバーも多かったと聞く。新入りだけではなく、クランの根元にまで問題があったわけだ。

　俺たちを案内してくれた男、ガスト＝レイヴも、すでに何処いずこかへと消えていた。

　シルヴィア曰く、ガストは「銀色鼠シルバーラツトの結成当初からの付き合い」だというが……果たして初めからシルヴィアを殺すつもりで近づいたのか、それとも途と中ちゆうで七曜教団の連中に唆そそのされたのか。

　今となってはそれもわからない。

　そもそも、いなくなったメンバーが今、果たして生きているのかさえ不明だった。

　用済みということで、消されていてもおかしくはないだろう。

　無論、それが同情に値あたいするかは別として。

　そもそも銀色鼠シルバーラツトがタラス迷宮の攻こう略りやくに挑戦した理由は、ガストが言い始めたからだという。

　どこからか例の《転移の指ゆび環わ》を七つ入手してきたガストは、「これさえあれば七星旅団セブンスターズにも追いつける」と言って迷宮の攻略を進言したそうだ。

　元より攻略クランのつもりで銀色鼠シルバーラツトを結成したシルヴィアだったが、予想しなかったことに、歳とし若いシルヴィアに憧あこがれて銀色鼠シルバーラツトへ入団してくる魔術師は、シルヴィアよりさらに若い、あるいは幼い魔術師ばかりだった。

　そのため全体の実力を底上げできるまでは攻略を見送るつもりでいたのだが、指環さえあれば前線への補給も楽になるし、何より若い連中を放っておかずに済む――いい機会だと説得され、シルヴィアは決断に踏ふみ切きった。

「学院から治ち癒ゆ魔ま術じゆつ師しを……ピトスを招こうと提案したのも、ガストだったな」

　あのあと、シルヴィアはどこか達観したような表情で言っていた。

　多くの仲間に裏切られたクランリーダーが今、どんな気持ちでいるのか、俺には推し量ることしかできない。

　かけられる言葉などなかった。何を言ったところで欺ぎ瞞まんになる。

　今のシルヴィアに言葉を告げていいのは、仲間であり、そして実の妹でもあるフェオだけなのだろう。

「……姉さん」

「いや、いいんだ。別に落ち込んでいるわけじゃない。これは私の落ち度だが、それでも全すべてを失ったわけじゃないんだ。立ち止まっては、いられないさ」

「そう……だね」

　かける言葉もない様子のフェオだったが、シルヴィアは案外、もう割り切ってしまっているようだった。外から見る分には。フェオもまた、そんな姉を見て気を取り直す。

　フェオもまた、裏切られた側であるとはいえ。

　蚊か帳やの外に置かれていたことが、フェオにとって負い目となっているのかもしれない。

　その不安を、逆にシルヴィアが解消する。

「本当は、攻略パーティの七人目には、フェオが入るはずだったんだけどね」

「……そうなの？」

「当たり前でしょう？　貴女はウチでも私に次いで強かったんだから。……でも、ガストが強硬に反対してね。結局、エイラを通じて治癒魔術師を呼ぶことになった。ウチに回復魔ま術じゆつを使える人間はいないから、って。――フェオにはまだ早い、とも言ってたかな」

　フェオを嫌った理由はわかる。シルヴィアといちばん連携を取れるのが彼女だからだ。

　彼女は強い。シルヴィアを狙ねらうとき、本来ならいちばん邪魔になるのがフェオだったはずだ。理由を捻り出し、彼女が関わらないように画策することは頷ける。

　それくらいなら無関係で、戦せん闘とう能力に欠ける治癒魔術師を招き、漁夫の利を狙ったほうがいいと判断した。最悪、呼び寄せた魔術師ごと殺してしまえばいいというわけだ。

　実際は奴らの想定を遥はるかに超こえて、ピトスには実力があったわけだが。結局、襲しゆう撃げきに失敗し、そのために用済みと判断された銀色鼠シルバーラツトの面々は殺されたということだろう。

　……ただ。

　ガストがフェオを外した理由が、本当にそれだけなのかはわからない。奴が失しつ踪そうしてしまった今、その答えを知る機会ももう、ないだろう。

　口に出すつもりはないが。

　ガストが生きているかどうかも、わからなかった。

　ともあれ、その辺りが《七曜教団》とやらの計画だったわけだ。遠回しな手段でタラスまでシルヴィアを誘おびき寄せ、その中で死ぬように仕向ける。なんの意味があったのか。

　ヒトが誰かを殺す理由とはなんだろう。

　自衛か、怨恨か、あるいは金銭目的ということもあるかもしれない。けれど、そう考えるには遠回しすぎるし、何より魔術師らしくない。

　殺したかったのではない。死んでほしかったのだ、奴らは。でなければ説明がつかない。

　不要だったのではなく必要だったから。何が？　シルヴィアの死体が。

　そしてそれは――《火星》の言葉を真実だと見み做なすなら――ピトスでも代替可能だったということになる。迷宮の底で、誰かが死んでくれさえすれば、連中はそれでよかった。

　魔術には代だい償しようが求められる。

　最も単純なところでは魔ま力りよくだ。魔術は決して無から有を生み出す奇き跡せきではない。掌から食料パンを生み出せるのは、魔術師にんげんではなく神だけだ。

　そして魔ま女じよ術じゆつや黒魔術と呼ばれる分野を考えるなら、生物の死体を代償に要求する魔術は列挙するに事欠かない。彼女たちは、魔術を成立させるための犠ぎ牲せいとして求められた。メロと話し合った通り、そう考えるのが妥だ当とうだろう。

　場所が迷宮に限定されたのは、そこを祭壇、魔術の儀ぎ式しき場じようとしたからだろう。内部に結界が張られていたことからもそれは推測できる。

　――問題は、その犠牲が誰に該当するかの条件だ。

　年齢や性別でないことは、適当にその辺りから犠牲者を選んでこなかったことから知れる。もちろん第一条件ではないだけで、実際は女性でなければならなかったのかもしれないが、今の時点ではわからない。考えるだけ無駄だろう。

　俺はこれを、ある程度以上の魔術の実力を持っていることだと考えている。

　シルヴィアは強い。冒険者の中でも上位に相当する実力を持っていた。学生とはいえ、ピトスもまた常識から逸脱した魔術の実力者だ。すなわち魔術的な犠牲として質が高い。

　七曜教団の連中がやろうとしていたことは、おそらくこの辺りだろう。

　もちろん、問題はほかにも多い。では犠牲を捧ささげたとして、それは何に対して、そしてなんのための犠牲だったのか。それがまったくわからない。

　魔法使いアーサーがそれに協力、とまでは行かずとも関わっていた理由も不明だ。あの男がそんなことをする理由がひとつも思おもい浮うかばない。俺の知る奴とズレが生じている。

　何より、連中が《七曜教団》と名乗ったことが気にかかって仕方ない。

　その名前は明らかに俺たちを――七星旅団セブンスターズを意識している。偶ぐう然ぜん被かぶった、わけがない。何より木星アルベルは、俺の正体を知っている。明確に俺を敵と呼んでいた。

　七星旅団セブンスターズに対する恨み、ではないと思う。だったら直接、俺たちを狙えばいい。

　だが少なくとも木星を名乗るあの男が、俺に対し明白な敵てき愾がい心を抱いだいていたのも事実だ。俺はあの男を知らないというのに。忘れてしまったわけでも、おそらくないと思う。

　結局のところ、謎なぞが増えただけで終わってしまったような感覚だ。

　……本当に。

　面倒な事態ばかりが進行して、肝心なことは何ひとつわからないままときた。自分の能なし加減に吐はき気けがする。呪のろわれているとはいえ、こんなにも役立たずになっていたとは。

　まあ、いずれにせよこのまま放置はできない。

　オーステリアで一度、タラスで二度。俺は連中と邂かい逅こうしている。そのいずれもが偶然の事態だったとはいえ、いや、こうなってはもう本当に偶然かどうかも怪しい。

　降りかかる火の粉なら払はらう必要がある。

　俺もまた、今回の一件で奴らを明確に敵と認にん識しきした。オーステリアに戻もどったら、本腰を入れて奴らの正体を探らなければならないだろう。

　今後も連中が、こちらに対して手を出してこないとは限らない。というより、その可能性は極きわめて高いと言うべきだろう。手を拱こまねいて待っているわけにはいかない。

　確かに俺は呪われているし、解呪が成功するまでは何か大きなことをやるつもりはない。冒険者家業は半ば引退したようなものだったし、このまま平穏に第二の人生を歩むことを考えなかったわけでもない。

　とはいえ。

　身内に手を出された以上は話が別だ。魔術師として、それを看過するつもりはない。

　かつて《七星旅団セブンスターズ》の名前を背せ負おっていた、その誇りを捨てたつもりもなかった。

　今後はこちらから、積極的に奴らの正体を探っていく必要がある。

　――などと、考えてはいたのだけれど。

　地上に戻ったところで、俺はオーステリア管理局の診療所まで強制搬送された。

　帰還ではなく、搬送。

　なぜなら重傷だったからだ。それも俺だけが断トツで。

　さすがに看過できないと、居合わせた魔術師によりドクターストップがかけられた。

　別に命に関わる傷ではなかったのだが、腕うでに後遺症が残る寸前くらいまでは酷ひどい骨折であったらしい。

　魔力がほぼ枯渇寸前だったのも不味まずかった。内臓や筋肉があちこちやられており、当局付きの医師が生きた死体リヴイングデツドでも見たかのように目を丸くしてしまう。

　魔物が実在するこの世界では、割と冗じよう談だんで済まない表現かもしれなかった。

　結局、俺はそのままパーティから離り脱だつ。

　本当はいろいろと話しておきたいこともあったのだが、セルエに問答無用で魔力を――もとい麻酔をかけられ、そのまま馬車でオーステリアまで運ばれてしまったらしい。

　らしい、というのはその辺りのことを憶おぼえていないからで。

　次に起きたときは、管理局の中で知らない天井を見上げる羽目になっていた。

　魔術の反動による負傷は、まあいつものことといえばいつものことだったので、特に問題なく完治した。魔力さえ取り戻してしまえばどうとでもなるものだ。

　しかし負傷した腕のほうは、そう簡単には治らないらしい。俺は全治一ヶ月の診断を受けてしまった。

　これに関しては幸い、通院せずともピトスが無料で治ち癒ゆを請うけ負おってくれるという。

　しばらくの間、なんと彼かの女じよは毎朝俺の部屋までやって来て、怪け我がの経過を見てくれるというのだ。

　ありがたい話ではあった。治ち癒ゆ魔ま術じゆつがなければ、軽く三ヶ月から半年は完治にかかると診断されているため、なるべく早く治せるのに越こしたことはない。

　持つべきものは友人である――なんて、この場合に言っていいのかはわからないが。

　なんだか申し訳ないような気分がないとは言えない。

　その上、問題というか、なんというか。

　一回目の治ち療りようがあった昨日のことだ。どうにも、ピトスの様子がおかしかった。

　というのも、なぜかピトスは俺の腕を胸に抱きながら治療してくるのだ。慈いつくしむように、労るように、彼女は俺の腕を抱かかえ込む。両りよう腕うでで縋りつくみたいにして。

　掌てのひらさえ触ふれていれば、それで治癒魔術は使えるはずだ。決して抱え込む必要まではない。

　――しかも、わざわざ胸に押おし当てる形で。

　疑問に思う俺の視線に気づいたのか、ピトスは「こうしているほうが、魔術の効きがいいんです」と言った。かつてまったく同じコトを言った治癒魔術師を知っているから、たぶん嘘うそではないのだろう。触れている面積が多いほうが効く、というのは理り屈くつに適う。

　だが正直、毎回これをやられていては、肉体以前にまず俺の精神が持たない気がする。俺とて一応は男であるからして。ちょいと無防備すぎませんかね、お嬢さん、と思ってしまうのだ。いや、個人的にはむしろ役得なくらいなのだけれど。

　ピトスは……あれだ。大きいですぜ。

　もちろん真しん剣けんな表情で、一いつ切さいの他意はないとばかりに治療へ集中するピトスに、そんな下げ種すなことを言えるはずもなかったのだが。なんだか悪いことをした気になる。

　俺の自爆なのだから、ピトスが気に病やむ必要はまったくない。それともこれは、迷宮でのセクハラに対する意い趣しゆ返しなのだろうか。そんなことさえ勘繰ったが、やはり直接は訊けなかった。失礼すぎるし、どんな返事が来たところで反応に困ることはわかっていた。

　開き直って感かん触しよくを楽しんでしまえれば楽なのだろうが、それも俺には難しい。

　これからしばらく、この針の筵むしろのような感覚を味わい続けるのかと思うと……なんだかこう、如何いかんとも言いがたい気分にさせられてしまう。




　まあ、今回の冒ぼう険けんの代償としては、安い買い物なのだろうが。





※






「――なんていうか」

　レヴィが、カップを手に取って口につける。ひと口含み、その瞬しゆん間かんにわずかだけ表情を変えた。たぶん、もう冷めてしまっていたのだろう。

　そんなレヴィと目が合って、彼女は苦笑。

　肩かたを竦すくめてみせながら、呆れたとばかりにこんなことを言ってきた。

「ずいぶんとまあ、上う手まくピトスを懐かい柔じゆうしたものじゃない」

「人聞きの悪いこと言わないでくれません？」

「だってそうでしょ？　あの子がここまで献身的になるなんて、そうそうないもの」

「そうか……？」と俺は首を傾げる。「あいつ、いろんなところで治癒魔術使って回ってたんだろ？　その一環みたいなもんじゃないのか」

「ハッ」

　と、レヴィは鼻で笑った。

　鼻で笑いやがった。なんなんだこいつ。

「求められて応えるのと、自分から向き合うのじゃ天と地ほども違ちがうっての。それくらい、いくらアスタでもわかるでしょう？」

「……負い目じゃないのか」俺は言う。「いくら俺の自爆っつったって、あいつが納なつ得とくしてないことくらいわかってる。どうあれ確かに、俺の腕を直接折ったのはピトスだからな。それを治療することで、あいつが気に病まなくなるならそれでいいだろ」

　俺だって、無料で治癒魔術を受けられるのは非常に大きい。

　術者が希少な治癒は金がかかるし、そうそう腕のいい奴を見つけられるわけでもない。

　持ちつ持たれつ、というか。その意味では、お互たがいにとってよかったと思う。

「ハッ」

　だがレヴィはそうは思わないらしい。鼻で笑われた。

　また鼻で笑われた。

　なんなの？　喧けん嘩か売ってるの？　買わないよ、怪我してるから。してなくても買わないけど。

「まずそれ、なんも格好よくないからね」

　レヴィは言う。俺を馬ば鹿かにしているというより、むしろ諭すような口調だった。

　こういうときの彼女が、こちらを茶化しているわけではないことを俺は知っている。ならば彼女にとって、これは言う価値のある言葉であり、俺にとっては聞く価値があった。

「――あんたも自分で言ってたことでしょ。あの場ではお互いに、必要だと思った行動を選んだだけ。その結果としてアスタの腕が折れたんだとしても、それはお互いの選せん択たくの結果なんだから気に病む必要はない。――そうね、あんたの言うとおりだと思う」

「……なら、何が言いたいんだよ」

「アスタはさ、強いよね」レヴィはいきなりそんなことを言った。「魔術師として。かつて七星旅団セブンスターズに所属していたって肩かた書がきは伊達じゃない。あんたは間ま違ちがいなく、この国で最高レベルの冒険者だった。呪われた今はともかくとして――そういう過去があった」

　まさか褒ほめられるだなんて思っていなかった。まったく予想外の言葉である。

　俺は露ろ骨こつに狼狽えた。思えば俺は、魔術師としての技量を誰かに褒められたことがほとんどない気がする。七星旅団セブンスターズに所属していたことは基本的に明かしていないし、そもそも周りはほとんどが格上の魔術師ばかりだったから。

　卑下の域に達するほど、自己評価が低いつもりはない。俺にだってそれなりの自負はある。けれど、こうもストレートな言葉を受けたことはあんまりなくて……正直、動じた。

　それも、相手がレヴィ――学院最高の才能なのだから。

「お、おう……どうも」

　そのせいで、こんな風にしか答えられなかった。

　俺のその反応は、逆に彼女にとって予想外だったらしい。小さく苦笑し、

「なんで普ふ通つうに照れてんのよ……やりにくいな、もう」

「いや、いきなりそんなこと言われるとは思ってなくて……別に照れてないけど」

「……赤くなってるわよ？」

「鎌かけだろ」

「さて、どうかしらね」レヴィは悪戯いたずらっぽく首を傾げた。「ま、ともあれあんたが伝説とまで呼ばれた魔術師のひとりであることに変わりはない。てことは、あんたの周りにいた魔術師たちも、アスタに並ぶか超えるほどの実力を持つ人間ばっかりだった」

　ひと息。――だから、と彼女は続ける。

「慣れてないのよ、あんた。自分の周りに、自分が守らなきゃならない人間が多くいるって状じよう況きように。――にもかかわらず、その力を失ってしまった現状に」

「……あー」どうなんだろう、と首を傾げる。「守ってやるだなんて、そこまで烏お滸こがましいこと考えてるつもりないんだけどな」

「いいじゃない、別に。あんた伝説の冒険者でしょ。それくらい上から目線でも、誰も責めたりしないって。自信満々に大きな顔してりゃいいじゃないの。それで手を出せなくなって、あとで後悔しても遅いんだから」

「身につまされる話だ……」

　要するに、中ちゆう途と半はん端ぱだということなのだろう。

　関わるのか。それとも関係を断つのか。その判断を最後まで自分で下せなかった。ピトスに言い訳をもらうまで――助けてほしいと言わせるまで、どっちつかずの態度でいた。

　そもそもエイラに依い頼らいされなければ、迷宮まで行くこともなかったわけで。

　レヴィに、そしてメロに指摘されたのは、つまるところそういう部分なのだろう。

　迷宮で起こることは自己責任だから。相手も魔術師なのだから。そんな言葉で誤ご魔ま化かして、受け身であり続けた――これは、そのツケが回ってきたということだ。

「なるほどな」と俺は言う。「そりゃ確かに格好悪い」

「いいと思うけどね、それでも」レヴィは笑った。「少なくとも、あんたがいたことで変えられたものがあったんだから。初めから全部を切り捨てるよりは、ずっとマシよ」

「……魔術師とは思えない言葉だけどな」

「だとしたら、それもあんたの影えい響きようだけどね」

　確かに、少なくとも初めて会った頃のレヴィなら、そんな言葉は言わなかった。

　俺が変えたとは思わないし、なんなら思いたくもないけれど。

「――で、問題はここから」

　レヴィは指を立てて言った。俺はもう両手を上げるほかない。

「まだあんのかよ……聞くけどさ」

「さっきあんたは意識してないみたいなこと言ってたけど、それでもアスタ＝プレイアスにとって、所詮は学生なんて格下であることは変わりないわけよ。これは私も含めてね」

「……戦ったら、お前のほうが絶対強いと思うけど……」

「呪い云々はひとまず措いて」レヴィは首を振ふる。「まあ確かに意識はしてないんだろうけどさ。呪われて弱くなったって事実は、あんたにとってかなり大きいみたいだし。そりゃそうだろうけど。――ただ、やっぱり無意識的に、あんたの視点は上にあるわけ」

「…………」

「別にいい悪いの話はしてないわよ、興味もないし。好きにすればいいと思う。でもね、さっきはああ言ったけど、ピトスたちだって魔術師なのも事実だから。それも学生という範はん疇ちゆうからは大きく抜ぬける、あんたほどじゃなくても、いろんな経験をしてきた魔術師」

「……まあ、普通じゃねえよな、あいつは。俺が他人のこと言えないとしても」

「だからね」と、レヴィは悪戯っぽく笑う。「あんたが思うより、あの子ずっと醒めた考え方してるわよ？　猫被かぶってたのは気づいたんでしょ。負い目があるから無償で治療を引き受けるだなんて――そんな甘っちょろいこと考えるような子じゃないから、アレ」

「……、……まあ見たまんまの奴じゃないことは、充分わかったけど」

「あの子は怖いわよ。なんなら私より剣けん呑のんっていうか、殺伐とした価値観持ってるから。生かすか殺すかの二元論で全部片づけるみたいな」

「すげえこと言うのな……お前ら友達なんじゃなかったっけ？」

「もちろん。じゃなきゃ言わないわよ、こんなこと。ピトスだってそれくらい含ふくんだ上で動くって。当たり前じゃない」

「……女子って怖こえぇ」

　思わず肩を震ふるわせてしまう。俺の周りの女子は、どいつもこいつもみんな怖い。

　慄おののく俺の姿を見て、レヴィは軽く溜ため息いきをつきながらこう続けた。

「ま、それでも甲か斐い甲が斐いしいことに変わりはないけどね。ちゃんと報いなさいよ？」

「わかってるよ」

　多少、視線を逸そらしながらも頷うなずいた。それくらい俺だって考えている。

「……まあ、その、なんだ。俺だってなんかしらの形で、お礼はしようと思ってる」

「――――」レヴィは絶句した。「……え。はあ……え？　それだけ？」

　それから珍めずらしく慌あわてたように続けた。

　だが俺おれには、いったい何が彼女を驚おどろかせたのかわからない。

「それだけって……だって、言ってもお金なんか受け取らないだろうし。だから金銭以外でなんかしようって思ったんだけど、間違ってるか？」

「そういうことじゃなくて。いや、そういうことなんだけど、でもそうじゃなくて」

「何言ってんだ、お前……？」

　こんなに要領を得ないことを言うレヴィは滅多に見られない。

　だが、その希少な光景に驚いていることもできなかった。だって意味不明だ。

　困こん惑わくする俺。一方で、彼女はやがて大おお仰ぎように溜息をついて俺を見据えた。普段の優雅さなんて欠片も残っていない、それは大袈裟な身振りだった。

「……呆れた。あんた、それ本気で言ってんのよね？　私の話聞いてたの？」

「ていうか、お前が俺の何を聞いてそういう反応になったのかわからん」

「刺されて死ね」

「はあ!?」

「なんでもない。別に、私が言うことでもないし。せいぜい苦労すればいいわ」

　明らかに何でもある態度でレヴィは言う。本当に恐おそろしい女だった。

　フェオなんて可か愛わいいもんだったよなあ、と判じざるを得ない。いや本当に。

　……そういえば、《銀色鼠シルバーラツト》はどうしているのだろう。俺はふと思った。

　主力の大半を失った彼女たちは、もはや攻略クランとしての体裁を整えることすら難しい。残った多くの子どもたちを支えるために、大変なのはむしろこれからだ。

　シルヴィアからは、「今回の恩は必ず返す」と言ってもらっていた。

　とはいえ、彼女たちが大変なことはわかっている。礼なんていらない、と遠慮して聞かなかったけれど、しばらくは何があるということもないはずだ。近況は、今度エイラにでも訊きいておこう。

　それと同時に、学院に紹しよう介かいしてやる、とフェオに言ったことも思い出していた。

　約束は守るつもりだ――フェオには充分な才能があるし、セルエが上手くやってくれるだろう――が、それもいつになることやら。

　彼女が俺の言ったことを、憶えているかどうかも怪あやしいところだった。冗談だと思われている気がする。

「……学院といえば」

　俺は言う。先ほどの話を、これ以上引きずりたくなかった。

「そろそろ魔ま競きよう祭さいの時期になるな。――また面倒な」

　学院都市オーステリア最大の祭典、魔競祭。

　学院で唯ゆい一いつ、外に向けて公開されるイベントであり、魔術師志望の学生にとっては最も重要な実力披露の場でもある。

　そもそも俺とレヴィ、そしてピトス、シャル、ウェリウスでオーステリアに潜もぐったのも、思い返せばこの魔競祭のためだ。最大の目玉である学生同士のトーナメント戦において、予選免除のシード権を手に入れるための試験だった。忘れそうになるけれど。

　この時期に、そんな祭りが開催されてしまうのは正直、痛い。

　学院が解放されるということは、すなわちオーステリアの街が解放されるということ。

　要するに、外部から侵入しやすくなるということに繋がるのだから。

　今後、七曜教団の連中が俺たちになんらかのコンタクトを取ってくるとして、それを魔競祭の時期に重ねてくる可能性は高かった。

　……どうするかな。この件、レヴィにも手伝ってもらうべきだろうか。

「あ、そうそう。その件に関して言っておくことがあったのよね」

　考えあぐねていた俺の、機先を制するようにレヴィが言う。そのせいで、俺は言う機会を逃してしまった。

　というか、それどころではない。

「……なんだよ？」

　警けい戒かいしながら俺は訊ねる。どうせロクなことじゃない。

　そもそも俺は、あたかも今思い出しました風のレヴィをまるで信じていない。どうせ演技だ。初めからその話をするために待ち構えていたに決まっている。

　にもかかわらず、わざわざ《女子は怖い》的な話を経由した辺りが最高だ。

　そんなもの、もう脅おどしとなんら変わりない。

「まどろっこしいことは嫌きらいだし、単刀直入に言うけど」

　と、レヴィ。なら先ほどの態度はなんだったのか、ともちろん俺は口にしない。

　ただ黙だまって彼女の言葉を待ち、だから彼女も静かに続けた。




「――アスタ。次の魔競祭のトーナメント、あんたにも出場してほしいのよ」




　その言葉を聞いた瞬間。

　俺の顔が盛大に歪ゆがんだことは、おそらく言うまでもないと思う。





※






　突発的なレヴィとの会合を終えた俺は、適当に食材を買い込んでから自宅に向かった。

　エイラから貰もらった報ほう酬しゆうのお陰かげで、懐ふところはそれなりに潤っている。

　部屋に着く寸前になってから、そういえば俺は珈琲屋に話があるからあの店に向かったのだと思い出だす。レヴィと話していたせいで、すっかり抜け落ちてしまっていた。

　今から戻るのも馬鹿らしい。用件は後日に回してしまおう。

　煙草たばこ屋に帰ると、カウンターには親父さんが座すわっていた。

　店舗部分になっている一階で、何やら難しい表情で腕を組んで。考え込んでいるのか、俺が帰ってきたことにも気づいていない様子だ。

「親父さん？」

　その様子が気にかかって声をかけた。

　そこでようやく顔を上げると、親父さんは苦虫を噛み潰したみたいな渋面で言う。

「……アスタか」

「そうだけど……どうかした？」

「いや、どうかしたっつーかよ」なぜか視線を逸らされた。「むしろお前がどうしたんだって感じなんだが。毎度毎度」

「はい……？」

　親父さんの言葉に首を捻らざるを得ない。言っていることの意味がわからなかった。

　なんだか嫌いやな予感がする。レヴィほど勘かんに自信はないが、それでも得てして悪い予測は当たるものだ。

　――ああ、どうやらまた何か面めん倒どうごとが舞まい込んできたらしい、と。

　俺は諦あきらめとともに悟る。こういうときは、大抵どう足あ掻がいても意味がない。早々に受け入れてしまうほうがマシである。勘というより、それは経験則に近かった。

　達観した俺の目の前で、親父さんが歯切れ悪く口にする。

「お前に手紙と……あと荷物が届いてる。荷物ってか、あー……まあ荷物だ」

　不穏すぎた。親父さんをして明言させないなんて、いったい何が届いたのだ。

「できればはっきり言ってもらいたいんだけど。こう、心構え的に」

「見りゃわかるさ」親父さんは視線を逸らす。「上だ」

「わかった」

　何もわからないけれど。もうどうしようもないということだけは、少なくとも。

　買い込んできた食材を親父さんに渡わたし、店舗の奥おくから二階へと続く階段に足を乗せる。

　気が重い。みしり、と軋きしむ木張りの階段が、俺の心境を表しているようだ。

　それでも覚かく悟ごを決めて、俺は一段ずつ階段を上る。さて鬼おにが出るか、蛇が出るか。

　あの姉貴に慣れた俺ならば、大抵のことではもう驚かない。息を吸って、意を決し、俺は階段を上り切った――。




「…………は？」




　そして、盛大に驚きよう愕がくした。なぜか。いや、なぜなんだという話なのだが。

　――部屋の前に、ひとりの女の子が座り込んでいたのだ。

　間ま抜ぬけな表情を晒して静止する俺。だって、これはさすがに想定の範はん囲い外だ。

　なんの気配も感じなかった。そういう形の置物なのかと思ったほどだ。

「……いや。えっ、誰だれ……？」

　見知らぬ少女だった。いや、少女というよりも、いっそ幼女と表現するべきだろう。

　外見から察するに、年の頃は十歳さいかそれ未満。《オセル》のモカと同じくらいに見える。

　少し日に焼けたような、褐色の肌が印象的な女の子だった。それはこの世界だと南方の地域に多い外見だが、満月に似た黄金色の双そう眸ぼうがその特徴とは相反している。

　肩口くらいの髪かみの色は、たとえるなら夜の海のように濃く深い藍色。俺もこの国では珍しい外見だが、彼女の容貌は俺に輪をかけて人目を引くだろう。

　そんな外見に反して、酷く存在感の希薄な子だった。ふと気を逸らせば、そこにいることさえわからなくなってしまいかねないほど。

　事実、俺は彼女の気配にまったく気づいていなかった。

　冒ぼう険けん者しやという職種上、他人の気配には敏感なつもりだったのだが。それでも気がつかないのだから、なんだか幻まぼろしのようでさえある。

　けれど少女は、階段を上ってきた俺に視線を合わせている。置物でも幻覚でもなく、生きてそこに存在する人間だ。

　――問題は、この子がいったい誰なのかという点である。

　まるで見覚えがない。初対面だと断言できる自信があった。けれど、だからこそなぜここにいるのかがわからない。

　酷く粗そ末まつな装いだった。着込んでいるのは服ではなく、もはや単なる布でしかない。

　茶褐色に近い色の、汚よごれた粗末な布切れを、彼女は外がい套とうのように羽織っている。よもや、これで手紙の配達人だとは言うまい。辺りに荷物らしきものもない。

　わけもわからず硬こう直ちよくする俺。

　と、そこで少女が立ち上がった。身に纏まとう布の中から一通の封ふう筒とうを取り出すと、少女はそれをこちらに差し出す。受け取れ、という意味だろうか。

　いったいどうすればいいんだろう。受け取るべきか、取らざるべきか。本気で迷う。

　やはり動けないでいる俺に、そこでようやく少女が声をかけた。

　か細くて希薄な、見た目通りの儚はかなげな声こわ音ねで。

「おかね、は……ない。です」

「――え？」

　いきなり何の話かと思った。

　俺の言語能力が死んだ。

「けれ、ど。行く、とこ……ない。ので、」

「は？」

「とめて？　くだ、さい？」

「へ？」

「……おにい、ちゃん」

「――」

「かわりに、からだで、はらう……ます？」




　……………………………………………………………………………………うぉえあ？
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あとがき







　あとがきを書くのも、これで三回目となりました。

　理屈の上ではそろそろ慣れてもいい頃ですが、しかしどうにも慣れません。慣れませんが、それでもあとがきを書くこと自体は結構好きだったりします。

　というか《あとがき》が好きなんですね。あとがき。小説の最後にある聖域。

　まあ聖域って感じかというとちょっと違うんですけれど。僕もたくさんの小説を読み、たくさんのあとがきに触れてきましたが、いや、あとがきって面白くないですか？

　ロマンだと思うんですよね、ある意味で。読者からすれば小説家さんって、割かし雲の上の人みたいな気分があるというか、少なくとも会うことはないだろうというか。

　そういう人が、でもやっぱり現実にいる人なんだなあ、と。あとがきを読んでいるときの、そんな感覚が僕は好きでした。単純に文章が面白かったこともあるんですけれど。

　――てな話は、一巻二巻のあとがきでも少し触れましたね。また同じこと書いてるよ。

　何が言いたいかといえば、実際にあとがきを書く側に回った僕には、かつて想像していたようなロマンがまるでなかったということです。どうしよう、どうやって埋めよう。

　雲の上どころか、なんか地面の下で墓穴を掘り進めているイメージを纏った気がします。




　台無しにしたところで、ようやくながら挨拶に移らせていただきましょう。

　お久し振りです、涼暮皐で御座います。無事に三巻でお会いできて嬉しいです。もしも初めまして、という方がいらっしゃいましたら、セットで三冊レジに持っていくと幸せになれるっておまじないがあるんですけれど、ちょっと試してみませんか？

　というわけで、『セブンスターズの印刻使い』第三巻でした。

『小説家になろう』様のサイト上でこの作品の連載を開始したときは、まさかこうして、書籍の形となって世間に出回るなんてことは考えもしていませんでした。いずれ作家になりたいとは考えていたものの、この作品でデビューというのは妄想すらしなかったくらいです。とにかく面白い話を書きたい、連載したい、あと反応欲しい！　と。そんなことを考えながら書いていました。人生って本当にわからない（これも毎回言っていますが）。

　この第三巻で、ウェブ版『セブスタ』では第二章の範囲が終了しました。

《あとがきは先に読む派》の方々にはネタバレになってしまいます（ので、ぜひ第三巻をご読了なさってから戻ってきていただければ幸いです）が、本編のメインキャラクターの中でも最後のピースとなる少女――ならぬ幼女が、ここで初顔見せとなります。

　ウェブ版における第三章、学院トーナメント編の出だしを牽引してくれるキャラクターです。ウェブ上でもメロと並んで人気があるキャラクターですが、四季先生のイラストも相まって、ますます魅力的になったと思います。かわいい！

　彼女は見ての通り幼い子どもなので、いろいろなしがらみとか建前とか、そういう面倒臭いモノに囚われておらず、至って素直なキャラクターです。

　一方、その他の登場人物たちは、軒並み腹に一物抱えているというか、仮面を被っているというか、何かを心に隠しているとか、まあ誰もかれもがとにかく面倒臭い。

　そんなものだと思います。人間って。異世界でも、魔術師でも。

　いやだってそうじゃないですか？　僕だって同い年の友人たちが汗水流して仕事をがんばっている中で、なんか小説書いてて「よくそんな暇あるね」とか言われちゃったりして、いや俺だって働いてないってわけじゃないっていうかむしろ小説書くのも今は仕事だって言える立場なのよとか思いつつ、でもある友人なんかはかつて仕事を始めた初日に「もう辞めたい」とか心がぽっきり折れちゃってて、もうなんか、なんだ。みんな大変だな！

　子どもの頃って、やっぱり思い返せば楽しかったですよね。いや、今が楽しくないわけでは決してないんですけれど。むしろ子どもの頃だって黒歴史はあったわけですけれど。

　休み時間に読書とかしちゃったりしてね。面白いあとがき読んで「ふふっ」とか笑ったりして、そしたら「え、なんか今、涼暮がひとりで笑ってたんだけど……」とかそんな声が届いてきて、なんだよこっちは読書してんだ笑って悪いかコルァと立ち上がって、うんもう何の話をしてるんだか。別にかつての失敗譚を語りたかったわけじゃないんです。

　ただ、そういう子どもの頃の気持ちって大切にしたい。

　楽しいものを、素直に楽しいと、楽しいんだからそれでいいだろ、と。そう言えていた頃の自分を忘れたくない。そういう風に思います。

　小説じゃなくても、たとえば漫画で演劇でも映画でもいい。何かの作品に触れたとき、楽しめないより楽しめたほうが、どう考えたっていいじゃないですか。楽しめないほうがもったいない。よかったところだけ考えて終わりたい。その気持ちを失いたくない。

　そして、できればその気持ちを僕の作品で今度はみんなに返したい。そう思います。

　ええ。僕は今、すごくいいことを書いたとドヤ顔です。これだ。僕はあとがきでこれを書きたかったんだ。三回目にして、ついに格好いいことをあとがきで書けた。やった。

　――まあ、最後のひと言で全て台無しなんですが。




　謝辞に移ります。

　まずはイケメン編集のＫさん。

　いつも本当にお世話になっています。ありがとうございます。今度ぜひ飲みにでも行きましょう。編集さんっていつも死にそうなくらい忙しそうですよね、格好いいぜ。

　ただ当たりガチャの結果を連絡してくださるのはマジで戦争案件なので、いつか倒してやりますからなコンチクショー。今のところ全敗なのはアレですか、日頃の行いですか。

　続いて四季童子先生。

　三巻も素晴らしいイラストをありがとうございます。

　本当、毎回ながらキャラクターのイラストが本当に素晴らしい。これを発売よりも先に見られるというのが僕にとって最大の特権だと思っています。作者でよかったー！

　普段は血を吐いてばかりで締まらないアスタも、ひとたびイラストで彩られれば誰よりカッコいい主人公です。もちろん女性キャラクターたちの可愛らしさも外しては語れない。

　これを語り続けるだけでいいのなら、あとがきだけで二百ページくらい埋まりますね。

　そして最後に読者の皆様。ウェブ版から引き続き読んでくださっている方々も、書籍版から『セブスタ』と出会ってくださった方々も――そしてまだ見ぬ未来の読者様も。

　皆様のお陰でここまで来ることができました。心からの感謝を。

　まだ買っていないという方は買おうぜ！　宣伝も欠かさない！　いろいろな方のご助力があって、こうして素晴らしい一冊に仕上がっております。損はさせませんよ！

　末筆代わりに。

　大学時代の友人たちとのトークをば。

「ところで涼暮先生って普段はどこで執筆してんの？」

「だいたい喫茶店。ときどきファミレス。てか取ってつけたように先生言うな」

「なんで家でやんないの？　外のほうが集中できる的なアレ？」

「いや別にどこでも大差ないけど。まあ、しいて言うなら理由はひとつだ」

「何よ？」

「自室に椅子がない」

「致命傷」

「小さいプラスチックのゴミ箱を椅子代わりに使ってみたことはあるんだけどね……さすがに潰れそうで怖かった。ベッドでやったこともあるけど、どうも姿勢が悪くなる」

「だから外でやってんのか……」

「外だと集中力増すんだよね。こう、場代を払ってると思うと。無駄にできねえぞって」

「根性が貧乏性だよなお前」

「根性が貧乏性」

「だって、すごい簡単な解決法があんじゃん。気づいてないの？　馬鹿なの？」

「なんだよ。馬鹿ってなんだよ。そんなに言うなら言ってみろよ」

「――椅子を買え」

「あっ」

　道理で最近、原因不明の腰痛がするわけだ。原因わかりきってんじゃねえか。





二〇一六年卯月　涼暮皐
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